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備
五
箇
年
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画
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)の
概
要

第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
(案
)
道
路
局
企
画
課
課
長
補
佐
笹
森
秀
樹

1

道
路
整
備
の
長
期
構
想
(案
)
道
路
局
企
画
課
課
長
補
佐

祢
屋
誠

“

第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
(案
)
に
お
け
る
道
路
整
備
の
経
済
効
果

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

鞘

第
m
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
(案
)に
つ
い
て
道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

鉈

第
8
次
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
(案
)の
概
要
道
路
局
地
方
道
課
課
長
補
佐

深
澤
滓
志

錐

生
活
大
国
5
か
年
計
画
と
社
会
資
本
整
備

建
設
大
臣
官
房
政
策
課
刀

阪
神
高
速
道
路
に
お
け
る
道
路
法
第
四
十
七
条
第
二
項
違
反
に
よ
る
告
発阪神

高
速
道
路
公
団
業
務
部
交
通
管
理
課

靴

都
道
府
県
道
の
路
線
認
定
基
準
に
つ
い
て
(そ
の
1
)
道
路
局
路
政
課
総
務
係

芻

圈
時

･
時

･
時
!
!
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一

本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

…

“
い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

一

{
が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

“

ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

時
の
も
の
で
す
‘



特
集
/
第
禰
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
(糜
)⑭
概
要

第
鮒
次
週
蟠
整
備
謳
箇
箪
計
画
(薬
)

建
設
省
道
路
局
企
画
課
課
長
補
佐

笹
森

秀
樹

一

は
じ
め
に

平
成
五
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
員
次
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
、
第
め
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交

通
確
保
五
箇
年
計
画
及
び
第
8
次
奥
地
等
産
業
開
発

道
路
整
備
計
画
の
案
を
策
定
し
た
の
で
紹
介
す
る
。

第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
は
、
道
路
整
備
緊

急
措
置
法
第
二
条
に
基
づ
い
て
、
平
成
五
年
度
以
降

五
箇
年
間
に
行
う
べ
き
道
路
の
整
備
の
目
標
及
び
道

路
の
整
備
の
事
業
の
量
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
こ
の
計
画
に
即
し
て
、
日
常
生
活
の
基
盤
と
し
て

の
市
町
村
道
か
ら
国
土
構
造
の
骨
格
と
し
て
の
高
規

格
幹
線
道
路
に
至
る
道
路
網
の
整
備
が
、
体
系
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
m
次
雪
寒
五
箇
年
計
画
及
び
第
8
次
奥
産
五
箇

年
計
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け

る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
四
条

及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
第
四

条
に
基
づ
き
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
及
び
奥
地
な
ど

に
お
い
て
平
成
五
年
度
以
降
の
五
箇
年
間
に
行
う
べ

き
道
路
の
事
業
の
量
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
計
画
の
投
資
規
模
は
、
第
u
次
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
の
投
資
規
模
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
で

あ
る
。
三

第
竹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
大

綱

1

第
=
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
基
本
的
方
向

｢生
活
大
国
｣
を
め
ざ
し
、
活
力
あ
る
経
済
に
支

え
ら
れ
た

｢ゆ
と
り
社
会
一
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

国
民
の
要
請
に
応
え
、
道
路
整
備
の
立
ち
遅
れ
に
緊
,

急
に
対
応
す
べ
く
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を

策
定
す
る
。

そ
の
策
定
に
際
し
て
は
、
各
界
、
各
地
域
か
ら
の

意
見
な
ど
を
参
考
に
ま
と
め
ら
れ
た
道
路
審
議
会
の

｢建
議
｣、
な
ら
び
に

｢建
議
｣
を
も
と
に
お
お
む

ね
二
一
世
紀
初
頭

(二
〇
一
〇
年
-
二
〇
一
五
年
)

を
整
備
目
途
と
し
て
と
り
ま
と
め
た

｢道
路
整
備
の

長
期
構
想

(案
)｣
の
考
え
方
を
基
本
に

｢公
共
投

資
基
本
計
画
｣
(投
資
総
額

…
お
お
む
ね
四
三
〇
兆

円
)
や

｢生
活
大
国
5
か
年
計
画
!
地
球
社
会
と
の

共
存
を
め
ざ
し
て
-
｣
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、

の
生
活
者
の
豊
か
さ
を
支
え
る
道
路
整
備
の
推
進
、

②
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推

進
、
③
良
好
な
環
境
創
造
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推



特集/第餌次道路整備五箇年計画(案)の概要⑰⑭⑰④⑭⑭⑰@⑭⑭⑭⑰⑭⑭④⑭@⑩④⑤⑭⑤@⑭⑭⑭@⑰⑭

表 1 道路整備五箇年計画の推移(第 l次~第10次)
第 1 次第 2 次 第 3 次第 4 次第 5 次 第 6 次第 7 次 第 8 次 第 9 次 第 10 次 第 u 次

計画期間
閣議決定
事業内訳
一般道路
有料道路
地方単独
調整費
計

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

経済計画

計画期間
閣議決定

新長期経済
計 画
(33~ 37)

国民所得
倍増計画
(36~45)

中期経済
計 画
(39~43)

経済社会
発展計画

新経済社会
発展計画
(45~ 50)

経済社会
基本計画

昭和50年代
前期経済計画
(51~ 55)

新経済社会
7カ年計画
(54~ 60)

1980年代経済社
会の展望と指針
(68~ H 2)

世界とともに生
きる日本一経済
運営5カ年計画-
(63~ H 4)

国土計画
計画期間
閣議決定

全国総合開発計画
(36~ 45)
37,10.5

拠 点 開 発 方 式

新全国総合開発計画
(40~60)
44.5,30

大規模プロジェクト構想

第三次全国総合開発計画
おおむね10カ年計画
52,l1.4

定 、住 構 想

第四次全国総合開発計画
おおむね平成12年を目標
62,6,30

交流ネットワーク構想
注) 第8次計画までの調整費は予算資である。

主 な 施 策

旁が

　　
済会
に の

支実
え 現
ら

れ
た

活力ある地域づくり
のための道路整備の
推進

くらしの利便性向上のた{養護鱒 鑓 群 談濶 廟めの道路整備の推進

生活者の豊かさを支
える道路整備の推進

くらしの安全性向上のた礎 讓 燧要撃公務徘褒美開“めの道路整備の推進

くらしの快適性向上のた 罐 礒 部 絵
沿道と連携した景憾備

めの道路整備の推進

交流ネットワークの充実 {高規格幹線道路の早期整備、機能強化等

地域 集積 圏の形成 {地域高規格道路網の本格的着手、推進

住宅宅地の供給とそれを{癰霊滕 礬 賤 讓による支える道路整備

良好な環境創造のた
めの道路整備の推進

地球温暖働 防止信 濃 溥 鱗なき
車･道路利用形態の各

自 然 環 境 と の 調 和 {計画段階からの自然との調和、エコロードの着手

良好な生活環境の保全
形成

図 1 道路整備の基本的方向(体系図)

{雙 娑受難 鴉自動車構造対策、沿道と

｢推す“〒ヤ Q? 11



表 3 事業別事業費
表 2 投資規模

(球位:億円)

襲 求

勢lo次五曲年計画

倍率

平均
眸率
④初頭計国 葵椒 趙波率

一般越路事栞
税目遊離聯繋
小 計
地方単国事覇

310-000
210,000
520,000
240′000

桜麹,0は
140.00ゆ
378,001O
139,000

219,第0
14:,14(
360,4敦
】73,7館

922
100.8
95.‘
126,O

1,50
l･10
1、"
1,第
】,第

計 7鋭',OKOK 5l7,000 534-193 103,3 】.“ 1,08
周 蛭 員 13,000
合 計 760-α〕虻斑0'増 534-193 100.8 1･“ 1,08

進
を
主
要
な
課
題
と
し
、
今
後
の
道
路
整
備
の
推
進

り
、
『人
と
く
ら
し
を
支
え
る

｢社
会
空
間
｣』
で
あ

を
図
る
こ
と
と
す
る
。

る
と
の
認
識
の
も
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ

な
お
、
道
路
は
極
め
て
社
会
性
の
強
い
空
間
で
あ

て
、
施
策
の
展
開
を
図
る
。

り

と
く
ら
し
を

え
る

ネ

云

間
』
で
あ

②

多
様
な
空
間
機
能
の
充
実

る
と
の
認
識
の
も
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ

道
路
の
役
割
と
し
て
、
今
後
、
一
層
重
要
に
な
っ

て
、
施
策
の
展
開
を
図
る
。

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
、
景
観
形
成
、
収
容
機
能
な

⑨

複
合
的
施
策
の
展
開

ど
、
多
様
な
空
間
機
能
の
充
実
を
図
る

道
路
に
関
し
て
は
、
道
路
利
用
者
、
地
域
生
活
者
、

③

総
合
的
な
交
通
機
能
の
強
化

関
係
機
関
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
道
路
管
理
者
な
ど

｢ゆ
と
り
社
会
｣
を
支
え
る
交
通
基
盤
を
形
成
す

極
め
て
多
く
の
関
係
者
が
存
在
し
て
い
る
。

る
た
め
、
自
動
車
交
通
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
他

『道
路
は

｢社
会
空
間
｣
で
あ
る
』
と
い
う
認
識

の
交
通
機
関
と
の
連
携
、
歩
行
者
･
自
転
車
の
復
権
、

か
ら
、
各
関
係
者
の
既
存
の
枠
を
越
え
た
協
力
が
必

｢た
ま
り
｣
空
間
の
重
視
な
ど
、
地
域
特
性
、
交
通

要
で
あ
る
。

特
性
に
応
じ
た
交
通
機
能
の
強
化
を
図
る
。
ま
た
、

こ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
協
力
と
連
携

渋
滞
解
消
に
よ
り
省
エ
ネ
型
社
会
の
形
成
に
資
す
る
。

の
も
と
に
、
作
り
方
か
ら
使
い
方
ま
で
含
め
た
複
合

④

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
支
援

的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

各
都
道
府
県
に
お
い
て
地
方
版
長
期
構
想
及
び
地

(単位 :億円)

第は次五

箇年計画

第10次五箇年計画 第 1l次五、 計

る馨鬚計 固 実 銭

-般道路
道路
】般国道
直轄
補助
地方道
都道府県道
市町村道
交通安全
胃寒
調査
街路
街路
区園整理
再開発
廓査
援械
沿道整鯏融資
その他

約
め
23
89
鎖
73
48
芻
刎
8

7
5
7
3

1

1

000
500
400
300
100
800
600
200
370
3"
630
000
270
970
510
250
350
150
000

238
174
92
65
26
59
38
20
15
6

62
45
l4,
2l

l1

000
300
420
660
760
420
960
480
600
280
580
530
140
400
780
210
120
50

219,350
160,416
83,831
59,358
24-473
55,048
36-068
18,980
15,380
5,625
532
57,954
41,930
13,228
2,6G8
189
962
18

1･10
1･u
1･11
1.12
l･lo
1･10
1･10
1･lo
1･11
1･11
1･10
1‘lo
1110
1･1l
1･l1
1･10
1･10
1.60

有料道路
日本道路公団
高速自動車国道
…般有料道路
首都高速道路公団
阪神高速道路公団
本州四国連絡橋公団
東京湾横断道路船
地方公社等
指定都市高速道路
地方公社等
その他
小計
道路開発費金

210
117
97
19
32
19
12
8
16:
G
9,
L
206
6

000
000
600
400
300
600
400
600
000
600
400
000
800
200

140
88
72
16
l6
13
5
3
9
3
6

137
4,

000
600
400
200
500
100
100
900
800
600
200
100
100
000

141
85
74
10
18
14
6
3
9
3
6

138i
3,

140
711
787
924
473
908
411
294
695
015
680

493
528

1,09
1･07
1,05
1,19
1.14
1.03
1.13
1･1l
1.13
1、16
1･1l

L C9
1.12

一 般 ･ 有 料 計 520 000 378 000 360 490 1,09

地 方 単 独 事 業 240 000 139 000 173 703 1.06

計 760 000 617,00O 634 193 1.08

調 整 費 13,000 - II ‐
合 計 760,000 530,000 534,193 1.08

注) 1. 一般道路の区分の計数には住宅宅地幽遠,緊急地方道路軽鑓事
業,およびN T T一B型事菜を含む。
2. 第 10次五箇年計画の実横には住宅宅地関連 (一般会計)を含
む。
3. 東京湾横断道路株式会社の第=次五箇年計画には,道路開発費
金6,200億円から融資予定額3,000億円を重複計上,第10次五
箇年計画実績には881億円を重複計上。
4. 有料道路の区分の計数には' N T T一A型事業を倉む。
籤 その他には現時点では事檗主体未定のプロジニクトに係る事業
費を計上。



方
版
五
箇
年
計
画
も
策
定
し
、
道
路
整
備
計
画
を
国

民
に
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
役
立
て
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
、
さ
ら
に
地
域
の
社
会
･
経
済
活
動
な
ど
を
支
援

し
て
い
く
。

2

第
円
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
投
資
規
模
及

び
財
源

道
路
整
備
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
生
活
の
豊
か
さ
の
向
上
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
、
良
好
な
環
境
創
造
な
ど
の
課
題
に
緊
急
に
対

処
す
る
た
め
、
平
成
五
年
度
か
ら
九
年
度
の
五
箇
年

間
に
道
路
投
資
額
七
六
兆
円
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
第
u
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を
円
滑
に

実
施
す
る
た
め
、
所
要
の
財
源
の
確
保
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

特集/第11次道路整備五箇年計画(案)の概要願

力
こ
の
た
め
･
四
年
度
末
を
適
用
期
限
と
す
る
揮
発

　轉

油
税
な
ど
、
五
年
四
月
末
を
適
用
期
限
と
す
る
自
動

車
重
量
税
の
道
路
特
定
財
源
諸
税
の
暫
定
税
率
を
五

年
延
長
し
、
揮
発
油
税
、
軽
油
引
取
税
を
一
8
当
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
五
円
、
一
〇
円
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
一
般
財
源
の
大
幅
な
投
入
を
行
う
。

ま
た
、
道
路
整
備
特
別
会
計
へ
の
直
入
制
度
を
継

続
し
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

三

主
要
課
題

1

生
活
者
の
豊
か
さ
を
支
え
る
道
路
整
備
の
推
進

I

く
ら
し
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
道
路
整
備
の

推
進
活
力
あ
る
経
済
に
支
え
ら
れ
た

｢ゆ
と
り
社
会
｣

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
生
活
者
の
豊
か

さ
を
支
え
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
く
ら

し
の
利
便
性
向
上
、
く
ら
し
の
安
全
性
の
向
上
、
く

ら
し
の
快
適
性
向
上
の
三
つ
の
観
点
か
ら
そ
の
整
備

を
推
進
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
く
ら
し
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
は
、

道
路
交
通
渋
滞
の
解
消
･
緩
和
を
図
る
た
め
、
道
路

の
使
い
方
の
工
夫
を
促
す
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
、
ソ
フ
ト
面
を
含
め
た
総
合
的
な
施
策
を
含
め

た
新
し
い
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
特
性
、
交
通
特
性
に
応
じ
て
各
種
交
通
機
関
の
特

性
を
十
分
に
引
き
出
す
た
め
の
地
域
モ
!
ダ
ル
ミ
ッ

ク
ス
施
策
を
進
め
る
。
ま
た
、
都
市
に
お
け
る
違
法

路
上
駐
車
の
解
消
お
よ
び
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
図
る
た
め
駐
車
場
の
整
備
な
ど
を
推
進
す
る
。

く
ら
し
の
安
全
性
の
向
上
の
た
め
に
は
、
交
通
事

故
死
者
数
の
減
少
を
め
ざ
し
、
事
故
分
析
の
充
実
、

交
通
安
全
対
策
の
推
進
、
信
頼
性
の
高
い
道
路
網
の

整
備
、
雪
国
の
振
興
の
た
め
の
冬
期
道
路
交
通
対
策

を
推
進
す
る
。

く
ら
し
の
快
適
性
向
上
の
た
め
に
は
、
歩
き
た
く

な
る
快
適
な
歩
道
、
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
自

転
車
駐
車
場
な
ど
の
整
備
、
沿
道
と
連
携
し
た
景
観

整
備
と

｢た
ま
り
｣
機
能
の
充
実
を
図
る
。

0

総
合
的
な
渋
滞
対
策
の
推
進

道
路
交
通
需
要
の
大
き
な
伸
び
や
自
動
車
の
使
わ

れ
方
の
非
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、
道
路
交
通
渋
滞
の

状
況
は
悪
化
し
て
お
り
、
渋
滞
に
よ
る
時
間
損
失
は

莫
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

道
路
交
通
渋
滞
の
解
消
な
い
し
、
緩
和
を
図
る
た

め
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
体
系
的

な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
な
か
で
も
バ
イ
パ

ス
、
環
状
道
路
な
ど
の
整
備
を
重
点
的
に
行
う
。

加
え
て
、
従
前
の
交
通
容
量
拡
大
を
目
的
と
し
た

交
差
点
改
良
や
立
体
化
な
ど
に
よ
り
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

解
消
の
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
輸
送
効
率

の
向
上
や
交
通
需
要
の
時
間
的
平
準
化
な
ど
の
交
通

需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
を
併
せ
て
行
う

｢新
渋
滞

対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定
し
、
渋
滞
対
策
を
推
進

す
る
。

ま
た
、
道
路
と
開
発
計
画
と
の
調
和
を
図
る
観
点

か
ら
交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
道
路
管
理
者
、

地
方
公
共
団
体
、
開
発
者
の
適
切
な
協
力
の
下
に
所

要
の
施
策
を
行
う
。

4 道イテセ 92,11



こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
渋
滞
施
策
の
推
進
に
よ
り
、

備

報

長
期
構
想
に
お
い
て
は
･
朝
夕
の
ラ
'
シ
･
時
間
帯

癈
情

)

と
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る

(表
4
、
図
2
)。

点

五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
交
差
点
の
改
良
や
立

流

でも
次
都
市
圏
で
は
二
五
如ノンソね
、
地
方
都
市
で
は

猪勘
鰈

鱒

-

如
/
h
の
走
行
速
度
を
確
…保
す
る
“
‘‘
が
可
能

妙鰯
轆釣
)

磯

　　
　　
　
　

　　
　　
　

　

　　
　　
　
　　

　

　　
　　
　
　　

①

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消

員

等

靴ガ
ラ社
鎚

橡妙

体
化
な
ど
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消
事
業
を
約
七
○
○
地

物

点
･
連
続
立
体
交
差
事
業
を
約
5

0
如
実
施
す
る

篤
,

な
ど
し
て
走
行
速
度
の
向
上
を
図
る
。

の

)

料金自動徴収システム等)

(各種交通機関の連携強化、 バス利用促進のための道路整備、駅前広場、 パークアンドライド用駐車場等の整備)

(交通管制の高度化、 リバーシブルレーン、 駐車対策、 情報サービスの高度化、 路上工事の適切な実施等)

体系的な道路ネットワーク整備

姉腕 の 確 保 (多単線化、十分な幅員の確保等)

　

　
　
　
　

　

　　
　

　

体

ル
イ

ム

緘
)

　　　
　

の
消

の
上

の
用

と
及

上

の
化

い
り

る
導

　　
　　

　

、ネ

率

需
解

吻
鰡

　
　
　　
　　

　

　

ボ
解

公
使

既
有

新
普

輸

交
時

交
都

コ
誘

(職住近接型都市構造の構築、 交通アセスメントの導入等)

鰯枦話平
要
準濯 (フレ,クスタイム、時差出勤･休日の分散等)

な渋滞対策

て鮫通糧劾轢
繊細満た凡稜腕穀物盤鱗衆犯

擬
鎖
働け
鞠鰍
彪
み新
蒸
縞
鶯

(単位 :km/h )

4年度来 9年度末 長期執懸

螂集人
織市鰺
端
旛
樒

タ
雄
三

朝
残
蜷

刎
即

鈎
鴉

　

　　

　
　

　
　

　

の

運

の
工

な
誘

合

　

　

　
　

　
　

　

　　

　　

　　

　
　

　　　

方

交
改

利
の

適
の

図

表

交
通
容
量
の
拡
大

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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｢立
体
化
｣
な
ど
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消
を
行
う
。

特
に
交
通
が
恒
常
的
に
著
し
く
集
中
し
て
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
主
要
な
交
差
点
に
つ
い
て
は
、

交
差
点
の
立
体
化
や
鉄
道
の
連
続
立
体
化
な
ど
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
容
量
の
部
分
的
な
改
善

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
道
路

整
備
を
行
う
。

②

連
続
立
体
交
差
事
業

都
市
内
道
路
交
通
の
円
滑
化
と
踏
切
事
故
の
解
消

を
図
り
、
良
好
な
市
街
地
の
形
成
に
資
す
る
た
め
連

続
立
体
交
差
事
業
を
推
進
し
て
き
て
お
り
、
現
在
ま

で
に
全
国
で
七
五
カ
所
、
二
六
〇
畑
の
鉄
道
を
連
続

立
体
交
差
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
八
三
〇
カ
所
の
踏

切
を
除
去
し
、
渋
滞
を
大
幅
に
解
消
す
る
と
と
も
に

市
街
地
の
一
体
的
発
展
に
寄
与
し
て
き
て
い
る
。

今
後
も
、
大
都
市
及
び
主
要
な
地
方
都
市
に
お
い

て
連
続
立
体
交
差
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
長

期
構
想
に
お
い
て
は
、
整
備
延
長
を
こ
の
よ
う
な
事

業
効
果
の
高
い
約
二
二
〇
カ
所
、
約
八
〇
〇
如
と
す

る
↓。五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
拠
点
都
市
な
ど
に
お

い
て
都
市
開
発
事
業
が
進
捗
し
て
い
る
地
区
、
大
都

市
な
ど
に
お
い
て
緊
急
に
渋
滞
解
消
を
図
る
地
区
な

ど
を
重
点
に
三
〇
ヵ
所
、
約
一
〇
〇
虹
の
区
間
の
事

業
を
整
備
し
、
約
三
七
〇
カ
所
の
踏
切
を
除
去
す
る
。

②

公
共
交
通
機
関
の
使
い
や
す
さ
の
向
上

(地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
施
策
の
推
進
)

社
会
全
体
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
総
合
的
な
交
通

政
策
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
特
性
、
交
通
特
性
な
ど

に
応
じ
て
、
自
動
車
、
鉄
道
、
内
航
海
運
な
ど
各
種

交
通
機
関
の
そ
れ
ぞ
れ
が
特
性
を
十
分
発
揮
し
、
連

携
を
強
化
し
て
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
を
満
足
し
得
る
交

通
体
系
を
確
保
す
る
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
施
策
を
推

進
す
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
空
港
、
港
湾
、
新
幹
線
駅
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
強
化
や
バ
ス
利
用
促
進
の
た
め
の
道

路
整
備
、
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
交
通
結
節
施
設
の
整
備
及
び
交
通
結
節
点
に
か
か

る
歩
行
者
優
先
の
道
路
整
備
な
ど
を
行
う
地
域
モ
ー

ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
施
策
を
実
施
す
る
。

①

交
通
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化

空
港
、
港
湾
、
新
幹
線
駅
と
高
規
格
幹
線
道
路
網

と
を
自
動
車
専
用
道
路
な
ど
の
質
の
高
い
道
路
で
連

結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
性
を
高
め
、
各
種

交
通
機
関
の
使
い
や
す
さ
の
向
上
を
図
る
。

長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
第
1
種
及
び
第
2
種
空

港
の
大
半
、
各
都
道
府
県
に
一
港
以
上
の
重
要
港
湾
、

比
較
的
乗
降
客
数
の
多
い
新
幹
線
駅
に
つ
い
て
直
結

道
路
の
整
備
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
、
そ
の
た
め

に
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
約
一
七
如
整
備
す
る

(表

5
)
0②

バ
ス
利
用
促
進
の
た
め
の
道
路
整
備

港
し

う

れ

枳
だ

の

を
-

　
　
　

　

空
港

0
要

お

る
特
む
重

o

路
の

す
く
舎
定
港

道

　
　
　
　
　　
　

用
の
空
商
く

取

　
　
　
　
　
　
　

点
公
ず
手
塩
の
“

'

舞
の
匿
橙
の
も
の
は
'

邇
国
位
開
国
る
国
と
て

交
全
に
後
金
す
全
｣
っ

を
:

:

:
る
よ

し
港

湾

駅
才
に

　

　
　
　

　

　
　

斡
直
進

対
空

磋

新
｢
い

空 港:全国の公共の用に供する空謎 (84港)のうち,離島
に位匿するものを除く49港。ただし,将来値には今
後鰯橙予定の空満を含む。

港 湾:全国の重要港商･特定重要港湾のうち,離島に位置
するものを除く122港。

新斡塊駅:全国の“家
｢直結する｣とは,自動車啓用道路およびそれに準ずる質の高
い遭難によって,高規格幹諏趙略のインタ-チェンジから当該
交通拠点までが連結されている状況を示す。なお,ここには対
象斑点のうち直結きれているものの割合を示す。

表

主
駅

鋤

(単位:% )

事年度末 9年度来 長期構想

騙
･11.･--一--.--.･''“!緘鰔滌

建増報牀 颯 約5割

バ
ス
交
通
の
定
時
性
の
確
保
及
び
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
バ
ス
レ
!
ン
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
、
道

路
拡
幅
、
交
差
点
改
良
な
ど
の
バ
ス
路
線
整
備
を
推

進
す
る
ほ
か
、
歩
道
拡
幅
、
駐
輪
場
な
ど
の
整
備
と

合
わ
せ
て
休
憩
施
設
都
市
を
集
約
設
置
す
る
ハ
イ
グ

レ
ー
ド
バ
ス
停
の
整
備
を
行
う
。

ま
た
、
バ
ス
交
通
が
公
共
交
通
機
関
の
主
体
と

な
っ
て
い
る
都
市
に
お
い
て
は
、
地
域
の
交
通
拠
点

の
形
成
の
た
め
の
バ
ス
交
通
広
場
を
整
備
す
る

(図

3
)0長期

構
想
に
お
い
て
は
、
市
街
地
に
お
け
る
バ
ス

表
定
速
度
を
お
お
む
ね
二
割
向
上
さ
せ
定
時
性
の
確

保
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
五
箇
年
計
画
で
は
、

市
街
地
の
バ
ス
路
線
約
一
二
○
、
0
0
0
系
統
の
う

6 道行セ 92 .=

特集/第11次道路整備五箇年計画(案)



表

.･
4年度末 9年度末 長期構想目標

緘

皸
稠
市
が

定

都

都

け

率

表

大

方

お

一

ス
三

地

に

バ

ノ
!

ー

地
力

鞠

街
統
市

系

h

h
/
/

%

痂
如

即

M

齢

h

h

/
/

%

如
如

第

お
野 須

槻

獅
蜘
沁

1

1

お

注)1.パス表定速度は総連行キロを延べ通行時間で除した値である。2,市街地におけるバス路線系鰤己カバー率は、市街地の全パス路線
(約1る000系稀充) のうち、バス利用促進のための道路整備が実
施されているパス路線系、続数の占める割合である。

図 ジ　メイ

ち
、
バ
ス
連
行
本
数
が
多
く
、
か
つ
表
定
速
度
が
著

し
く
低
位
に
あ
る
区
間
を
中
心
に
約
二
、
0
0
0
系

統
の
バ
ス
路
線
に
お
い
て
バ
ス
利
用
促
進
の
た
め
の

道
路
整
備
を
重
点
的
に
推
進
す
る

(表
6
)。

こ
の
ほ
か
、
地
域
の
幹
線
道
路
の
う
ち
、
路
線
バ

ス
の
す
れ
違
い
が
困
難
な
区
間
に
つ
い
て
長
期
構
想

に
お
い
て
解
消
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
五
箇
年
計
画

で
は
約
=

、
0
0
0
皿
を
整
備
す
る
。

③

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
及
び
新
交
通
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
整
備

都
市
に
お
け
る
道
路
交
通
混
雑
を
解
消
し
、
公
共

交
通
機
関
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推
進
し
て
き

て
お
り
、
現
在
ま
で
に
八
路
線
、
五
六
如
を
供
用
し
、

約
二
五
万
人
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
及
び
新
交
通
シ
ス
テ

ム
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
方

都
市
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
整
備
に
資
す
る
ガ
イ

ド
ウ

ェ
イ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
普
及
、
導
入
を
進
め
る
。

長
期
構
想
に
お
い
て
は
都
市
の
骨
格
と
な
る
主
要

な
路
線
、
環
状
交
通
を
支
え
る
路
線
、
拠
点
開
発
を

支
援
す
る
路
線
な
ど
を
中
心
に
整
備
を
行
い
使
用
延

長
を
約
四
〇
路
線
、
約
五
〇
〇
如
と
す
る
。

五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
大
規
模
開
発
地
区
へ
の

ア
ク
セ
ス
路
線
及
び
大
都
市
に
お
け
る
環
状
方
向
の

路
線
を
重
点
的
に
整
備
を
進
め
約
六
〇
如
に
つ
い
て

供
用
を
図
る
。

④

駅
前
広
場
な
ど
交
通
結
節
点
の
整
備

鉄
道
と
道
路
交
通
の
円
滑
な
乗
り
継
ぎ
を
図
り
、

公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
駅

前
広
場
の
整
備
を
推
進
し
て
き
て
お
り
、
現
在
ま
で

に
約
一
、
三
〇
〇
カ
所
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

乗
降
客
約
一
、
○
○
○
万
人
の
利
便
性
の
向
上
及
び

都
市
の
交
通
拠
点
の
形
成
が
図
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
、
駅
前
広
場
な
ど
の
交
通
結
節
点
の
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
一
定
距
離
以
上
離
れ
て
い

る
公
共
交
通
機
関
相
互
の
円
滑
な
乗
り
継
ぎ
の
た
め
、

動
く
歩
道
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
歩
行
支
援
施

設
の
整
備
を
図
る
。

長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
乗
降
客
数
が
多
く
、
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
の
確
保
が
必
要
な

駅
前
広
場
な
ど
を
中
心
に
約
二
、
○
○
0
カ
所
の
整

備
を
行
い
、
全
国
の
駅
前
広
場
を
概
成
さ
せ
る
。

五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
大
都
市
に
お
け
る
公

共
交
通
機
関
の
利
便
性
向
上
、
地
方
都
市
な
ど
に
お

け
る
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め
、
乗
降
客
数

一
万

人
/
日
以
上
の
駅
、
地
方
都
市
の
核
と
な
る
駅
を
中

心
に
約
二
五
〇
カ
所
の
駅
前
広
場
な
ど
を
整
備
す
る

(表
7
)。

③

駐
車
対
策
の
推
進

路
上
駐
車
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
交
通
渋
滞
の
解

消
や
交
通
事
故
の
防
止
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を



図
る
た
め
、
道
路
地
下
空
間
な
ど
の
活
用
、
官
民
共

同
整
備
な
ど
に
よ
り
、
自
動
車
駐
車
場
の
整
備
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
荷
捌
き
に
よ
る
短
時
間
の
駐
車
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
荷
捌
き
施
設
な
ど
の
整
備
に

着
手
す
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
へ
の
自
動
車
交

通
需
要
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ

ド
駐
車
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。
長
期
構
想
に
お
い

て
は
、
市
街
地
に
お
け
る
路
上
駐
車
を
お
お
む
ね
解

消
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
五
箇
年
計
画
で
は
、
路
上

駐
車
の
著
し
い
都
心
の
商
業
業
務
地
区
を
中
心
と
し

て
、
自
動
車
駐
車
場
一
五
万
台
を
設
備
す
る
。

ま
た
、
既
存
の
駐
車
場
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
利
用
を

促
進
し
、
路
上
駐
車
や
う
ろ
つ
き
交
通
の
解
消
、
利

! 4年度末 - 9年度末 -長期憾想目標
駅煎広場等蛭獺率 - 36% l 41% l 約8割
駅前広場等とは駅前広燭と交通広燭をあわせたものである。
駅前広場等藝餓率とは,おおむね乗降客5,0園人/日以上であ
る駅前広場等の箇所数 (3,700ヵ所)に対する整備着箇所数の割
合である。

沈
み

8

滓

表

4年度末 l 9年度末 長期鱒知日編
致
痒
曄

台
足
パ

鰐
騙
勧

齦
騨
溌

撥
塚
ゆ
瞼
鰯
纜
雛
鷄

市
中
畦

殆
聯
鰕
糊
約

殆
翳
雛

則
約
約 鰔

縦
親
鱗
澁
沈
澁
捗
捗

1.路上畦草合致は,ピーク時の用間鑪である。
2.駐牀蝸充足率は,一斂公共の用に供する拌椒燭の稲要寵に対する供給母の割合である.3.駐車場案内システムとは,駐車拗の位匿や溝空状況をどの傍観をドライバ-に提供す
るシステムであり,カノ:-率は鴦おもね人口10万′、以上の餐市圏の難事甥利用者の多
い都心部筍300カ所に対ナう副合である。

表

用
者
の
利
便
性
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、
駐
車
場
案

内
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推
進
す
る
。
長
期
構
想
に
お

い
て
は
、
お
お
む
ね
人
ロ
一
〇
万
人
以
上
の
都
市
圏

を
対
象
と
し
、
五
箇
年
計
画
で
は
、
駐
車
場
整
備
地

区
な
ど
整
備
優
先
度
の
高
い
地
区
を
中
心
に
、
五
六

カ
所
で
導
入
を
図
る

(表
8
)
。

㈱

情
報
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

道
路
利
用
者
の
多
様
化
･
高
度
化
す
る
情
報
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
を
実
現
す
る

た
め
に
、
わ
か
り
や
す
い
道
路
案
内
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

な
ど
に
よ
る
道
路
交
通
情
報
提
供
の
一
層
の
充
実
を

図
る
。
①

℃
○
国
Z
一
周
刃
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

標
識
B
O
X
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
道
路
利
用
者

の
意
見
を
反
映
し
た
道
路
標
識
の
充
実
に
努
め
る
。

さ
ら
に
路
線
番
号
･
標
識
･
キ
ロ
ポ
ス
ト
･
地
図
の

連
動
化
に
よ
り
、
わ
か
り
や
す
い
道
路
案
内
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
図
る
た
め
、
以
下
の
施
策
を
推
進
す
る
。

交
差
す
る
道
路
の
路
線
番
号
を
表
示
す
る
案
内
標

識
を
、
小
型
の
案
内
標
識
も
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り

適
切
に
整
備
す
る
。
ま
た
、
ル
ー
ト
や
現
在
位
置
を

示
す
、
道
路
利
用
者
に
も
分
か
り
や
す
い
キ
ロ
ポ
ス

ト
を
幹
線
道
路
に
設
置
す
る
。
長
期
構
想
に
お
い
て

は
、
都
道
府
県
道
以
上
が
相
互
に
交
わ
る
交
差
点
の

案
内
標
識
を
概
成
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
五
箇
年
計
画

で
は
、
交
差
点
案
内
標
識
整
備
率
を
五
二
%
に
す
る

と
と
も
に
、
キ
ロ
ポ
ス
ト
を
一
般
国
道
指
定
区
間
に

お
い
て
概
成
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
高
規
格
幹
線
道
路

の
通
称
番
号
の
設
定
、
都
道
府
県
道
以
上
の
幹
線
道

路
へ
の
体
系
的
な
路
線
番
号
の
設
定
、
路
線
番
号
や

キ
ロ
ポ
ス
ト
の
整
備
な
ど
に
対
応
し
た
地
図
の
作
成

を
推
進
す
る
。

せ
0
二
ワ
｢、国′団
幻
灯
肥
○
の
…{]
○
ロ
ーロ
熊
m
b
Q
O
H
榊①
□
[田
口
ロ
囚

]□
喩O
N
ロ
一難
富
o
b
黙O
N
臼
ぜ
D
重
団
0
①
□
力
ひ
こ
什の
･

②

道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実

I
T
V
･
気
象
観
測
装
置
･
災
害
検
地
装
置
な
ど

の
情
報
収
集
装
置
、
道
路
情
報
板
や
路
側
通
信
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
情
報
提
供
装
置
の
整
備
を
推
進
し
、
的

確
な
情
報
提
供
を
図
る
。
特
に
高
速
道
路
な
ど
に
お

い
て
は
、
交
通
量
測
定
器
や
図
形
情
報
板
な
ど
の
重

点
設
備
を
行
い
、
道
路
利
用
者
の
高
度
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
整
備
を
図
る
。
ま
た
、
高
速
自
動
車

国
道
、
都
市
高
速
道
路
、
一
般
国
道
指
定
区
間
な
ど

の
幹
線
道
路
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
、

よ
り
高
度
な
道
路
管
理
･
情
報
提
供
と
道
路
機
能
の

多
面
的
展
開
を
図
る

(図
4
)。

さ
ら
に
、
道
路
交
通
情
報
な
ど
多
様
な
情
報
の
効

果
的
な
提
供
が
可
能
な
路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
を
実

用
化
す
る
。
長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
主
要
地
方
道

以
上
の
道
路
に
お
い
て
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
、
五

箇
年
計
画
で
は
、
高
速
自
動
車
道
、
都
市
高
速
道
路
、
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一
般
国
道
指
定
区
間
に
お
い
て
整
備
を
概
成
す
る
。

③

路
上
工
事
の
適
切
な
実
施

道
路
の
維
持
修
繕
工
事
や
上
下
水
道
、
ガ
ス
、
電

気
、
電
話
な
ど
の
公
益
物
件
の
占
用
工
事
な
ど
の
路

上
工
事
は
、
交
通
渋
滞
を
招
く
な
ど
円
滑
な
道
路
交

通
を
阻
害
す
る
こ
と
が
多
い
。
可
能
な
限
り
路
上
工

事
に
よ
る
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
そ
の
縮
減
に
努

め
、
特
に
大
都
市
部
な
ど
に
お
い
て
は
、
現
在
の
路

~〆
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上
工
事
件
数
を
長
期
構
想
に
お
い
て
は
半
減
す
る
こ

と
と
し
、
以
下
の
施
策
を
講
ず
る
。

道
路
の
維
持
修
繕
に
あ
た
り
、
工
法
並
び
に
材
料

の
開
発
な
ど
に
よ
り
工
事
期
間
の
短
縮
を
図
る
と
と

も
に
、
舗
装
や
構
造
物
な
ど
の
耐
久
性
の
向
上
を
図

る
ほ
か
、
路
線
集
中
工
事
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
公
益
物
件
を
集
約
し
て
道
路
の
地
下
に
収

容
す
る
共
同
溝
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
、
長
期図 4 路草間情報システム

構
想
に
お
い
て
は
県
庁
所
在
都
市
及
び
地
方
の
中
核

都
市
な
ど
お
お
む
ね
八
○
都
市
の
幹
線
道
路
に
お
い

て
約
一
、
一
四
〇
如
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
占

用
工
事
の
削
減
を
図
る
。

さ
ら
に
、
道
路
管
理
者
と
占
用
者
と
の
緊
密
な
調

整
の
も
と
に
、
共
同
施
工
や
集
中
工
事
を
行
う
ほ
か
、

占
用
工
事
の
工
事
量
や
工
事
期
間
の
縮
減
を
図
る
た

め
の
工
法
や
制
度
な
ど
総
合
的
な
施
策
の
検
討
を
進

め
る
。

こ
の
ほ
か
、
路
上
工
事
に
関
す
る
情
報
を
道
路
利

用
者
に
適
時
適
切
に
提
供
す
る
。

㈱

物
流
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化

多
様
化
･
高
度
化
す
る
物
流
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ

つ
、
道
路
交
通
混
雑
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
･
環
境
問
題
な

ど
の
交
通
問
題
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
労
働
力

不
足
、
物
流
コ
ス
ト
増
大
な
ど
の
産
業
課
題
を
解
決

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
特
性
、
時
間

特
性
、
交
通
特
性
に
応
じ
た
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
を

進
め
る
中
で
物
流
効
率
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
高
規

格
幹
線
道
路
と
空
港
･
港
湾
な
ど
へ
の
連
携
を
強
化

し
広
域
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

広
域
物
流
拠
点
な
ど
の
基
盤
整
備
、
高
度
な
道
路
交

通
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
自
動
車
交
通
を
代
替
す

る
新
た
な
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
総
合
的
な
物

流
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
を
推
進
す
る

(図
5
)。

①

道
路
と
広
域
物
流
拠
点
の
一
体
整
備



地
域
の
道
路
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
な

ど
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
立
地
す
る
広
域
物
流
拠
点
の
一
体
的
整

備
を
推
進
す
る
。
長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
三
大
都

市
圏
及
び
地
方
中
核
都
市
な
ど
を
重
点
に
全
国
約
七

〇
カ
所
の
広
域
物
流
拠
点
と
高
規
格
幹
線
道
路
な
ど

の
一
体
的
整
備
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
、
五
箇
年

計
画
期
間
内
に
お
い
て
は
、
新
た
な
整
備
手
法
を
確
立

し
三
大
都
市
圏
な
ど
物
流
施
設
立
地
ニ
ー
ズ
の
高
い

地
域
を
中
心
と
し
て
一
〇
カ
所
の
事
業
に
着
手
す
る
。

②

新
物
流
シ
ス
テ
ム
の
研
究
･
開
発
の
促
進

道
路
、
空
間
を
人
に
優
し
い
豊
か
な
空
間
と
し
て

活
用
し
て
い
く
た
め
、
地
下
空
間
、
高
速
道
路
空
間

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
物
流
の
た
め
の
専
用
空

間
を
確
保
し
、
自
動
車
の
特
性
を
生
か
し
た
自
動
車

交
通
を
代
替
す
る
新
た
な
物
流
シ
ス
テ
ム
の
研
究
･

開
発
を
推
進
す
る
。
長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
東
京

で
現
在
の
地
下
鉄
の
半
分
強
、
名
古
屋
、
大
阪
に
お

い
て
は
現
在
の
地
下
鉄
並
の
密
度
で
都
市
内
新
物
流

シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
ま
た
、
東
京
ー
大

阪
間
に
お
い
て
は
優
先
度
の
高
い
区
間
で
都
市
間
新

物
流
シ
ス
テ
ム
を
概
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
五

箇
年
計
画
で
は
官
民
共
同
推
進
体
制
の
下
、
実
験
線

の
建
設
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

の

国
際
化
に
対
応
し
た
道
路
整
備

増
大
し
て
い
る
国
際
輸
送
に
対
応
し
て
、
旅
客
の

出
入
国
、
国
際
貨
物
の
輸
送
の
拠
点
と
な
る
空
港
･

港
湾
と
高
規
格
幹
線
道
路
網
と
の
連
絡
強
化
を
図
る

た
め
、
長
期
的
に
は
す
べ
て
の
国
際
空
港
･
港
湾
と

高
規
格
道
路
網
と
を
規
格
の
高
い
道
路
で
連
絡
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
五
箇
年
計
画
で
は
、
福
岡
空
港
な

ど
の
空
港
･
港
湾
の
連
絡
道
路
に
つ
い
て
整
備
を
行

、̂
′℃

都市内の各種物流施設

外
国
人
に
対
す
る
道
路
案
内
、
道
路
交
通
情
報
提

供
を
充
実
す
る
た
め
、
標
識
の
ロ
ー
マ
字
併
記
、
路

線
番
号
や
キ
ロ
ポ
ス
ト
な
ど
の
わ
か
り
や
す
い
道
路

案
内
シ
ス
テ
ム
、
外
国
語
に
よ
る
道
路
交
通
情
報
の

提
供
を
行
う
。

開
発
途
上
国
の
道
路
計
画
･
建
設
や
日
本
を
含
む

ア
ジ
ア
地
域
の
国
際
交
通
の
基
盤
で
あ
る
ア
ジ
ア
･

ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
対
す

る
技
術
協
力
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
。
ま
た
、
欧
米
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諸
国
と
の
技
術
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
四
年

め
る
。

度
に
調
印
し
た

｢日
米
･
道
路
技
術
に
関
す
る
協
力

渋
滞
し
て
い
る
道
路
は
一
般
的
に
事
故
率
も
高
い

実
施
取
り
決
め
｣
に
基
づ
く
、
道
路
技
術
情
報
の
交

換
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
欧
州
に
つ
い
て
も
道
路

技
術
に
関
す
る
取
り
決
め
な
ど
を
行
い
積
極
的
な
交

流
を
行
う
。

さ
ら
に
、
道
路
と
自
動
車
の
高
度
シ
ス
テ
ム
な
ど

に
関
す
る
国
際
基
準
制
定
の
働
き
に
対
応
す
る
。

口

く
ら
し
の
安
全
性
向
上
の
た
め
の
道
路
整
備
の

推
進
0

交
通
安
全
対
策
の
推
進

長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
交
通
事
故
死
者
数

(平

成
三
年
ニ

ー
、
一
〇
五
人
)
の
半
減
を
目
指
し
、

五
箇
年
計
画
中
に
は
年
間
一
万
人
を
下
回
る
こ
と
を

目
標
に
、
抜
本
的
対
策
と
し
て
、
一
般
道
路
に
比
べ

て
安
全
性
の
高
い
高
速
自
動
車
国
道
な
ど
の
高
規
格

幹
線
道
路
や
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
な
ど
の
幹
線
道

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
高
速
自
動
車
国
道
な
ど
の
安
全
性
を
な

お
一
層
高
め
る
た
め
、
交
通
安
全
施
設
な
ど
の
整
備
、

的
確
な
道
路
情
報
の
提
供
、
渋
滞
区
間
の
改
良
な
ど

を
推
進
す
る
。

ま
た
、
交
通
事
故
の
科
学
的
な
調
査
分
析
に
基
づ

き
、
交
差
点
の
改
良
、
道
路
照
明
の
設
置
な
ど
交
通

安
全
事
業
な
ど
に
よ
る
事
故
多
発
箇
所
の
改
良
を
進

こ
と
か
ら
、
交
差
点
の
立
体
化
や
改
良
、
渋
滞
区
間

の
拡
幅
、
道
路
情
報
の
提
供
な
ど
に
よ
り
渋
滞
の
解

消
を
進
め
、
交
通
事
故
の
削
減
を
図
る
。

さ
ら
に
、
運
転
者
へ
の
事
故
警
告
や
車
の
自
動
制

動
、
自
動
操
舵
な
ど
を
行
う
道
路
と
自
動
車
が
一
体

と
な
っ
た
道
路
安
全
シ
ス
テ
ム
を
含
む

｢次
世
代
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
｣
の
開
発
を
図
る
。

①

交
通
安
全
施
設
な
ど
の
整
備

歩
行
者
･
自
転
車
の
安
全
対
策
と
し
て
、
長
期
的

に
は
、
市
街
地
や
住
宅
地
な
ど
の
二
車
線
以
上
の
道

路
及
び
幹
線
道
路
で
歩
行
者
が
通
行
す
る
区
間
約
二

六
万
如
に
つ
い
て
歩
道
の
設
置
を
概
成
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
、
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
約
二
六
、

○
○
○
如
の
道
路
に
つ
い
て
歩
道
を
設
置
し
、
平
成

九
年
度
末
ま
で
に
歩
道
の
設
置
率
を
四
六
%
か
ら
五

六
%
に
高
め
る
。

ま
た
、
住
宅
地
や
商
店
街
な
ど
の
生
活
エ
リ
ア
に

お
い
て
、
｢路
地
の
復
権
事
業
｣
な
ど
適
切
な
交
通

規
制
と
連
携
し
て
歩
行
者
専
用
道
路
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
道
路
、
ハ
ン
プ
な
ど
の
整
備
を
推
進
し
、
通
過

交
通
の
排
除
に
よ
る
歩
行
者
、
自
動
車
の
安
全
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
良
好
な
生
活
環
境
を
確

保
す
る
。

さ
ら
に
、
近
年
急
増
し
て
い
る
自
動
車
乗
車
中
の

事
故
死
者
及
び
多
発
す
る
夜
間
事
故
の
減
少
を
図
る

た
め
、
事
故
多
発
箇
所
な
ど
に
お
け
る
改
良
や
道
路

照
明
の
設
置
な
ど
を
推
進
す
る
。

②

踏
切
道
の
改
良

踏
切
事
故
防
止
の
た
め
、
長
期
的
に
は
、
一
般
国

道
に
係
わ
る
踏
切
道
に
つ
い
て
は
す
べ
て
立
体
交
差

化
し
、
都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
に
係
わ
る
踏
切

道
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
交
通
が
遮
断
さ
れ
る
量
が

多
い

(踏
切
交
通
遮
断
量
二
、
0
0
0
台
時
/
日
以

上
)
な
ど
の
踏
切
道
を
立
体
交
差
化
す
る
。

こ
の
う
ち
、
五
箇
年
計
画
で
は
、
踏
切
交
通
遮
断

量
が
一
0
、
0
0
0
台
時
/
日
以
上
の
踏
切
道
を
重

点
に
約
七
四
〇
カ
所
の
整
備
を
行
う
。

ま
た
、
踏
切
事
故
防
止
の
た
め
改
良
が
必
要
な
踏

切
道
に
つ
い
て
構
造
改
良
を
行
う
も
の
と
し
、
五
箇

年
計
画
で
は
、
踏
切
道
の
幅
員
が
接
続
す
る
道
路
.の

幅
員
よ
り
狭
い
も
の
を
重
点
に
約
八
四
〇
カ
所
の
整

備
を
行
う
。

(注
)
踏
切
交
通
交
通
遮
断
量
と
は
、
当
該
踏
切
道

に
お
け
る
一
日
当
た
り
自
動
車
量
に
一
日
当
た

り
踏
切
遮
断
時
間
を
乗
じ
た
値
。

②

高
齢
者
な
ど
の
た
め
の
道
路
整
備

高
齢
者
や
身
障
者
、
児
童
な
ど
が
、
安
心
し
て
日

常
生
活
を
遅
れ
る
よ
う
、
幅
の
広
い
歩
道
、
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
･
デ
ッ
キ
、
で
き
る
だ
け
緩
や
か
な
ス

ロ
ー
プ
や
昇
降
装
置
を
付
加
し
た
立
体
横
断
施
設
な
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ど
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
近
年
の
高
齢
者
の
増

加
な
ど
に
も
対
応
し
て
、休
憩
施
設
や
付
加
車
線
(ゆ

ず
り
あ
い
車
線
)
な
ど
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
児
童
な
ど
の
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
通
学
路
な
ど
に
お
い
て
幅
の
広
い
歩
道
な
ど
の

整
備
を
推
進
す
る
。

①

幅
の
広
い
歩
道
な
ど
の
整
備

高
齢
者
や
身
障
者
、
児
童
な
ど
が
安
心
し
て
通
行

で
き
る
よ
う
、
長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
市
街
地
や

住
宅
地
な
ど
の
二
車
線
以
上
の
道
路
及
び
幹
線
道
路

で
歩
行
者
が
通
行
す
る
区
間
約
二
六
万
如
の
う
ち
、

歩
行
者
の
通
行
が
多
い
区
間
か
ら
幅
の
広
い
歩
道

表

l 4年度末I 9年度未 撫纈目標
幅の広し、歩道などの設置率

事 2% i 15 % l 緻割
注) 1. 幅の広い歩道等の設置率とは、市街地や住宅地などの

2車線以上の道路および幹線道路で歩行者が通行する区

間約26万kmに対する、幅の広い歩道等 (幅員おおむね

3 m 以上) の設置された道路延長の割合である。

(幅
員
お
お
む
ね
三
m
以
上
)
の
設
置
を
進
め
る
。

五
箇
年
計
画
で
は
約
九
、
五
〇
〇
畑
の
道
路
に
つ
い

て
幅
の
広
い
歩
道
な
ど
を
整
備
し
、
平
成
九
年
度
末

ま
で
に
幅
の
広
い
歩
道
の
設
置
率
を
現
況
の
三
一か

ら
一
五
%
に
高
め
る

(表
9
)。

③

地
域
の
生
活
を
支
え
る
信
頼
性
の
高
い
道
路
網

の
整
備

道
路
の
利
用
が
国
民
の
く
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
面
を

支
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
で
も
安
全

･
確
実
に

利
用
で
き
る
信
頼
性
の
高
い
道
路
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
利
用
で

き
る
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推

進
す
る
。

①

安
全
で
信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備

豪
雨
や
地
震
な
ど
に
対
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
安
全
性
･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
従
来
か

ら
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き

所
要
の
対
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
。

五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
平
成
二
年
度
防
災
点

検
に
基
づ
き
、
緊
急
性
の
高
い
個
所
か
ら
逐
次
計
画

的
に
防
災
対
策
を
実
施
し
、
要
対
策
個
所
の
対
策
を

概
成
す
る
。ま
た
、生
活
の
基
幹
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
お
い
て
は
、
災
害
の
発
生
そ
の
も
の
を
抑
制
す

る
工
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
事
前
通
行
規
制
区

間
の
解
消
を
図
る
。

ま
た
、
震
災
対
策
と
し
て
平
成
三
年
度
震
災
点
検

に
よ
る
橋
梁
、
共
同
溝
な
ど
の
要
対
策
個
所
の
う
ち
、

緊
急
度
の
高
い
個
所
か
ら
順
次
計
画
的
に
対
策
を
実

施
し
、
要
対
策
個
所
の
対
策
を
概
成
す
る
。
ま
た
、

道
路
施
設
外
の
関
連
施
設
に
対
す
る
点
検
に
基
づ
き
、

地
震
時
の
道
路
の
安
全
対
策
を
推
進
す
る
。

②

都
市
の
安
全
性
を
確
保
す
る
避
難
路
な
ど
の

整
備

都
市
生
活
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
三
大

都
市
圏
及
び
東
海
地
域
な
ど
の
主
要
都
市
の
密
集
市

街
地
に
お
い
て
、
大
震
火
災
時
に
住
民
が
歩
い
て
安

全
に
広
域
避
難
地
に
到
達
で
き
る
よ
う
、
避
難
路
を

長
期
的
に
約
五
〇
〇
如
整
備
す
る
。

五
箇
年
計
画
で
は
、
特
に
対
策
が
急
が
れ
る
強
化

地
域
の
避
難
路
に
つ
い
て
は
、
整
備
を
完
了
し
、
そ

の
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
三
大
都
市
圏
を
重
点
に
整

備
し
、
あ
わ
せ
て
約
七
九
畑
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
避
難
地
、
補
助
避
難
路
の
整
備
を
推
進
す

る
た
め
、
防
災
区
画
整
理
･
防
災
再
開
発
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
、
長
期
構
想
で
は
、
三
一〇
姉
を
整
備

す
る
。
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
木
造
家
屋
が
密

集
し
た
地
域
を
重
点
に
約
一
三
燈
を
整
備
す
る
。

③

消
防
活
動
困
難
区
域
の
解
消

長
期
構
想
で
は
、
三
大
都
市
圏
、
県
庁
所
在
地
都

市
な
ど
を
中
心
に
道
路
が
未
整
備
の
た
め
消
防
活
動

が
困
難
な
区
域
の
解
消
を
図
る
こ
と
と
し
、
五
箇
年
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計
画
で
は
、
三
大
都
市
圏
の
密
集
市
街
地
を
重
点
に

約
四
六
知
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
約
二
三
姉
の

消
防
活
動
困
難
区
域
の
解
消
を
図
る
。

④

雪
国
の
振
興
の
た
め
の
冬
期
道
路
交
通
対
策

雪
国
に
お
け
る
生
活
の
安
定
を
確
保
し
、
地
域
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
に
広
く
諸
活
動
の
場

を
提
供
す
る
た
め
、
雪
国
社
会
の
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
冬
期
道
路
交

通
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
第
鞘
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交

通
確
保
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
雪
寒
施
策
の
拡
充

強
化
を
図
る
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
国
道
か
ら
市

町
村
道
に
い
た
る
道
路
網
に
お
い
て
よ
り
効
果
的
な

対
策
を
行
う
た
め
、
新
た
に
地
方
単
独
事
業
を
含
め

た
総
合
的
な
計
画
と
し
て
策
定
す
る
。

③

道
路
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供

日
々
の
生
活
や
社
会
経
済
活
動
は
、
道
路
サ
ー
ビ

ス
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
社
会
活

動
の
二
四
時
間
化
や
高
速
情
報
化
の
進
展
、
個
性
的

な
地
域
づ
く
り
を
求
め
る
働
き
な
ど
に
伴
い
道
路
に

求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
よ
り
多
様
化
、
高
度
化
し

て
い
る
。
今
後
と
も
豊
か
な
生
活
と
経
済
活
動
を
支

え
て
い
く
た
め
に
よ
り
安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
を

常
に
確
保
で
き
る
よ
う
道
路
管
理
の
充
実
と
舗
装
、

橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
適
切
な
保

全
に
努
め
、
道
路
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
を
図

る
↓。①

よ
り
快
適
な
自
動
車
走
行
の
確
保

(路
面
の

維
持
管
理
の
充
実
)

交
通
量
の
増
大
に
伴
い
修
繕
を
必
要
と
す
る
舗
装

路
面
は
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
よ
り
快
適
で
円
滑
な
自

動
車
走
行
を
確
保
で
き
る
よ
う
路
面
の
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
る
。
現
在
、
都
道
府
県
以
上
の
道
路
の

う
ち
路
面
の
凹
凸
や
ひ
び
わ
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

快
適
に
走
る
こ
と
が
で
き
る
延
長
は
全
延
長
の
約
三

割
あ
る
が
、
長
期
構
想
に
お
い
て
は
約
七
割
の
区
間

で
快
適
に
走
行
で
き
る
よ
う
維
持
修
繕
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
平
成
九
年
度
末
に
は
約
四
割
と
す
る
。

さ
ら
に
、
市
街
地
な
ど
に
お
い
て
長
期
的
に
は
工

事
件
数
の
削
減
が
図
れ
る
よ
う
耐
久
性
の
高
い
舗
装

に
す
る
ほ
か
、
雨
の
日
で
も
快
適
な
走
行
が
で
き
る

よ
う
排
水
性
の
高
い
舗
装
を
実
施
す
る
な
ど
機
能
の

よ
り
高
い
舗
装
の
実
施
に
努
め
る
。

②

橋
梁
の
修
繕
と
老
朽
橋
の
架
替
の
充
実

現
在
、
橋
長
一
五
m
以
上
の
橋
梁
は
全
国
で
約
一

一
八
、
四
〇
〇
橋
あ
り
、
そ
の
約
半
数
は
架
設
後
二

五
年
経
過
し
修
繕
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
橋
梁
点
検
な
ど
に
基
づ
き
特
に
早
急
に
修
繕
が

必
要
な
橋
梁
に
つ
い
て
、
五
箇
年
計
画
で
は
約
八
、

五
〇
〇
橋
の
修
繕
を
行
う
。

ま
た
、
架
設
後
五
〇
年
を
超
え
る
老
朽
橋
は
今
後

増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
こ
れ
ら
の
更
新
(架
替
)

が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
五
箇
年
計
画
で
は
こ
れ
ら

の
老
朽
橋
の
う
ち
損
傷
度
合
い
の
高
い
橋
梁
や
、
拡

幅
な
ど
の
機
能
向
上
を
図
る
必
要
の
あ
る
橋
梁
の
う

ち
早
急
に
対
応
が
必
要
な
約
三
、
五
〇
〇
橋
に
つ
い

て
架
替
を
推
進
す
る
。

な
お
、
橋
梁
耐
荷
力
総
点
検
を
実
施
し
、
対
策
が

必
要
な
橋
梁
に
つ
い
て
修
繕
あ
る
い
は
架
替
な
ど
適

切
な
対
策
を
実
施
す
る
。

③

ト
ン
ネ
ル
の
修
繕
と
設
備
の
更
新

現
在
、
ト
ン
ネ
ル
は
全
国
で
六
、
二
〇
〇
カ
所
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
二
五
年
以
上
経
過
し
た
も
の
は
全

体
の
約
四
割
を
占
め
る
。

こ
の
う
ち
特
に
漏
水
個
所
や
換
気
施
設
･
非
常
用

施
設
な
ど
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
必
要
な
修
繕
や
更
新
を
推
進
す
る
も
の
と
し
、
五

箇
年
計
画
で
は
約
二
〇
〇
カ
所
に
つ
い
て
対
応
す
る
。

④

よ
り
効
率
的
な
道
路
管
理
の
充
実

今
後
増
大
す
る
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
合
理
的
･
効
率

的
な
管
理
を
行
う
た
め
、
必
要
な
技
術
開
発
や
そ
の

活
用
を
図
る
。

幹
線
道
路
に
お
い
て
は
、
道
路
構
造
物
の
諸
元
、

損
傷
状
況
、
修
繕
履
歴
な
ど
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
の

完
成
を
図
り
、
そ
の
活
用
に
よ
り
維
持
管
理
業
務
の

よ
り
一
層
の
効
率
化
を
図
る
。

本
格
的
な
修
繕
･
更
新
の
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た



り
、
極
力
維
持
的
な
経
費
の
軽
減
が
図
れ
る
よ
う
、

材
料
や
構
造
、
工
法
な
ど
の
技
術
開
発
を
進
め
る
。

ま
た
、
同
時
期
に
大
規
模
な
修
繕
･
更
新
が
必
要
と

な
る
連
続
し
た
高
架
橋
な
ど
に
つ
い
て
の
修
繕
や
更

新
の
工
法
な
ど
に
技
術
開
発
を
進
め
る
。

⑤

道
路
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

住
民
か
ら
の
道
路
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
相
談

な
ど
に
対
し
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
道
路
管
理
者
や
道
路
整
備
に
資
す
る
た
め
、

道
路
に
関
す
る
相
談
な
ど
の
総
合
的
な
窓
ロ

(道
路

一
一
〇
番
)
を
設
置
す
る
な
ど
、
道
路
利
用
者
か
ら

の
意
見
収
集
に
努
め
る
。

さ
ら
に
社
会
活
動
の
二
四
時
間
化
な
ど
に
対
応
し
、

夜
間
の
走
行
安
全
性
の
向
上
な
ど
を
図
る
観
点
か
ら

主
要
な
道
路
に
つ
い
て
二
四
時
間
の
管
理
体
制
に
よ

る
情
報
提
供
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
道
路
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

m

く
ら
し
の
快
適
性
向
上
の
た
め
の
道
路
整
備
の

推
進
○

歩
行
者
･
自
転
車
の
た
め
の
空
間
整
備

歩
行
者
･
自
転
車
の
復
権
を
目
指
し
、
歩
行
者
及

び
自
転
車
の
動
線
に
即
し
た
歩
道
、
自
転
車
道
ネ
ッ

ト
ワ
!
ク
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
長
期
的
に

歩
道
な
ど
の
必
要
な
道
路
約
二
六
万
蝿
に
つ
い
て
地

域
ご
と
に
歩
道
網
整
備
計
画
を
策
定
し
、
幅
の
広
い

歩
道
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
、
ス
ロ
ー
プ
や
昇
降
装

置
を
つ
け
た
立
体
横
断
施
設
な
ど
の
整
備
を
推
進
す

る
↓。ま
た
、
よ
り
歩
き
や
す
い
歩
道
の
整
備
の
た
め
、

透
水
性
舗
装
や
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
の
歩
道
舗
装
を
行

う
と
と
も
に
、
公
園
や
河
川
な
ど
公
土
翁
エ間
の
活
用
、

建
築
物
内
通
路
や
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
と
の
連
携
な
ど
に

よ
り
歩
道
な
ど
の
整
備
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
都
市
に
お
け
る
交
通
手
段
と
し
て
の
自

転
車
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
自
転
車
道
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
道
路
上
の
放
置
自
転
車
を
排
除

し
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
自

転
車
駐
車
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。

①

幅
の
広
い
歩
道
な
ど
の
整
備

歩
行
者
、
自
転
車
の
安
全
で
快
適
な
通
行
を
確
保

す
る
た
め
、
長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
市
街
地
や
住

宅
地
な
ど
の
二
車
線
以
上
の
道
路
及
び
幹
線
道
路
で

歩
行
者
が
通
行
す
る
区
間
約
二
六
万
如
の
う
ち
、
歩

行
者
の
通
行
が
多
い
区
間
か
ら
幅
の
広
い
歩
道
と
な

る
よ
う
整
備
を
進
め
る
。

②

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
な
ど
の
整
備

通
過
交
通
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
、

自
転
車
の
安
全
で
快
適
な
通
行
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
交
通
結
節
点
や
拠
点
開
発
地
区
の
周
辺
な

ど
、
歩
行
者
の
通
行
が
多
い
個
所
に
お
い
て
、
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
･
デ
ッ
キ
や
地
下
歩
道
な
ど
に
よ
る
立

体
的
な
歩
行
空
間
及
び
歩
行
者
専
用
道
路
な
ど
の
整

備
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
自
転
車
交
通
の
安
全
を
確
保
し
,
併
せ

て
国
民
の
心
身
の
健
全
の
発
達
に
資
す
る
た
め
、
大

規
模
自
転
車
道
の
整
備
を
推
進
す
る
。

③

人
に
や
さ
し
い
歩
道
舗
装

雨
の
日
で
も
歩
き
や
す
く
、
ま
た
、
歩
き
た
く
な

る
よ
う
な
、
人
に
や
さ
し
い
歩
道
と
す
る
た
め
、
透

水
性
舗
装
や
カ
ラ
ー
舗
装
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
。

長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
商
業
系
地
域
内
の
お
お
む

ね
す
べ
て
の
歩
道
舗
装
を
質
の
高
い
も
の
と
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
、
平
成
九
年
度
末
に
は
約
三
○
%
と

す
る
。
④

自
転
車
駐
車
場
の
整
備

自
転
車
の
適
正
な
利
用
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
つ
つ
、

自
転
車
駐
車
場
に
関
す
る
附
置
義
務
条
例
や
自
転
車

放
置
禁
止
条
例
の
制
定
と
併
せ
な
が
ら
、
通
勤
通
学
、

買
物
な
ど
に
よ
る
放
置
自
転
車
の
解
消
を
図
り
、
安

全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
自
転

車
駐
車
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。

特
に
三
大
都
市
圏
な
ど
の
駅
周
辺
に
お
い
て
は
、

長
期
構
想
で
は
、
放
置
自
転
車
を
お
お
む
ね
解
消
す

る
こ
と
と
し
、
五
箇
年
計
画
で
は
、
自
転
車
の
大
量

放
置
に
よ
り
歩
行
者
や
緊
急
自
動
車
の
安
全
な
通
行
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に
支
障
の
あ
る
個
所
を
重
点
に
整
備
を
行
い
、
二
〇

0
0
年
に
お
い
て
民
間
に
よ
る
整
備
と
併
せ
て
放
置

自
転
車
を
半
減
す
る
。

②

沿
道
と
連
携
し
た
景
観
整
備
と

｢た
ま
り
｣
機

能
の
充
実

ゆ
と
り
の
豊
か
さ
を
求
め
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
沿
道
と
連
携
し
つ
つ
、
景
観
整
備
及
び
道
路

の

｢た
ま
り
｣
の
機
能
の
充
実
を
図
る
。

①

道
路
の

｢た
ま
り
｣
機
能
の
充
実

自
動
車
利
用
者
の
た
め
の

｢た
ま
り
｣
空
間
と
し

て
、
一
般
道
路
に
休
憩
施
設
を
計
画
的
に
配
置
す
る
。

そ
の
際
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
、
地
方
公
共
団
体

な
ど
の
設
置
す
る
郷
土
資
料
館
な
ど
の
地
域
振
興
施

設
と
連
携
し
、

｢道
の
駅
｣
と
し
て
地
域
交
流
の
核

の
形
成
と
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
･
多
機
能
化
を
図
る
。

長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
民
間
な
ど
の
休
憩
機
能

を
持
つ
施
設
も
活
用
し
つ
つ
、
主
要
幹
線
道
路
に
お

い
て
休
憩
施
設
間
隔
が
一
○
-
二
○
如
を
目
安
と
し
、

最
大
で
も
二
五
如
程
度
と
な
る
よ
う
整
備
を
図
る
。

バ
ス
停
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
化
、
駅
前
広
場
の
整
備
、

公
園
と
歩
道
と
を
一
体
化
し
た
緑
の
散
歩
道
の
整
備

な
ど
に
よ
り
、
歩
行
者
の
た
め
の

｢た
ま
り
｣
空
間

の
充
実
を
図
る
。

②

景
観
整
備

駅
前
道
路
、
目
抜
き
通
り
、
並
木
道
な
ど
を
沿
道

と
連
携
し
て
景
観
整
備
を
行
い
、
住
民
が
誇
り
と
し
、

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る

都
市
や
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
道
路
空
間
と
す
る
。

そ
の
際
、
沿
道
景
観
整
備
の
観
点
か
ら
も
、
電
線
類

の
地
中
化
を
一
層
推
進
す
る
。

長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
三
分
の
こ
の

市
町
村
に
つ
い
て
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
道
路
空
間
を
整

備
す
る
。
ま
た
、
約
八
、
0
0
0
如
の
電
線
類
の
地

中
化
を
進
め
、
都
市
中
心
部
の
主
要
道
路
に
お
い
て
、

お
お
む
ね
無
電
柱
化
を
図
る
。

③

道
路
地
下
空
間
の
計
画
的
利
用
の
推
進

道
路
地
下
空
間
の
利
用
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
計
画
的
、
効
率
的
な
利
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
地
下
空
間
を
活
用
し
て
交
通
環
境

の
改
善
を
図
る
べ
き
都
市
や
道
路
地
下
利
用
の
輻
輳

が
見
込
ま
れ
る
都
市
か
ら
、
順
次
道
路
地
下
空
間
利

用
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
都
心
部
に
お
け
る
交

通
の
円
滑
化
及
び
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
の
確

保
を
図
る
た
め
、
地
下
歩
道
網
、
地
下
駐
車
場
な
ど

の
総
合
的
、
計
画
的
な
整
備
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
収
容
や
情
報
伝
達
な
ど
の
空
間
を

確
保
す
る
た
め
、
共
同
溝
や
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
整
備
を
推
進
す
る
。

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
都
市
災
害
の

防
止
、
都
市
景
観
の
向
上
な
ど
の
観
点
か
ら
、
地
域

と
調
和
を
図
り
つ
つ
、
県
庁
所
在
都
市
及
び
地
方
の

中
心
的
都
市
の
市
街
地
部
で
電
力
や
通
信
の
需
要
密

度
が
高
く
、
需
要
の
安
定
し
て
い
る
地
区
や
、
歴
史

的
景
観
に
配
慮
す
べ
き
地
区
な
ど
に
お
い
て
電
線
類

の
地
中
化
を
図
る
。
こ
の
う
ち
、
高
度
情
報
化
社
会

に
も
対
応
し
た
情
報
伝
達
空
間
の
形
成
を
図
る
た
め
、

中
心
市
街
地
な
ど
に
お
い
て
広
幅
員
の
歩
道
や
道
路

の
整
備
に
併
せ
て
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
整
備
を

図
る
こ
と
と
し
、
長
期
構
想
に
お
い
て
は
約
三
、
0

0
0
如
を
目
標
に
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
五
箇
年
計

画
で
は
、
必
要
性
の
高
い
地
区
に
お
い
て
約
五
〇
〇

如
の
整
備
を
行
う
。

2

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
の

推
進

ー

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、
多
極
分
散
型

国
土
の
形
成
を
図
る
た
め
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
二
一
世
紀
初
頭

ま
で
に
一
四
、
0
0
0
如
の
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
完
成
を
目
標
に
そ
の
整
備
を
強
力
に
推

進
す
る
。
ま
た
、
各
地
方
圏
に
お
い
て
、
地
域
の
広

域
的
な
連
携
に
よ
る
強
い
地
域
集
積
圏
の
形
成
を
め

ざ
し
、
地
域
高
規
格
道
路
を
軸
と
し
た
質
の
高
い
地

域
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
、
地

域
の
発
展
の
核
と
な
る
地
方
都
市
に
お
け
る
高
次
都

市
機
能
の
育
成
･
集
積
を
促
進
す
る
た
め
の
道
路
整

備
を
推
進
す
る
。



表10 高規格幹線道路等の交通分担率
(単位 : % )

4年度末 9年度末 長期構想目標

圏

圏

国

方
鰤
地
三
全

7

13

u

9

お
路

"
器
錠

注) 交通分担率は全自動車走行台キロに占める高規
格幹線道路等(都市高速道路を含む)の走行台キロ
の割合である。

ま
た
、
日
常
生
活
の
基
盤
と
な
る
道
路
、
個
性
あ

る
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
道
路
、
各
種
地
域
振
興
施

策
を
支
え
る
道
路
な
ど
の
整
備
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
過
疎
地
域
や
奥
地
な
ど
定
住
条
件
の
相
対
的
に

厳
し
い
地
域
の
振
興
･
活
性
化
を
支
え
る
道
路
整
備

を
計
画
的
に
推
進
す
る
。

一
方
、
大
都
市
圏
に
お
け
る
ゆ
と
り
あ
る
く
ら
し

を
実
現
す
る
た
め
、
交
通
の
円
滑
化
に
資
す
る
自
動

車
専
用
道
路
網
の
整
備
と
併
せ
、
多
核
型
都
市
圏
構

造
の
形
成
を
め
ざ
し
地
域
集
積
圏
の
形
成
を
支
え
る

幹
線
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
道
路
整
備
と
一
体
と
な
っ
た
良
好
な
住

宅
宅
地
の
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅
宅
地
の
供

給
に
必
要
不
可
欠
な
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
促
進

す
る
。
①

高
規
格
幹
線
道
路
網
の
整
備

高
規
格
幹
線
道
路
網
一
四
、
○
0
○
如
に
つ
い
て
、

二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
お
お
む
ね
九
、
0
0
0
如
の
供

用
、
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成

を
目
標
に
、
地
方
圏
の
横
断
道
、
大
都
市
圏
の
環
状

道
路
、
第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
な
ど
に
重
点
を

置
い
て
そ
の
整
備
を
強
力
に
推
進
し
、
平
成
九
年
度

末
の
供
用
延
長
を
約
七
、
八
〇
〇
如
と
す
る

(図
6
、

喪
中
)。

･
高
規
格
幹
線
道
路
調
査
一
三
〇
億
円

(五
箇
年
計

画
期
間
内
)

①

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
な
ど
に
つ
い
て
、

五
箇
年
計
画
期
間
内
に
新
た
に
約
一
、
三
二
〇

虹
の
供
用
を
図
り
、
平
成
九
年
度
末
供
用
延
長

を
予
定
路
線
一
一
、
五
二
〇
如
の
五
割
を
超
え

る
約
六
、
七
〇
〇
如
と
す
る
。

ま
た
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
に
並
行
す

る
一
般
国
道
に
お
い
て
、
自
動
車
専
用
道
路
と

し
て
整
備
す
る
区
間
の
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
、
五
箇
年
計
画
期
間
内
に
約
二
〇
〇
如
の
供

用
を
図
る
。

②

本
州
四
国
連
絡
道
路
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

○
年
度
ま
で
に
そ
の
概
成
を
図
る
こ
と
を
目
途

に
、
五
箇
年
計
画
内
に
、
神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト

の
明
石
海
峡
大
橋
関
連
区
間
三
六
如
及
び
、
尾

道
･
今
治
ル
ー
ト
の
生
口
橋
関
連
区
間
三
如
の

合
わ
せ
て
三
九
如
の
供
用
を
は
か
り
、
平
成
九

年
度
末
ま
で
に
三
ル
ー
ト
全
体
の
八
割
を
超
え

る

一
四
七
如
と
す
る

(図
7
)
。

③

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
な
ど
に
つ
い

て
は
、
計
画
延
長
二
、
三
〇
〇
如
に
つ
い
て
、

二
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
に
、
五
箇
年
計
画
期
間
内
に
高
規
格
幹
線
道

路
調
査
を
積
極
的
に
推
進
し
調
査
を
完
了
さ
せ
、

お
お
む
ね
全
線
の
着
手
を
図
り
、
約
三
二
〇
如

の
供
用
を
図
る
。

②

新
交
通
軸
の
形
成

第
二
東
京
湾
岸
道
路
、
東
京
湾
口
道
路
、
大
阪
湾

環
状
道
路
、
伊
勢
湾
ロ
道
路
な
ど
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
活
性
化
施
策
の
推
進
に
合
わ
せ
て
、
事
業
の
具

体
化
を
図
る
。

関
門
海
峡
道
路
、
離
島
振
興
の
た
め
の
新
た
な
海

洋
架
橋
な
ど
に
つ
い
て
は
、
具
体
化
の
た
め
調
査
を

進
め
る
。

西
瀬
戸
地
域
や
有
明
湾
岸
地
域
な
ど
、
全
国
的
な

視
点
か
ら
広
域
経
済
圏
の
基
盤
を
形
成
す
る
新
た
な

交
通
軸
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
調
査
を

進
め
る
。

地
域
集
積
圏
の
形
成

地
域
構
造
を
強
化
す
る
幹
線
道
路
網
の
整
備

特集/第11次道路整備五箇年計画(案)の概要



凡 例
開 通 区 間
平成5~ 9年度開通予定区間
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図 6 高規格幹線道路網図(平成 5年 4月現在の状況)



本 州 四 国 連 絡 構 図

供用中 452 第‘9 108.4 ② 報道分の供用は本四価譜線の32.4km

図 7 本州四国連絡橋図
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(単位:% )
表門

4年度末 9年度来 想
標
構期憂
目

1時間圏カバー率 圏
圏
国
市
方
都大
地
三
全

49
80
“

髭
靴
ね

ば半
飼
台
割

7
割
8

約
8
約

注) 1, 県庁所在地あるいは同一都道府県内の人口卸万人以上の都市
へ,瀞おむね1時間以内で到達できる定住人口の割合。
当該都市の人口は除く

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
連
携
す
る
広
域
的
な

｢地

域
集
積
圏
｣
形
成
、
集
積
圏
相
互
の
交
流
、
交
通
拠

点
な
ど
と
の
連
結
を
図
る
た
め
、
全
国
レ
ベ
ル
の
高

規
格
幹
線
道
路
と
連
携
し
て
地
域
構
造
を
強
化
す
る
、

地
域
高
規
格
道
路
を
軸
と
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
を
推
進
す
る

(表
=
、
図
8
)。

①

地
域
高
規
格
道
路
網
の
整
備

地
域
構
造
と
地
域
活
性
化
の
方
向
を
取
り
ま
と
め
、

地
域
振
興
施
策
に
併
せ
て
整
備
す
る
こ
と
が
効
果
的

な
、
規
格
の
高
い
幹
線
道
路
と
し
て
整
備
す
べ
き
、

路
線
･
区
間
の
具
体
的
な
調
査
を
行
う
。

広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
を
踏
ま
え
て
、
五
箇
年

計
画
期
間
中
に
重
点
整
備
す
べ
き
区
間
を
、
熱
度
の

増
し
た
も
の
か
ら
地
域
高
規
格
道
路
と
し
て
指
定
し
、

こ

、‐
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図 8 地域高規格道路のイメ…ジ



約
二
、
0
0
0
如
の
路
線
･
区
間
で
新
た
に
事
業
に

城
の
発
展
の
格
と
な
る
地
方
都
市
に
お
け
る
高
次
都

着
手
す
る
。
な
お
、長
期
構
想
で
は
六
、○
○
○
-
八
、

市
機
能
の
育
成
･
集
積
を
促
進
す
る
た
め
の
道
路
整

0
0
0
如
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

備
を
推
進
す
る
。

0
0
0
如
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

②

一
般
国
道
の
整
備
の
推
進

国
道
網
の
充
実
･
強
化
を
図
る
た
め
、
一
般
国
道

五
三
、
一
九
〇
蝿
に
つ
い
て
、
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道

路
な
ど
の
整
備
を
促
進
す
る
。
高
規
格
幹
線
道
路
と

一
体
と
な
っ
て
全
国
的
な
幹
線
道
路
網
を
構
成
す
る

一
般
国
道
の
整
備
を
推
進
す
る
。
長
期
構
想
に
お
い

て
は
、
交
通
不
能
区
間
の
解
消
な
ど
を
進
め
、
全
路

線
に
つ
い
て
改
良
済
み
と
す
る
。
ま
た
、
地
域
集
積

圏
の
形
成
と
交
流
促
進
及
び
広
域
的
交
通
拠
点
を
連

絡
す
る
区
間
並
び
に
交
通
需
要
の
増
大
に
対
応
し
、

円
滑
な
交
通
の
確
保
に
必
要
な
区
間
な
ど
約
二
二
、

○
三
○
畑
を
四
車
線
以
上
の
ゆ
と
り
あ
る
道
路
構
造

と
す
る
。
五
箇
年
計
画
で
は
、
交
通
混
雑
の
著
し
い

区
間
に
お
け
る
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
な
ど
の
整
備
、

地
域
間
の
交
流
の
円
滑
化
に
資
す
る
県
際
･
峠
越
え

の
交
通
不
能
区
間
解
消
な
ど
に
重
点
を
置
い
て
、
一

般
国
道
約
三
、
七
八
〇
如
を
整
備
す
る
。

の

強
い
地
方
圏
の
形
成

活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
地
域
圏
を
形
成
し
、
多

極
分
散
型
の
国
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域

高
規
格
道
路
を
軸
と
し
た
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
に
よ
り
、
広
域
的
な
地
域
の
連
携
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
を
は
じ
め
、
地

さ
ら
に
、
日
常
生
活
な
ど
の
基
盤
と
な
る
道
路
、

個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
道
路
、
各
種
地
域

振
興
施
策
を
支
え
る
道
路
な
ど
の
整
備
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
過
疎
地
域
や
奥
地
な
ど
定
住
条
件
の
相

対
的
に
著
し
い
地
域
の
振
興
、
活
性
化
を
支
え
る
道

路
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
。

①

広
域
的
な
地
域
の
連
携
強
化
の
た
め
の
幹
線

道
路
の
整
備

広
域
的
な
地
域
の
連
携
強
化
の
た
め
、
全
国
レ
ベ

ル
の
高
規
格
幹
線
道
路
と
と
も
に
、
こ
れ
を
連
携
す

る
地
域
高
規
格
道
路
を
軸
と
し
た
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
す
る
。

な
お
、
地
方
中
枢
･
中
核
都
市
な
ど
に
お
い
て
は
、

都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
と
と
も
に
都
市
圏
の
広
域

的
な
交
通
を
適
切
に
分
担
し
、
都
市
圏
の
道
路
混
雑

を
解
消
す
る
た
め
の
規
格
の
高
い
バ
イ
パ
ス
、
環
状

道
路
な
ど
の
整
備
を
推
進
す
る
。
特
に
、
札
幌
、
仙

台
、
広
島
、
北
九
州
、
福
岡
の
政
令
指
定
都
市
に
お

い
て
は
、
自
動
車
専
用
道
路
な
ど
に
よ
る
都
市
高
速

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
す
る

(表
酸
、

図
9
、
1 0
、
11
、

12
、
13
)。

②

都
市
の
活
力
を
支
え
る
都
市
内
道
路
の
体
系

的
整
備

達) 1. 三大都市圏を除く県庁所在地あるいはノ、口20万人以上の都市を
対象とする (58都市)。
2. 都市の骨格を形成する規格の高い環状道路等の総延長に対する鏡

高
路
末

あ
る

は
道
度

市
す

に
状
年

都
成

0
等
環
4

郭
形
合
路
に
成

(
を
割
道
末
平

る
格
の
境
皮
(

す
骨
長
現
年
る

と
の
延

'
9
な

象
市
用
お
成
と

対
部
供
な
平
市 1都市)。

なお,環境道路等には高規格幹線道路を含む。
3. 平成9年度末に環状道路等が半分以上供用している都市は4都

活
力
あ
る
良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、

そ
の
骨
格
を
形
成
す
る
幹
線
道
路
か
ら
住
区
を
形
成

す
る
幹
線
道
路
に
至
る
体
系
的
な
幹
線
道
路
網
を
、

市
街
地
面
積
当
た
り
お
お
む
ね
三
、
五
蛭
の
密
度
で

整
備
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
長
期
構
想
に
お
い
て

は
、
都
市
骨
格
幹
線
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
改

良
済
み
で
は
な
い
が
幹
線
道
路
と
し
て
の
最
低
限
の

交
通
機
能
を
有
す
る
現
道
を
含
め
て
概
成
す
る
ほ
か
、

市
街
地
道
路
密
度
を
現
在
の
一
、
三
鬮
か
ら
二
、
三

鬮
ま
で
引
き
上
げ
る
。

五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
地
域
高
規
格
道
路
な

ど
、
都
市
交
通
の
円
滑
化
や
望
ま
し
い
都
市
構
造
へ

の
誘
導
に
資
す
る
路
線
を
重
点
に
約
四
、
○
○
○
蝿

の
整
備
を
行
い
、
市
街
地
道
路
密
度
を
一
、
五
孃
ま
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表12

l 4年度末 9年度末 長期構想目標
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図 9 札幌都市圏

図10 仙台都市圏

図12 福岡都市圏 図11 広島都市圏

　　　

八畑LC 図13 北九州都市圏
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自動車専用道路等 (供用)鬮自動車専用道路瓢=次五計内供用予定) 曲醍醐馴團

主 要 幹 線 道 路 (一 般)



表13

事年皮対 9年度来 l長期観俎目標l
生活中心都市30分離率 l 範% l 約閲% l 約9割
注)生活中心都市30分連絡率とは,地方生活圏 (2次生活圏)中心都市
(352都市)へ30分以内で到達できる市町村の割合

で
引
き
上
げ
る
o

③

地
域
活
性
化
の
核
と
な
る
都
市
拠
点
な
ど
の

整
備

地
方
に
お
い
て
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
発
展
の
核
と
な
る

都
市
に
お
い
て
、
国
鉄
跡
地
な
ど
の
大
規
模
空
閑
地

を
活
用
し
、
高
次
都
市
機
能
の
集
積
を
図
る
新
た
な

都
市
拠
点
地
区
の
面
的
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

拠
点
が
都
市
内
で
有
機
的
に
機
能
す
る
た
め
に
不
可

欠
な
関
連
道
路
整
備
及
び
連
続
立
体
交
差
事
業
を
推

進
す
る
。

地
方
圏
に
お
け
る
新
た
な
都
市
拠
点
に
つ
い
て
は
、

長
期
構
想
目
標
と
し
て
都
市
拠
点
の
整
備
完
了
個
所

を
一
一
〇
カ
所
と
し
て
、
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、

新
規
に
四
〇
カ
所
の
事
業
に
着
手
す
る
と
と
も
に
一

四
カ
所
の
完
了
を
図
る
。

ま
た
、
地
方
都
市
の
既
存
中
心
市
街
地
に
お
け
る

都
市
機
能
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
を
行
う
市
街

地
の
面
的
再
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
街
地

の
通
過
交
通
を
適
正
に
分
離
し
良
好
な
市
街
地
の
形

成
に
資
す
る
幹
線
道
路
網
の
整
備
や
、
地
方
の
魅
力

を
高
め
る
個
性
豊
か
な
シ
ン
ボ
ル
道
路
の
整
備
を
推

進
す
る
。

④

地
方
都
市
の
市
町
村
相
互
を
連
絡
す
る
道
路

の
整
備

通
勤
･
通
学
や
日
常
の
買
い
物
な
ど
で
中
心
と
な

る
近
隣
都
市
や
、
日
常
生
活
上
関
連
の
深
い
隣
接
市

町
村
と
の
時
間
距
離
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単

独
の
市
町
村
で
は
立
地
が
困
難
な
各
種
施
設
や
、

種
々
の
公
共
公
益
サ
ー
ビ
ス
･
就
業
･
就
学
機
会
の

提
供
な
ど
を
可
能
と
す
る
市
町
村
相
互
の
連
絡
強
化

に
必
要
な
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

こ
の
た
め
、
長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね

す
べ
て
の
市
町
村
に
つ
い
て
、
近
隣
都
市
や
関
連
の

深
い
隣
接
市
町
村
と
の
連
絡
時
間
を
三
〇
分
以
内
と

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、

特
に
利
用
交
通
量
の
多
い
区
間
を
重
点
に
整
備
す
る

(表
欝
)。

⑤

個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
･
地
域
づ
く
り

を
支
え
る
道
路
の
整
備

地
方
部
の
市
町
村
に
お
い
て
、
住
み
よ
く
、
個
性

豊
か
で
、
生
き
生
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す

る
た
め
、
ま
ち
の
核
と
な
り
骨
格
と
な
る
市
町
村
道

に
つ
い
て
、
地
域
の
特
性
、
創
意
工
夫
を
活
か
し
、

計
画
的
な
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

こ
の
た
め
、
長
期
構
想
に
お
い
て
、
全
市
町
村
の

お
お
む
ね
三
分
の
一
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
市
町

村
道
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
よ
り
、
市
町
村
が
地
域
の

特
性
や
発
展
の
方
向
を
踏
ま
え
て
、
市
町
村
道
に
関

し
て
具
体
的
な
整
備
計
画
を
策
定
し
、
地
方
単
独
事

業
な
ど
も
含
め
た
計
画
的
整
備
を
図
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
根
幹
と
な
る
道
路
の
重
点
的
、
効
率
的
整
備
を

進
め
る
こ
と
と
し
、
五
箇
年
計
画
期
間
内
に
二
〇
〇

の
市
町
村
に
お
い
て
実
施
す
る
。

ま
た
、
地
域
振
興
施
策
に
関
連
す
る
道
路
に
つ
い

て
地
域
の
ア
イ
デ
ア
を
活
用
し
、
個
性
あ
る
道
づ
く

り
を
進
め
る
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
も
、
長
期

構
想
に
お
い
て
お
お
む
ね
三
分
の
一
の
市
町
村
で
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
五
箇
年
計
画
期
間
内
に
二
五
〇

カ
所
を
整
備
す
る
。

⑥

公
共
公
益
施
設
利
用
を
支
え
る
道
路
の
整
備

学
校
、
福
祉
･
文
化
施
設
、
医
療
施
設
、
公
園
な

ど
の
公
共
公
益
施
設
に
関
連
し
て
利
便
性
な
ど
を
向

上
さ
せ
る
道
路
約
五
、
一
四
〇
蝿
の
整
備
を
推
進
す

る
↓。⑦

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路

の
整
備

クフ 道行セ 92.11
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地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
各
地
で
展
開
さ
れ
る

各
種
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
地
域
振
興
施

策
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
道
路
整
備
を
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
進
捗
に
併
せ
計
画
的
に
推
進
す
る
。

長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
主

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
た
め
必
要
な
道
路
約

三
三
、
八
〇
〇
蝿
の
整
備
を
計
画
的
に
実
施
す
る
も

の
と
し
、
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
こ
の
う
ち
各

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
に
併
せ
必
要
な
道
路
約
九
、

三
四
〇
畑
の
整
備
を
実
施
す
る
。

⑧

過
疎
･
山
村
地
域
、
奥
地
な
ど
の
振
興
･
活

性
化
の
た
め
の
道
路
の
整
備

過
疎
･
山
村
地
域
、
奥
地
な
ど
自
然
的
･
地
形
的

条
件
な
ど
の
厳
し
い
地
域
に
お
い
て
、
地
域
内
の
幹

線
道
路
、
都
市
や
高
速
道
路
な
ど
へ
の
連
絡
道
路
、

地
域
資
源
の
総
合
的
な
開
発
･
活
用
の
基
盤
と
な
る

道
路
な
ど
地
域
の
振
興
を
図
る
上
で
必
要
な
道
路
の

整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
。
長
期
構
想
に
お
い
て

は
対
象
と
な
る
道
路
を
す
べ
て
改
良
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
こ
の
う
ち
特
に

緊
急
に
整
備
す
べ
き
区
間
を
対
象
に
整
備
を
推
進
す

る
↓。
③

安
定
し
た
大
都
市
圏
の
形
成

大
都
市
圏
に
お
け
る
ゆ
と
り
あ
る
く
ら
し
を
実
現

す
る
た
め
、
交
通
の
円
滑
化
に
資
す
る
自
動
車
専
用

道
路
網
の
整
備
と
併
せ
て
、
核
都
市
を
中
心
と
す
る

自
立
的
な
地
域
集
積
圏
を
形
成
し
て
多
核
型
都
市
圏

構
造
を
形
成
す
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

大
都
市
の
都
心
部
に
お
い
て
業
務
機
能
な
ど
の
分
散

と
居
住
機
能
や
新
た
な
高
次
都
市
機
能
の
導
入
を
図

る
道
路
整
備
、
既
成
市
街
地
に
お
い
て
ゆ
と
り
あ
る

居
住
環
境
の
実
現
を
図
る
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

こ
れ
ら
道
路
網
整
備
と
の
交
通
容
量
拡
大
策
と
併

せ
、
効
果
的
に
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
を
推
進
す
る
。

①

大
都
市
圏
の
自
動
車
専
用
道
路
網
の
整
備

事業量は専用部の延長を計tしており,上段 ( )は一般部の延長で外書きである。事業費は一般部を含む。
三大都市圏は次のとおりである.
東京圏:おおむね首都圏中央連絡自動車道の内f騙りで都心より40へ50km圏
大阪圏 :おおむね京奈楓 第二名神,西神自動車道の内佃rで都心より40･ 50km圏
名古屋圏 :おおむね東海環状自動車道の内回で都心より30~ 40km圏
各都市圏の自動車専用道路延長には,高規格幹線道路延長を含む。

21世紀初頭目途。なお,朝市高速選路道路の長期構想には基本計画路線以外に検討中路線を含む。
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表14 大都市圏自動車専用道路網整備計画
(単位 :細,億円)
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度
延
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交
通
渋
滞
の
緩
和
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

向
上
、
多
核
型
都
市
圏
構
造
の
形
成
促
進
を
図
る
た

め
、
自
動
車
交
通
の
円
滑
化
に
資
す
る
自
動
車
専
用

道
路
網
の
整
備
を
推
進
す
る

(表
協
、
図
協
、
鬘
、

窩
)。東京

湾
横
断
道
路
に
つ
い
て
は
、
供
用
を
図
る
。

東
京
湾
岸
道
路
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
、
首
都

圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
、
大
阪
湾
岸
道
路
、
京
奈
和

自
動
車
道
、
第
二
京
阪
道
路
、
伊
勢
湾
岸
道
路
、
名

古
屋
環
状
2
号
線
、
東
海
環
状
自
動
車
道
な
ど
の
整

備
を
推
進
す
る
。

第
二
東
京
湾
岸
道
路
、
核
都
市
広
域
幹
線
道
路
な

ど
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
活
性
化
施
策
の
推
進
と
併

せ
て
、
事
業
の
具
体
化
を
図
る
。

首
都
高
速
道
路
五
七
如
、
阪
神
高
速
道
路
七
九
如
、

名
古
屋
高
速
道
路
一
七
如
の
供
用
を
図
る
と
と
も
に
、

混
雑
緩
和
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

出
入
路
の
増
設
、
合
流
部
の
拡
幅
、
道
路
情
報
提
供

装
置
の
整
備
な
ど
を
推
進
す
る
。

②

核
都
市
を
中
心
と
し
た
自
立
的
な
都
市
圏
の

形
成

大
都
市
圏
に
お
い
て
核
都
市
を
中
心
と
す
る
自
立

都
市
圏
の
形
成
な
ど
を
図
る
た
め
、
国
鉄
跡
地
な
ど

の
大
規
模
空
閑
地
を
活
用
し
た
高
次
都
市
機
能
の
集

積
を
図
る
拠
点
地
区
の
面
的
整
備
と
、
拠
点
が
都
市

内
で
有
機
的
に
機
能
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
関
連
道

　　
語
B
□
□
□

　

　

や

□□□□

図14 東京圏自動車専用道路

平成4年度末現在

凡 例

画 中 □‘』□□□□□□
事 業 中

供 用 済

=次五計内供用予定
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路
整
備
及
び
連
続
立
体
交
差
事
業
を
推
進
す
る
。

大
都
市
圏
に
お
け
る
新
た
な
都
市
拠
点
に
つ
い
て

は
、
長
期
構
想
に
お
い
て
五
〇
カ
所
の
都
市
拠
点
の

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
五
箇
年
計
画
に
お

い
て
は
新
規
に
約
一
〇
カ
所
の
事
業
に
着
手
す
る
と

と
も
に
約
一
〇
カ
所
の
整
備
を
完
了
さ
せ
る
。

ま
た
、
核
都
市
を
中
心
と
す
る
放
射
･
環
状
道
路

や
新
交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
総
合
的
な
交
通
体
系
の

整
備
を
推
進
す
る
。

③

都
市
機
能
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

大
都
市
都
心
に
お
い
て
、
日
本
全
体
の
活
力
や
世

界
に
お
け
る
日
本
の
役
割
を
支
え
る
た
め
の
新
た
な

高
次
都
市
機
能
や
居
住
機
能
の
導
入
を
図
る
都
市
機

能
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
を
進
め
る
た
め
、
過

去
に
面
整
備
事
業
が
行
わ
れ
た
も
の
の
基
盤
施
設
の

水
準
が
経
済
社
会
の
動
向
に
適
合
し
な
く
な
っ
て
い

る
地
域
に
お
い
て
、
道
路
の
再
拡
幅
や
街
区
の
統
廃

合
を
図
る
土
地
区
画
整
理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事

業
に
よ
る
市
街
地
の
面
的
再
整
備
を
推
進
す
る
。

長
期
構
想
に
お
い
て
は
再
整
備
完
了
面
積
を
約
四

○
姉
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
五
箇
年
計
画
に
お
い

て
は
活
性
化
の
必
要
と
さ
れ
て
い
る
中
心
市
街
地
に

お
い
て
四
姪
の
面
的
再
整
備
を
行
う
。

④

良
好
な
都
市
環
境
の
創
出

市
街
地
の
拡
大
に
対
応
し
つ
つ
、
将
来
的
に
は
市

街
地
二
一
、
0
○
○
婦
に
つ
い
て
市
街
地
の
通
過
交

凡 例

計 画 中

鰤事 業 中

"供 用 済

『=次五計内供用予定

図15 大阪圏自動車専用道路
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通
を
適
正
に
分
離
す
る
道
路
網
な
ど
の
基
盤
が
整
備

さ
れ
た
良
好
な
市
街
地
を
形
成
す
る
。
ま
た
、
そ
の

中
で
大
都
市
圏
な
ど
に
お
け
る
住
宅
宅
地
供
給
、
都

市
の
新
し
い
拠
点
整
備
、
既
成
市
街
地
に
お
け
る
商

業
業
務
機
能
の
更
新
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
事

業
を
重
点
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開

発
事
業
、
居
住
環
境
整
備
事
業
の
面
整
備
事
業
を
推

進
す
る
。
さ
ら
に
、
駅
前
道
路
な
ど
地
域
の
シ
ン
ポ

ル
ト
な
り
、
ゆ
と
り
あ
る
良
好
な
都
市
環
境
の
創
出

に
資
す
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
良
好
な
市
街
地
の
割
合

を
約
七
割
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
五
箇
年
計
画

に
お
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
公
的
事

業
に
よ
る
三
四
七
姉
の
市
街
地
整
備
を
含
む
面
整
備

事
業
及
び
道
路
整
備
事
業
に
よ
り
一
、
二
〇
五
婦
の

良
好
な
市
街
地
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良
好
な

市
街
地
の
形
成
率
を
現
在
の
三
八
%
か
ら
四
四
%
に

引
き
上
げ
る

(表
博
)。

m

住
宅
宅
地
の
供
給
と
そ
れ
を
支
え
る
道
路
整
備

新
市
街
地
に
お
い
て
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の

4年度来 9年度末 長期構想目標

の鷁
積
鸚
鰤
轆
惣
緒
磁
陥

を
ち
を

繊
う
郎

彌鬱
窒
鍛

獅
蹴
割

"
⑭
7

泌
ぬ
約

蜷
8

る
は　　　　　　

全
良
　
　
　
2. 良好な市街地とは,土地区画艷理事禁等に上り透過交通を適正
に分離する道路網等の基盤が蛭鯏きれた市街地をいう。
3. 面韓鰡事案には,民間の面錐鰯事策による区画道路等の整備と
幹鞍道路軽鰡事禁の組み合わせによるものも含む。
4. 良好な市街地の形成率とは,市街地面積 (市街化区域と用途地
域の合計面鎖)に対する通過交通が函正に分離された良好な市
街地の面蹟の割合。

表

ロ
ロ
ロ
□
□

　

　　　　　

□ず
烟

面
的
整
備
手
法
に
よ
り
、
道
路
整
備
と
一
体
と
な
っ

た
良
好
な
住
宅
宅
地
の
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
住

宅
宅
地
供
給
に
必
要
不
可
欠
な
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
を
推
進
す
る
。
特
に
、
大
規
模
宅
地
開
発
を
誘
導

す
る
先
導
的
な
道
路
整
備
を
積
極
的
に
促
進
す
る
。

五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
総
宅
地
供
給
量
五
七

○
孃

(三
三
〇
万
戸
相
当
)
の
う
ち
、
約
四
四
%
に

特集/第= 次道路整備五箇年計画(案)

図16 名古屋圏自動車専用道路
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あ
た
る
二
五
〇
蟷
を
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
面

的
整
備
手
法
に
よ
り
整
備
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
宅

地
供
給
に
必
要
不
可
欠
な
ア
ク
セ
ス
道
路
三
、
一
一

一
如
を
整
備
す
る

(表
齢
)。

3

良
好
な
環
境
創
造
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

道
路
環
境
政
策
に
お
い
て
は
、
社
会
･
経
済
活
動

の
活
力
を
維
持
し
つ
つ
、
地
球
、
自
然
、
沿
道
の
三

つ
の
視
点
か
ら
、
良
好
な
環
境
の
形
成
に
強
力
に
取

り
組
む
。

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
向
け
て
は
、
バ
イ
パ
ス
･

環
状
道
路
の
整
備
、
交
差
点
の
改
良
に
よ
る
渋
滞
解

消
な
ど
、
自
動
車
走
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
道
路
整
備
を
推
進
し
、
モ
ビ
リ
テ
ィ

、 路 温 o

第l1次五箇年計画中
饌毛宅地供給鱸 570なぜ(330カノゴ分) 約900k武約530万戸分) の 動 整 化
t 十 - - - - l 20"年まで訓 務 目 の 暖

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
. 住宅宅地供給量は、｢第三次宅地需給長期見通し｣ (平
成 3年 5月建設省建設経済局) により見込まれる宅地供
給量およびこれに相当する住宅供給量をいう。
. 住宅供給量は幹線道路等の面積を除いたものである。

QU

′

1

宅

)

　

　

　

の
向
上
と
C
0
2排
出
量
の
抑
制
を
同
時
に
図
る
。

ま
た
、
計
画
段
階
か
ら
地
形
や
自
然
環
境
を
勘
案

し
た
路
線
選
定
を
行
う
と
と
も
に
、
周
辺
の
生
態
系

に
応
じ
た
構
造
･
材
料
の
採
用
を
進
め
る
な
ど
、
道

路
事
業
と
自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
る
。

さ
ら
に
、
環
境
施
設
帯
や
遮
音
壁
の
設
置
な
ど
、

道
路
構
造
に
よ
る
環
境
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

沿
道
土
地
利
用
の
転
換
な
ど
を
進
め
、
良
好
な
沿
道

環
境
の
保
全
･
形
成
を
図
る
。

以
上
の
基
本
的
方
針
の
下
に
地
域
の
地
理
的
条
件
、

土
地
利
用
、
交
通
条
件
な
ど
に
応
じ
た
地
域
ご
と
の

｢道
路
環
境
計
画
｣
を
策
定
し
、
道
路
環
境
に
係
わ

る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
。

良
好
な
道
路
環
境
の
創
造
の
た
め
、
地
域
ご
と
に
、

そ
の
地
理
的
条
件
、
住
居
や
商
業
施
設
な
ど
の
土
地

利
用
、
交
通
条
件
、
産
業
配
置
な
ど
、
道
路
を
め
ぐ

る
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、
地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク

ス
、
エ
コ
ロ
ー
ド
整
備
、
沿
道
環
境
対
策
な
ど
、
総

合
的
な
道
路
環
境
施
策
の
推
進
に
関
す
る

｢道
路
環

境
計
画
｣
を
策
定
す
る
。
同
計
画
に
基
づ
き
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
、
自
然
環
境
と
の
調
和
、
良
好
な
生

活
環
境
の
保
全
･
形
成
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
道
路

環
境
施
策
を
推
進
す
る

(図
g

o

地
球
温
暖
化
の
防
止

地
球
温
暖
化
の
防
止
の
観
点
か
ら
、
省
エ
ネ
型
社

策…

用

等

‐

利

置

…
地

配

　

　
　

　
　

　

　　
　
　
　

…特

理

通
…

　　
　
　
　
の迫 環境計画

;--- -----------◆---‐---------------- -･
; 国の道路環境基本計画 i
.--------------- -------------------‐+‐‘

図17 道路環境計画の概要 　　
コ

道

緑 化 の 推 進 (歩道 ･のり面緑化の推進等)
快適な道路空間の創造 (快適な歩行空間の形成等)

国民と一体となった環境形成のための体制整備

道 路 網 の 形 成 (バイパス ･環状道路の整備等)
効率的道路利用の推進 (モーダルミックスの推進等)

エ

沿

ノ

生

全

進

禁

推

と

境

の

系

環

と

態

道

イ

生

沿

緑

(視 点)

止

和

の

防

調

境

の

の

環

化

と

活

成

暖

境

生

形

温

環

な

･

球

然

好

全

地

目

良

保
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会
の
形
成
に
資
す
る
交
通
体
系
を
目
指
し
、
自
動
車

な
ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
J
を
有
効
活
用
す
る
新

備
を
推
進
す
る
。
五
箇
年
計
画
で
は
、
国
立
公
園
の

交
通
部
門
の
C
0
2
(二
酸
化
炭
素
)
の
抑
制
を
図

た
な
シ
ス
テ
ム
の
試
験
施
工
な
ど
に
取
り
組
む
。

区
"
内
な
ど
自
然
衆
兄

亜
か
な
也
或
に

用
さ

t =
を 方 o 緑 さ 幹 盛 コ る 区

17e㈱/靜 はoo) 促 法 さ ○ 量 せ 線 土 ま ロ 主 城

　　　 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
め い 、 つ 大 五 の 土 こ と 幹 ど

3w h l ll
、 て 国 い を 箇 盛 に れ し 線 目

Bocc/細 (0･5) 五 マ 立 て 図 年 土 つ ま て 道 然

　　 　　 　　　　　　　　　　　　
計 } な 化 で で 土 、 道 を 約 の

5★/h l 蹴 到れ.)
画 か ど を 効 は の 長 路 イテ ニ 豊
で ら の 進 果 、 り 期 整 う 0 か

　　 　　　　　 　　　　　
　　　　　　　 　　　　　

図18 燃費と走行速度の関係

、 ス 点 る 大 に　　　　　
　　　　　　

る
。
こ
の
た
め
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
道
路
利
用
者

な
ど
、
関
係
期
間
と
連
携
し
つ
つ
、

①

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
整
備
に
よ
る
渋
滞
解

消
な
ど
、
道
路
網
の
整
備
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
高
い
走
行
速
度
の
実
現

②

自
動
車
構
造
改
善
に
よ
る
燃
料
費
の
向
上

③

輸
送
効
率
の
向
上
な
ど
適
切
な
自
動
車
利
用

形
態
の
実
現

を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね

一
割
程
度
の
C
0
2

排
出
量
の
低
減
を
目
指
す

(表
門
、
図
博
)。

こ
の
た
め
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
長
期
構
想
に

お
い
て
は
都
市
部
に
お
け
る
朝
夕
の
走
行
速
度
に
つ

い
て
約
七
ー
八
如
/
h
程
度
の
向
上
を
目
途
と
し
、

道
路
網
の
着
実
な
形
成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
公

共
交
通
機
関
と
の
一
層
の
連
携
強
化
を
図
る
。

五
箇
年
計
画
で
は
、
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
特
に

緊
急
に
整
備
す
べ
き
二
一
八
蝿
の
都
市
高
速
道
路
な

ど
の
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
地
域
の
交
通
条
件
な

ど
を
勘
案
し
た

｢地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
計
画
｣

を
策
定
し
、
公
共
交
通
機
関
の
有
効
活
用
や
徒
歩
･

自
転
車
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
二
五
四
カ
所
の
交

通
結
節
点
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
歩
道
･
自
転

車
道
の
整
備
な
ど
を
強
力
に
推
進
す
る
。

さ
ら
に
道
路
空
間
を
利
用
し
て
、
太
陽
光
や
地
熱

口

自
然
環
境
と
の
調
和

良
好
な
自
然
環
境
と
の
調
和
を
め
ざ
し
、
道
路
の

計
画
や
設
計
･
施
工
に
際
し
て
周
辺
の
生
態
系
と
の

共
生
を
図
る
た
め
の
具
体
的
手
法
を
と
り
ま
と
め
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
。
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
、
道
路
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
地

形
や
自
然
環
境
を
ふ
ま
え
た
路
線
選
定
を
行
う
と
と

も
に
、
自
然
環
境
の
豊
か
な
地
域
で
は
、
け
も
の
道

の
確
保
な
ど
生
態
系
全
般
と
の
共
生
を
図
る
た
め
の

構
造
･
工
法
を
取
り
込
ん
だ

｢
エ
コ
ロ
ー
ド
｣
の
整

る

上

に
な
円里

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

1
-

--r･

表

意

刈
り
乗
れ

l 軽度学年度未I飜割意識劇変向上による燃料消費率 1.00 0 9 8 おおむねゆ‐

注) 走行速度向上による燃料消費率は、自動中の単位走行あた
り燃料消費量について、平成4年度水を1.00とした場合の将
来の渋滞解消などによる走行速度の向上の効果として試算き

の割合である

区
域
内
な
ど
自
然
環
境
の
豊
か
な
地
域
で
整
備
さ
れ

る
主
要
な
幹
線
道
路
、
約
二
〇
〇
カ
所
に
つ
い
て
エ

コ
ロ
ー
ド
と
し
て
整
備
を
行
う

(図
博
)。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
整
備
に
お
い
て
生
じ
た

盛
土
や
切
土
に
つ
い
て
、
長
期
構
想
に
お
い
て
は
、

幹
線
道
路
の
盛
土
･
切
土
の
り
面
の
再
緑
化
を
構
成

さ
せ
る
。
五
箇
年
計
画
で
は
、
特
に
規
模
が
大
き
く

緑
量
の
増
大
を
図
る
上
で
効
果
の
大
き
い
約
一
、
o

o
o
m
に
つ
い
て
再
緑
化
を
進
め
る
(表
博
、国
卸
)。

さ
ら
に
、
国
立
公
園
な
ど
の
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス

方
法
に
つ
い
て
マ
イ
カ
ー
か
ら
バ
ス
な
ど
へ
の
転
換

を
促
す
た
め
、
五
箇
年
計
画
で
は
、
拠
点
周
辺
部
に

特集/第円次道路整備五箇年計画(案)



お
い
て
乗
り
換
え
駐
車
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。

遮
音
壁
の
設
置
、

｢幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関

さ
ら
に
、
緑
豊
か
で
親
し
み
の
あ
る
道
路
空
間
を

す
る
法
律
｣
な
ど
に
基
づ
く
沿
道
整
備
事
業
を
推
進

確
保
す
る
た
め
、
長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
人
家
の

材

肛

良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
･
形
成

す
る
ほ
か
、
沿
道
土
地
買
収
制
度
を
活
用
し
て
幹
線

連
担
す
る
地
域
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
緑
化
を
概

~

幹
線
道
路
の
沿
道
に
お
け
る
騒
音
や
大
気
汚
染
を

道
路
の
沿
道
に
適
し
た
土
地
利
用
を
誘
導
し
て
い
く
。

成
す
る
こ
と
を
目
途
に
、
五
箇
年
計
画
で
は
、
特
に

防
止
し
、
良
好
な
生
活
環
境
を
保
全
･
形
成
す
る
た

め
、
長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
騒
音
や
二

酸
化
窒
素

(N
0
2)
に
係
る
環
境
基
準
を
達
成
す

る
こ
と
を
目
途
に
、
五
箇
年
計
画
で
は
、
既
設
道
路

に
お
い
て
騒
音
が
著
し
く
緊
急
に
対
策
が
必
要
と
な

る
区
間
約
三

五
0
0
蝿
孫

新
設
･改
築
な
だ

釜

薹
礬

伴
い
環
境
保
全
対
策
が
必
要
と
な
る
区
間
に
関
連
し

て
、
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
、
環
境
施
設
帯
、

総
㈱
もの道の確保

/

/

れ

る
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の 貌 "′益よ、一般国道および都道府県道において第
11次五箇年計画スタート時ののり高が 5 m 以上の盛土のり面
あるいは切士のり面の面積 (約4,80oha ) に対する再緑化済

総

ん

賞
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表18

4 年度末 9 年度末長も醐翻目目標

のり面植栽率 %Û 眺 緘
率

画

の

で

裁
計
士
合

積
年
切
削

面

箇

は

の

り

互

い
積

の
次

る
面
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員
あ

み
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利
用
者
の
多
い
歩
道
や
広
幅
員
歩
道
な
ど
に
つ
い
て
、

植
樹
帯
の
設
置
な
ど
約
九
、
五
〇
〇
師
の
緑
化
を
進

め
、
九
年
度
末
の
幹
線
道
路

(都
道
府
県
道
以
上
)

の
緑
化
率
を
約
一
一%
引
き
上
げ
る

(表
的
)。

ま
た

｢環
境
対
策
特
別
推
進
事
業
｣
を
推
進
し
、

新
た
な
環
境
対
策
技
術
に
関
し
民
間
と
連
携
し
つ
つ

研
究
･
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
架
裏
面
吸
音

板
、
低
騒
音
舗
装
な
ど
に
関
す
る
試
験
施
工
を
拡
大

し
、
沿
道
環
境
保
全
技
術
の
一
層
の
拡
充
を
図
る
。

表19

4年度末 9年度末 長期轆想目標

緑化率 道
賤
国
府
計

溌
碗

%
%
%

%
%
%

割
割
割

4せ
QU
RU

約
約
約

注) 1. 緑化率は一般国道および都道府県道の全延長に対する緑化済
み延長の割合である。
2. 長期的には,人家の運担する地域の幹線道路について,おお
むね緑化を行う。

整備後

図20 のり面植栽の事例

特集/第11次道路整備五箇年計画(案)

(名神高速道路象鼻山付近)
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表20 課題別整備目標

項 目 指 標 平成4年度末
第11次道路
整備五箇年
計画目標

長期 構 想
(案) 目 標
(21世紀初頭)

くらしの利便性向上

朝 夕 の

走行速度

地 方 都 市 22km/h 24km/h 30km/h

三大都市圏の人口集中地区 18km/h 20km/h 25km/h

主要な空港 ･港湾 ･新幹線駅への直結率 8.5% l51 % 約 5割

平均秣 表定速度I聖鷲蘭
16km/h

14km/h
17km/h

l5km/h
19km/h

17km/h

駅 前 広 場 等 整 備 率 36% 41% 約8割

市 街 地 にお ける 駐 車 場 充 足 率 約50% 約65% 概ね充足

くらしの安全性向上 交 通 事 故 死 者 数 11,105人/年 1万人を下回る 半減

くらしの快適性向上
幅 の 広 い 歩 道 等 の 設 置 率 12% 15% 約 4割

電 線 類 地 中 化 延 長 1,290km 約2,600舸 約8,000綱

交流ネットワークの充実
高 規格 幹 線 道路 等 の

交 通 分 担 率

地 方 圏 7 % 9 % l7%

三大都市圏 13% 15% 23%

全 国 l1% 13% 21%

地域集積圏の形成

1 時 間 圏 カ バ ー 率

地 方 圏 49% 54% 約7割

三大都市圏 80% 82% 8割合半ば

全 国 68% 71% 約8割

都 市 の 骨 格 を形成 する 規格 の
高 い 環 状 道 路 等 の 整 備 率

l9% 28% 約 7割

生 活 中 心 都 市 30 分 連 絡 率 55% 約60% 約9割

良 好 な 市 街 地 の 形 成 率 38% 44% 約 7割

住宅宅地の 供給と

それを支える道路整備

アクセス道路が整備された良
質な新たな住宅供給戸数
(( )内は、土地区画整理事
業など面的整備手法の道路事
業により供給される良好な住
宅地の供給戸数)
(長期構想目標は2000年であ
る。 )

地 方 圏
約170万戸

(約 77万戸)

約270万戸

(約122万戸)

三大都市圏
約160万戸

(約 73万戸)

約260万戸

(約118万戸)

全 国
約330万戸

(約150万戸)

約530万戸

(約240万戸)

地球温暖化の防止 走行速度向上による燃料消費率 1･00 0,98 概ね08

自然環境との調和 の り 面 植 栽 率 0% 21% 概成

良 好 な 生 活 環 境

の 保 全 ･ 形 成
緑 化 率

一般国道 12% 16% 約4割

都道府県道 6 % 8 % 約3割

計 8 % 11% 約3割

四

整
備
目
標
及
び
整
備
水
準

ー

整
備
水
準

(注)1 朝夕の走行速度とは、午前7時から9時、午後5時から7時における走行速度であり、三大都市圏の人口集中地区とは、
埼玉 ･千葉･東京 ･神奈川 ･愛知 ･三重 ･京都･大阪 ･兵庫の県庁所在都市における人口集中地区、地方都市とは三大都
市圏を除く地域の県庁所在都市である。
主要な空港への直結率とは、自動車専用道路及びそれに準ずる質の高い道路によって、高規格幹線道路のインターチェ
ンジから当該交通拠点までが連結されているものの割合である。空港は公共の用に供する空港 (84港) のうち、離島に
位置するものを除く49港を対象としており、将来値には今後開港予定の空港 (平成9年度末4港、21世紀初頭5港)を含
む。港湾は全国の重要港湾 ･特定重要港湾のうち、離島に位置するものを除くl22港。新幹線駅は63駅を対象とする。

計
画
期
間
中
に
お
け
る
課
題
別
整
備
目
標
は
衰
m
、

生
活
者
の
豊
か
さ
を
支
え
る
道
路
整
備
の
推
進
と

道
路
別
及
び
施
策
別
整
備
目
標
は
表
打
の
と
お
り
で

し
て
、
三
大
都
市
圏
の
D
I
D
に
お
け
る
朝
夕
の
走

あ
る
。

行
速
度
が
、
平
成
四
年
度
末
の
一
八
面
/
h
か
ら
平

次ページにつづく
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3 .パス表定速度とは、総運テテキロを延べ運行時間で除した値であり、三大都市圏は、埼
玉 ･千葉･東京 ･神奈川 -愛知 -三

重 ･京都 ･大阪 ･兵庫の主要11都市、地方都市とは三大都市圏を除く地域の主要23都市である。
4.駅前広場等整備率とは、概ね乗降客5千人/日以上である駅前広場等 (駅前広場及

び交通広場)の箇所数(約3,700箇所)

←に対する整備済箇所数の割合である。
5 .市街地における駐車場充足率とは、市街地(人口集中地区)における一般公共の用に供する駐車場の

需要量に対する供給量

の割合である。
6 .交通事故死者数とは、道路において車両等及び列車の交通によって起こされた事故で、事故の発

生から、24時間以内に死

亡した人の数である。なお、交通事故死者数の平成4年度末の水準は、平成3年における値である。
7.幅の広い歩道等の設置率とは、市街地(既成市街地及び21世紀初頭までに市街地を形成する

ことが見込まれる地域)や住宅

地等(r市街地武こ含まれない住宅用地及び一団の集落)の2車線以上の道路及び幹線道路で歩行者が通行する区間約26万

kmに対する、幅の広い歩道等(幅員概ね3 m以上)の設置された道路延長の割合である。
8 ,電線類地中化延長とは、道路において電力･通信等のケーブルをキャブシステム、管路方式等により

地中化した部分の延

べ延長である。
9 .高規格幹線道路等の交通分担率とは、全自動車走行台キ口に占める高規格幹線道路等(都市高

速道路を含む)の走行台キロ

の割合である。三大都市圏とは、首都圏整備法、近畿圏整備法、中部圏開発整備法の対象都府県であり、地方圏は三大

都市圏を除く地域である。
lo. 1時間圏カバー率とは、県庁所在地あるいは同一都道府県内の人口30万人以上の都市(81都市)へ、概ね 1時間

以内で到達

できる定住人口の割合である。三大都市圏とは、首都圏整備法、近畿圏整備法、中部圏開発整備法の対象都府県であり、
地方圏は三大都市圏を除く地域である。
1玉 都市の骨格を形成する規格の高い環状道路等の整備率とは、三大都市圏(埼玉 ･千葉･東京･神奈川 ･愛知 ･三重 ･京都･

大阪 ･兵庫) を除く県庁所在地あるいは人口20万人以上の都市 (58都市)において、都市の骨格を形成する規格の高い

環状道路等 (高規格幹線道路を含む) の総延長に対する供用延長の割合である。
12.生活中心都市30分連絡率とは、地方生活圏(2次生活圏)中心都市(352都市、人口概ね3万人以上)へ30分以内で到達できる

市町村の割合である。
13.良好な市街地の形成率とは、市街地面積に対する通過交通が適正に分離された良好な市街地(土地区画

整理事業などによ

り、市街地の骨格となる幹線道路が体系的に整備され、性区内への通過交通の流入が排除されている市街地)の面積の割

合である。
14.アクセス道路が整備された良質な新たな住宅供給戸数とは、新たな宅地供給に伴う住宅供給戸数であり、住宅宅地供給量

は、｢第三次宅地需給長期見通しJ (平成3年5月建設省建設経済局況こより見込まれる宅地供給量及びこれに相当する住

宅供給量をいう。ここで、三大都市圏は r大都市地域における住宅及び住宅地の供給の促進に関する特別措置法｣第二条

で定める地域であり、それを除く地域が地方圏である。
15,走行速度向上による燃料消費率は、自動車の単位走行あたりの燃料消費量について、平成4年度末を1とした場合、バイ

パス･環状道路の整備、現道拡幅等による将来の渋滞解消等による走行速度の向上の効果として試算される燃料消費量の

割合である。
16.のり面植栽率とは、一般国道及び都道府県道において平成4年度末ののり高が5 m以上の盛上のり面あるいは切土のり

面の面積(約4,800ha)に対する再緑化済面積の割合である。
17.緑化率は、一般国道及び都道府県道の全延長に対する緑化済延長の割合であり、緑化済とは、道路の上り側、下り側の少

なくともどちらか、あるいは中央分離帯、交通島に植栽されている状態を示す。

成
九
年
度
末
の
二
○
鬮
/
h
に
、
地
方
都
市
で
は
ニ

ニ
如
/
h
か
ら
二
四
如
/
h
に
向
上
す
る
と
見
込
ま

れ
る
。
ま
た
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
道

路
整
備
の
推
進
と
し
て
、
地
域
高
規
格
道
路
網
の
整

備
に
よ
る
県
庁
所
在
地
な
ど
へ
の
一
時
間
圏
カ
バ
ー

率
が
四
九
か
ら
五
四
%
に
、
さ
ら
に
、
良
好
な
環
境

整
備
創
造
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進
と
し
て
、
都

道
府
県
以
上
の
道
路
に
お
け
る
緑
化
率
が
八
か
ら
一

一
%
に
向
上
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　　　

　　　　

　　

五
箇
年
計
画
の
実
施
に
よ
る
一
般
道
路
の
交
通
機

能
を
総
合
的
に
表
す
指
標
と
し
て
整
備
率
に
よ
る
道

路
整
備
の
水
準
を
見
る
と
表
銘
の
と
お
り
で
あ
る
。

整
備
水
準
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表21 道路別及び施策別整備目標

区 分

平 成 4 年 度 末 第 11次道路整備五箇年計画 長期構想(案)目標
(21世紀初頭) 備 考

整備済延長 (率)
5 ~ 9 年度

整備延長
平 成 9 年 度 来

整備済延長 (率) 整備済延長 (率)
高 規 格 幹線 道 路

国 幹 道 等
本州四国連絡道路
一 般 国 道
都 市 高 速 道 路
首 都 高 速 道 路
阪 神 高 速 道 路
指定都市高速道路

5 ,929km
(285km )
5 ,404km
108km
132km
473km
222km
158km
93km

変

“
60

6
47

1 ,877km
(201km )
1,319km
39km
318km
174km
57km
79km
38km

7 ,806km
(486km )
6 ,723km
147km
450km
647km
279km
237km
131km

56

斑
82

20

65

14 ,oookm

11 ,520km
180km
2 ,30okm
上oookm

100

100
100
100
100

(注 ) 1 ,

地域 高規 格道 路 約2,oookm 事業着手 6,000 ~ 8 ,00

整備推進
okm ○主) 2 .

2 車線以上改良済
一 般 国 道
主 要 地 方 道
一般都道府県道
幹 線 市 町 村 道

183 ,220km
46 ,600km
30 ,470km
4 ,980km
65 ,170km

倦
88

68

糀
乾

22 ,950km
1 ,91okm
3 ,500km
5 ,980km
11 ,560km

206 -170km
48 ,510km
33 ,970km
46 ,960km
76 ,730km

54
91

76

60
38

295 ,9ookm
53 ,19okm
4 4 680km
76 ,660km
121 ,370km

78

100

100

98
60

4 車線以上改良済
一 般 国 道
主 要 地 方 道
一般都道府県道
幹 線 市 町 村 道

11 ,490km
5 ,250km
1 ,820km
1 600km
れ820km

d̂
n)
｣4
?]
1▲

11

2 ,870km
1 ,480km
500km
410km
480km

14 ,360km
6 ,730km
2 ,320km
2 -0lokm
3 3 00km

4

13 .
5

3 ･
2

44 ,430km
22 ,030km
6 ,720km
5 ,570km
8 ,09okm

12

41

15

7

4

一般市町村道改良済 295註80km 40 27 ,030km 322 ,210km 44 368 ,610km 50 (注 ) 3 ,
連 続 立 体 交 差
新交通シ ステム等

駅 前 広 場 等
自 動 車 駐 車 場
共 同 溝
歩 道 設 置
広 幅 員 歩 道設 置
大 規模 自転 車道
キ ャ プシ ス テ ム
遮 音 壁
･環 境 施 設 帯
道 路 緑 化

260km
56km
丸342ヵ所
7万台
308km

u 9 ,oookm
30 ,oookm
2 ,450km
490km
3 ,088km
447km
32 ,943km

103km
58km
254カ所
15万台
138km
26 ,oookm
9 -500km
800km
500km
1 -087km
196km

I 9 ,500km

363km
114km
l,535ヵ所
22万台
446km

145 ,oookm
39 ,500km
3 ,250km
99okm
4 ,175km
643km
42 ,443km

80okm
500km
2 .900ヵ所
60万台

主140km
210 ,oookm
100 ,oookm
6 ,450km
3 ,oookm
8 ,500km
1 ,200km
97 ,oookm

(注 ) 4 .

(注) 1. ( )書きは, 国幹道に並行する一般国道目専道で外書きである。 なお, 高規格幹線道路の総計には含まれる。
2. 地域高規格道路は,将来的におおむね 2万kmを想定している。
3. 1車線以上改良済を含む。
4. 歩道設置必要道路延長は、 26万kmである。



表23 地域の社会経済指標の伸び

ソ
ジ
市
イ
ン
都
率

跨
ェ内
伸

趙
チ
囲
均

葵
響

イ
ン
都
率

酪
ュ外
髀

邁
チ
国
増

遊
ー分
平

高
′々鋤
の

人口増減率 (平成斜"昭和鋤年) 桃 聯戒
課税館鎌所得額増減率 (平成璃巨/昭和61年) 協" 椴脇
製造品出荷額増減率 (平成?年/昭和印年) 癆脳 税芻
卸小売転売額増減率 (昭和釦埣/昭和57年) 眺銘 鯛糺
注) 1,高速進路インク-チェンジは,昭和62年4月1日時点の併用イ
ンタ-チヱンジに上る。
2,社会経済指標の増減率平均値は,都市別増減埠の単純平均値で
ある.
3.対象都市は三大都市園外。

五

第
竹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
よ

る
効
果

1

道
路
の
役
割
と
効
果

道
路
は
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
最
も
根
幹
的
な

社
会
資
本
で
あ
り
、
人
や
物
を
運
び
、
沿
道
の
土
地

利
用
を
促
す
交
通
機
能
と
、
都
市
の
骨
格
を
形
成
し

公
共
公
益
施
設
を
収
容
す
る
空
間
機
能
を
有
し
て
い

る
。
道
路
整
備
は
、
こ
れ
ら
の
多
面
的
な
機
能
の
向

上
を
通
じ
て
国
民
生
活
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

①

稚
内
ー
鹿
児
島
間
の
時
間
距
離
の
短
縮

一
般
国
道
利
用
…
約
七
八
時
間

高
規
格
幹
線
道
路
利
用
…
約
四
一
時
間

(平
成
四
年
末
五
、
九
二
九
虹
供
用
時
)

②

地
域
の
社
会
経
済
指
標
の
伸
び

③

宅
配
便
の
翌
日
配
達
圏
の
拡
大
(東
京
か
ら
)

昭
和
五
三
年
･
一
九
県
↓
平
成
三
年
･
三
八

県

④

電
気
･
ガ
ス
･
水
道
な
ど
の
公
共
公
益
施
設

は
、
ほ
と
ん
ど
道
路
空
間
を
利
用
。

こ
れ
ら
の
効
果
を
全
体
的
に
捉
え
、
概
観
す
れ
ば

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

道
路
整
備
の
効
果
は
、
そ
の
建
設
に
伴
い
、
多
く

の
有
効
需
要
を
創
出
す
る
短
期
的
な
効
果

(ワ
ロ
ー

効
果
)
と
、
道
路
が
建
設
さ
れ
た
後
そ
の
本
来
の
機

能
か
ら
発
生
す
る
長
期
的
な
効
果
(ス
ト
ッ
ク
効
果
)

が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
効
果
は
、
道
路
を
直
接
利
用
す
る
人
が

受
け
る
直
接
効
果
と
道
路
を
直
接
利
用
し
な
い
人
を

含
め
て
広
く
社
会
一
般
が
受
け
る
間
接
効
果
と
に
分

け
ら
れ
る
。
直
接
効
果
と
し
て
は
、
走
行
経
費
の
節

約
、
走
行
時
間
の
短
縮
、
交
通
事
故
の
減
少
、
走
行

快
適
性
の
増
大
な
ど
が
あ
る
。
間
接
効
果
と
し
て
は
、

道
路
の
も
つ
空
間
機
能
、
す
な
わ
ち
環
境
･
防
災
空

間
、
公
共
公
益
施
設
の
収
容
空
間
と
し
て
の
効
果
、

交
通
機
能
の
向
上
に
よ
る
生
産
力
の
拡
大
、
地
域
開

発
の
誘
導
、
土
地
利
用
の
促
進
、
生
活
機
会
の
増
大
、

表22 整備水準

区 分
増
A

計
廷

4 年 度 末 9 年 度 来 長期緘憑目標

嬬猿
の
皮
B

間
篦
轉

区
混
輔

良
ち
鯛

改
う
L 麟嬬賑

の
皮
C

岡
鍵
聾

区
擾
輔

良
ち
幅

改
う
L 擁鰓競

の
皮
D

間
雄
鶏

区
混
輔

良
ち
飼
改
う
r 説

道

遣

道

r

趙

国
方
願
,
聯

地

超

市

計

“

襞
郷
小
塊

一

生

一

幹

“⑩…
即
戦
鋤
剱
拗
勾
釛

53

44

78

那
搜

婢
霧

㈱
⑧都
議
蹴
@㈱
@拗
鰤
銭

補

卸

40

18

“
“
偽

総

㈱
剥
御
剱
御
荊
脚
緘

即

刻

綿

艶

鮪

偽

邱

矧

軟

鋭

街

即

靴

鋤

鉦

㈱ぷ
綴
纖
鰤
繃
纖
満

㈱
桝
鈎
㈱
親
御
拗
鰡

31

24

39

馬

お

る

"

rn〉
1J

約

釦

馬

印

脳

鵠

の

偽

㈱
⑨即
織
㈱御
織
◎翔
窩
熱

く
鶏
,(
斜

花

触
121
"“
臨

機

回

酬

410

御

靴

納

め

卸

(

“

錫

鶉
鯲

颯
皺
襁

回
鋭

"

元

“

鱒

翰
聴

注)1. 計萬対象延長は,平成3年4月1日現在の実延長である。ただし,一般国避の追加指定 (平成5年4月1日韓行)後の見込み延長を加えたも
のである.
2. 改良区間とは,幅員5.5m以上改良済みの区間をいい, ( )は改良車である。
3. 蛭姫率は改良区間のうち混雑度が1,0未満の延長 (幹損市町村道は改良区間延長)の肝園対象延長に対する割合である。
4, 幹嬢市町村道の下段書きは,幅国5,5m 未満改良済み区間を含んだ場合の数値である。
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表24 直接便益

直 接 便 益 10兆もα)0億円
平成10年度分
(平成4年度価格)走行便益 (走行経費の節約)

時間便益 (走行時間の短縮)
4兆4,000億円
5兆7,000億円

2

第
=
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
よ
る
効
果

第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
効
果
に
つ
い
て
、

現
在
計
測
可
能
な
効
果
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
効
果
は
、
第
11
次
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
に
よ
る
道
路
投
資
が
実
施
さ
れ
、
道
路

の
整
備
水
準
が
向
上
す
る
場
合
と
、
道
路
投
資
が
な

の 五 る 現 2 貢 興 み
整 箇 o 在 第 献 に 道 出
備 年 な 計 11 第 し 大 路

行
財
政
の
効
率
化
な
ど
や
道
路
投
資
そ
の
も
の
が
生

み
出
す
最
終
需
要
の
創
出

(フ
ロ
ー
効
果
)
が
あ
る
。

道
路
整
備
は
、
こ
れ
ら
の
効
果
を
通
じ
て
地
域
振

興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
内
需
拡
大
に
大
き
く

= て
欠 い
首 る

表26 第11次道路整備五箇年計画による効果の計測項目と非計測項目
道路整備および
道路投資の効果 計 測 項 目 非 計 測 項 目

ス

ト

ッ

ク

効

果

一
フ
ロ
ー
効
果

直
接
効
果

間

接

効

果

交通機能に対
応する効果

①走行経費の節約
(③燃料の節約)
③ 走行時間の短縮
(④生活時間の創出)

①定時制の確保
②運転者の疲労の軽減と走行快適性の増大
③ 大量輸送処理の効果
④ 荷傷みの減少と梱包費の節約
⑤ 交通事故の減少 等

⑥ 生産力の拡大効果
(⑥税収の増加)
(⑦雇用の創出)
⑧ 物価の低減

⑥ 地域開発の誘導 ⑩ 人口の増大
⑦ 土地利用の促進 ⑪行財政の効率化 等
⑧生活機会の増大
⑨生活環境の改善

空間機能に対
応する効果

⑬ 通風, 採光, 緑の空間としての生活の快適性を向
上させ, 都市のアメニティーを高める。
⑩ 防災空間として都市の安全を保障する。
⑭ 電気 電話, ガス, 上下水道, 地下鉄等各種施設
を収容し, 都市活動の基盤を確保する。 等

財政支出効果

⑨ 道路投資の需要創出
効果
(⑥税収の増加)
(⑦雇用の創出)

, ▲上覆し 。

注ゞ) ⑥税収の増加, ⑦雇用の創出は生産力拡大効果, 需要創出効果を通じて副次的に実現する。

よび

表25 国民総生産の増加

国民総生産の増加 21" &円 平成5年度から14年度までの10
年間の累計
(平成4年度価格)

生産力拡大効果
需要創出効果

74兆円
態粥兆円



さ
れ
ず
、
整
備
水
準
が
向
上
し
な
い
場
合
を
比
較
し

て
算
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

の

直
接
効
果

①

直
接
便
益

走
行
条
件
が
改
善
さ
れ
、
燃
料
費
な
ど
の
走
行
経

費
が
節
約
さ
れ
る
。
ま
た
、
走
行
速
度
の
向
上
や
混

雑
の
緩
和
な
ど
に
よ
り
走
行
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
。

こ
の
結
果
、
五
箇
年
計
画
終
了
後
の
平
成
一
〇
年
度

に
お
い
て
は
、
年
間
約
一
〇
兆
一
、
○
○
0
億
円
の

直
接
便
益
が
生
ず
る
も
の
と
推
計
さ
れ
る
。

②

燃
料
の
節
約

走
行
経
費
の
う
ち
、
平
成
一
〇
年
度
に
お
い
て
ド

ラ
ム
缶
二
、
0
0
0
万
本
分
に
相
当
す
る
約
四
〇
〇

走行経費の節約走行時間の短酪

図21 第11次道路整備五箇年計画による効果の
波及過程概念図

万
閣

(ガ
ソ
リ
ン
換
算
)
の
燃
料
が
節
約
さ
れ
る
。

③

生
活
時
間
の
創
出

走
行
時
間
の
短
縮
に
よ
り
、
平
成
一
○
年
度
に
お

い
て
は
平
均
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
当
た
り
年
間
約

四
六
時
間
の
生
活
時
間
が
生
み
出
さ
れ
る
。

②

間
接
効
果

①

国
民
総
生
産
の
増
加

道
路
整
備
は
、
輸
送
条
件
の
改
善
に
よ
る
流
通
の

合
理
化
、
生
産
性
の
向
上
な
ど
を
通
じ
て
生
産
力
を

拡
大
さ
せ
、
ま
た
、
道
路
投
資
そ
の
も
の
が
最
終
需

要
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
総
生
産

(G
N

P
)
を
増
加
さ
せ
る
効
果
を
も
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
効
果
を
第
n
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

に
つ
い
て
み
る
と
、
五
箇
年
計
画
を
実
施
し
な
い
場

合
と
比
較
し
て
G
N
P
の
増
加
額
は
、
平
成
五
年
度

か
ら
一
四
年
度
ま
で
の
一
〇
年
間
の
累
計
で
約
二
一

二
兆
円
に
な
る
も
の
と
推
計
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
生
産
力
拡
大
効
果
は
、
輸
送
費
の
低
減

な
ど
か
ら
発
生
す
る
計
測
可
能
な
効
果
の
み
を
と
り

あ
げ
て
も
平
成
五
年
度
か
ら
一
四
年
度
ま
で
の
一
〇

年
間
で
約
七
四
兆
円
に
“の
ぼ
る
と
計
算
さ
れ
、
さ
ら

に
将
来
と
も
続
く
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
計
測
が
困

難
な
地
域
開
発
の
誘
導
、
土
地
利
用
の
促
進
、
生
活

機
会
の
増
大
な
ど
の
効
果
を
考
え
れ
ば
、
道
路
整
備

の
内
需
拡
大
効
果
は
極
め
て
大
き
い
。

②

税
収
の
増
加

国
民
総
生
産
が
増
加
し
、
平
成
五
年
度
か
ら
一
四

年
度
ま
で
の
一
〇
年
間
に
、
税
収
が
累
計
で
六
〇
兆

円
増
加
す
る
。

③

物
価
の
低
減

輸
送
費
用
が
節
約
さ
れ
、
平
成
一
〇
年
度
の
消
費

者
物
価
が
約
○
、
七
%
低
下
す
る
。

六

道
路
整
備
促
進
の
定
め
の
諸
方
策

1

二
一
世
紀
に
向
け
た
道
路
構
造
の
基
準

の

安
全
な
交
通
確
保
の
た
め
の
道
路
構
造

自
動
車
の
性
能
、
利
用
者
の
特
性
を
考
慮
し
て
、

曲
線
半
径
や
勾
配
を
ゆ
る
く
す
る
な
ど
、
よ
り
安
全

な
道
路
構
造
と
す
る
。

道
路
と
車
が
一
体
と
な
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
事
故

の
危
険
を
知
ら
せ
、
ま
た
、
車
を
抑
制
す
る
事
故
回

避
、
自
動
制
御
、
自
動
操
縦
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
導

入
で
き
る
よ
う
な
道
路
構
造
と
す
る
。

②

ゆ
と
り
あ
る
道
路
構
造

交
差
点
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
な
ど
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
に
な
る
よ
う
な
個
所
の
交
通
容
量
に
基
づ
き
、
車

線
数
な
ど
の
道
路
構
造
を
決
定
す
る
シ
ス
テ
ム
と
す

る
。車

線
数
･
横
断
面
構
成
･
設
計
速
度
な
ど
に
つ
い

て
、
交
通
量
の
み
で
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
例
え

ば
、
緊
急
時
の
道
路
網
の
確
保
の
た
め
、
主
要
な
国

道
は
四
車
線
以
上
と
す
る
な
ど
、
走
行
性
の
ゆ
と
り
、
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空
間
的
な
ゆ
と
り
な
ど
に
配
慮
し
た
道
路
構
造
と
す

る
↓。③

沿
道
環
境
と
調
和
し
た
道
路
構
造

環
境
施
設
帯
を
拡
充
し
て
車
道
と
住
宅
と
の
間
を

広
く
す
る
な
ど
、
環
境
を
重
視
し
た
道
路
構
造
と
す

る
↓。動
植
物
の
生
態
系
を
乱
さ
な
い
よ
う
道
路
の
構
造

面
で
工
夫
す
る
。

@

歩
行
者
･
自
転
車
な
ど
の
た
め
の
道
路
構
造

歩
行
者
･
自
転
車
等
の
量
、
質
、
流
れ
の
歩
道
の

構
造
を
定
め
る
よ
う
に
し
、
歩
行
者
と
自
転
車
の
分

離
に
つ
い
て
配
慮
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
、
生
活
空
間
と
し
て
の

｢た

ま
り
｣
空
間
を
持
つ
道
路
構
造
と
す
る
。

◎

高
齢
者
な
ど
の
た
め
の
道
路
構
造

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
な
ど
が
安
全
か
つ
円
滑
に

自
動
車
を
運
転
で
き
る
よ
う
、
視
距
や
側
方
余
裕
な

ど
に
ゆ
と
り
が
あ
る
道
路
構
造
と
す
る
。

幅
が
広
く
平
坦
な
歩
道
、
ゆ
る
や
か
な
ス
ロ
ー
プ

･
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
備
え
た
立
体
横
断
施
設
、

休
憩
の
た
め
の

｢た
ま
り
｣
空
間
な
ど
を
持
つ
道
路

･構
造
と
す
る
。

⑩

余
暇
時
間
に
対
応
し
た
道
路
構
造

人
が
人
･
歴
史
･
文
化
･
自
然
と
の
触
れ
合
い
が

で
き
る
よ
う
な
社
会
空
間
を
創
出
で
き
る
よ
う
な
道

路
構
造
に
も
配
慮
す
る
。

の

地
域
特
性
に
応
じ
た
道
路
構
造

自
然
条
件
や
土
地
利
用
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
個
性
的
な
道
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
道
路
構
造

の
基
準
に
も
配
慮
す
る
。

2

道
路
整
備
財
源
及
び
融
資
制
度

の

道
路
財
源
の
確
保

道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
と
充
実
を
図
る
。

自
動
車
重
量
税
は
道
路
財
源
と
し
て
確
保
し
、
そ

の
負
担
の
公
平
を
図
る
。

一
般
財
源
の
投
入
を
拡
大
す
る
。

②

融
資
制
度
の
活
用

道
路
の
機
能
及
び
整
備
効
果
を
高
め
る
関
連
事
業

に
対
し
て
道
路
開
発
資
金
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

融
資
な
ど
の
手
法
に
よ
る
整
備
促
進
施
策
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
。

3

有
料
道
路
制
度

◎

有
料
道
路
制
度
の
･一
層
の
活
用

地
域
活
性
化
を
図
り
、
均
衡
あ
る
国
土
構
造
を
実

現
す
る
う
え
で
重
要
な
高
規
格
幹
線
道
路
な
ど
の
整

備
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
有
料
道
路
制
度
の
一

層
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。

の

有
料
道
路
制
度
の
活
用
方
策

適
正
な
料
金
水
準
の
も
と
で
有
料
道
路
制
度
を
活

用
し
て
い
く
た
め
、
建
設
･
管
理
の
経
費
の
節
減
、

償
還
制
度
の
運
用
の
改
善
や
助
成
方
策
の
拡
充
な
ど

を
進
め
る
。

㈱

利
用
者
の
視
点
に
た
っ
た

一
層
の
充
実

渋
滞
対
策
や
情
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど
有
料
道
路
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
料
金
徴
収
シ
ス

テ
ム
や
割
引
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
有
料
道
路
に
対

す
る
利
用
者
の
理
解
を
一
層
得
ら
れ
や
す
い
も
の
と

す
る
た
め
の
施
策
を
充
実
す
る
。
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4

整
備
推
進
方
策
の
拡
充

沿
道
と
沿
道
地
域
と
の
一
体
的
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
幹
線
道
路
の
沿
道
に
官
民
の
共
同
に
よ

り
歩
道
を
補
完
す
る
公
共
的
空
間
の
整
備
を
図
る
。

道
路
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
各
種
施
策

の
活
用
に
よ
る
用
地
取
得
と
工
事
の
平
準
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
高
度
化
す
る
課
題
に
対
応
す
る
新

技
術
の
導
入
･
普
及
な
ど
を
推
進
す
る
。

5

道
路
新
技
術
の
開
発
･
導
入
の
促
進

印

道
路
新
技
術
開
発
･
導
入
の
条
件
整
備

①

道
路
新
技
術
開
発
計
画
の
策
定

道
路
新
技
術
の
計
画
的
な
開
発
を
推
進
す
る

た
め
、
重
点
開
発
テ
j
マ
、
開
発
目
標
年
次
や

目
標
水
準
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
道
路
新
技
術

開
発
計
画
を
策
定
す
る
。

②

体
制
の
整
備



自
動
車
技
術
、
情
報
･
通
信
技
術
を
は
じ
め
、

他
分
野
と
の
技
術
の
連
合
を
図
り
な
が
ら
道
路

新
技
術
開
発
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
体
制
を

整
備
す
る
。

③

研
究
開
発
経
費
な
ど
の
拡
大

研
究
開
発
予
算
の
拡
大
な
ど
を
図
る
。

②

技
術
開
発
の
具
体
的
方
向

①

ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
安
全
性
･
快
適
性
の
向

上
を
図
る
技
術

事
故
回
避
･
自
動
制
御
･
自
動
操
舵
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
運
転
支
援
技
術
、
自
動
運
転
技
術
な

ど
。

②

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
対
応
し
た
高
付
加

価
値
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
技
術

路
車
間
情
報
通
信
シ
ネ
テ
ム
、
歩
行
者
用
情

報
案
内
シ
ス
テ
ム
、
料
金
自
動
徴
収
シ
ス
テ
ム
、

車
種
判
別
シ
ス
テ
ム
な
ど
。

③

新
た
な
物
流
を
可
能
と
す
る
技
術

地
下
開
発
技
術
、
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
新
た
な
搬
送
技
術
な
ど
。

④

環
境
保
全
及
び
地
球
資
源
の
有
効
活
用
の
た

め
の
技
術

排
気
ガ
ス
･
騒
音
な
ど
の
低
減
技
術
、
緑
化

技
術
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
再

生
利
用
技
術
、土
質
改
良
技
術
、
ソ
ー
ラ
･
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
技
術

な
ど
。

⑤

新
た
な
交
通
軸
の
形
成
を
可
能
と
す
る
技
術

超
長
大
橋
梁
、
水
中
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
超
大

規
模
構
造
物
技
術

(超
軽
量
高
強
度
素
材
技
術
、

構
造
解
析
･
設
計
技
術
、
計
測
･
施
工
技
術
な

ど
)。

⑥

施
工
･
維
持
管
理
の
安
全
性
向
上
･
省
力
化

･
高
度
化
･
低
廉
化
を
図
る
技
術

工
事
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
、
プ
レ
ハ
ブ
化

･
ユ

ニ
ッ
ト
化
技
術
、
急
速
施
工
技
術
、
走
行
車
両

の
軸
重
自
動
計
測
技
術
、
道
路
情
報
の
デ
ー

タ
ー
べ
!
ス
化
、
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
技
術

な
ど
。

七

第
佝
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交

通
確
保
五
箇
年
計
画

国
土
面
積
の
約
六
割
、
人
□
の
約
二
割
を
占
め
る

積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
生
活
の
安
定
を
確
保

し
、
地
域
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
に
広
く

諸
活
動
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
雪
国
社
会
の
変
化

に
対
応
し
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な

冬
期
道
路
交
通
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
%こ

の
た
め
、
第
ゆ
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交

通
確
保
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
雪
寒
施
策
の
拡
充

強
化
を
図
る
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
国
道
か
ら
市

町
村
道
に
い
た
る
道
路
網
に
お
い
て
よ
り
効
率
的
な

対
策
を
行
う
た
め
、
新
た
に
地
方
単
独
事
業
を
含
め

た
総
合
的
な
計
画
と
し
て
策
定
す
る
。

1

全
国
的
な
交
流
の
拡
大
に
対
応
で
き
る
幹
線
道

路
の
冬
期
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

積
雪
時
に
も
道
路
幅
員
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
消

雪
施
設
、
流
雪
溝
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

特
に
堆
雪
幅
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
冬
期
交
通
ネ
ッ
ク
個
所
を
解
消
す
る
た
め
、

な
だ
れ
や
地
吹
雪
の
要
対
策
個
所
の
解
消
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
急
坂
路
区
間
の
対
策
と
し
て
チ
ェ
ー

ン
着
脱
場
の
整
備
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、
急
勾
配
、

急
カ
ー
ブ
区
間
に
お
け
る
冬
期
交
通
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
局
部
的
な
拡
幅
な
ど
を
行
う
雪
寒
局
部

改
良
事
業
を
推
進
す
る
。

2

人
に
優
し
い
冬
期
歩
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

通
学
路
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て
頻
繁
に
利
用

さ
れ
る
路
線
を
中
心
と
し
て
早
急
に
安
全
な
冬
期
歩

行
者
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
歩
道
除
雪
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
消
雪
施
設
、
流
雪
溝
な
ど
の
整
備

を
促
進
す
る
。
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3

雪
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
よ
る
雪
対
策
の
推
進

市
街
地
に
お
い
て
、
き
め
細
か
く
冬
期
道
路
交
通

を
確
保
す
る
た
め
、
効
率
的
な
運
搬
･
排
雪
に
資
す

る
堆
雪
場
を
積
極
的
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
新
た
に
堆
雪
場
の
整
備
を
図
る
。
さ
ら
に
、

地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
す
る
除
排
雪
に
対

し
、
流
雪
溝
や
小
型
除
雪
機
械
、
堆
雪
場
の
整
備
な

ど
の
支
援
を
行
う
。

(参
考
)

1

雪
寒
指
定
路
線
の
規
準

(参
照
条
文

雪
寒

法
第
三
条
、
施
行
令
第
一
条
)

二
月
の
積
雪
の
深
さ
の
最
大
値
の
累
年
平
均

(最

近
五
年
以
上
の
間
に
お
け
る
平
均
を
い
う
。
以
下

同
じ
)
が
五
○
伽
以
上
の
地
域
ま
た
は
一
月
の
平

均
気
温
の
累
年
平
均
が
摂
氏
0
度
以
下
の
地
域
内

に
存
す
る
道
路
で
、
そ
の
交
通
量
が
建
設
大
臣
が

運
輸
大
臣
の
意
見
を
聞
い
て
定
め
る
道
路
の
交
通

量
の
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
産
業
の
振
興
ま
た
は
、

民
生
の
安
定
の
た
め
道
路
の
交
通
確
保
が
特
に
必

要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

2

雪
寒
地
域
の
面
積
人
ロ

4

構
造
的
･
恒
久
的
な
雪
寒
対
策
の
拡
充
･
強
化

道
路
整
備
に
あ
た
っ
て
は
必
要
な
堆
雪
幅
を
確
保

約

す
る
な
ど
道
路
構
造
に
よ
る
対
応
を
図
る
ほ
か
、
雪

労

寒
対
策
の
効
率
化
の
た
め
、
よ
り
的
確
か
つ
効
率
的

十　　

な
除
雪
と
道
路
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
に
資
す
る
気

酌

象
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図
る
。
さ
ら
に
、
消
雪

施
設
な
ど
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
効
率
的
に
活
用
で
き

る
よ
う
適
切
な
維
持
修
繕
を
行
う
と
と
も
に
老
朽
施

設
の
更
新
を
進
め
る
。

八

第
8
次
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備

計
画

奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
事
業
は
、
交
通
条
件

が
極
め
て
悪
く
産
業
の
開
発
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
山
間
、
奥
地
な
ど
の
地
域
に
お
け
る
産
業
の
総

合
的
な
開
発
の
基
盤
と
な
る
道
路

(奥
地
等
産
業
開

発
道
路
、
以
下

｢奥
産
道
路
｣
と
い
う
)
の
整
備
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
昭
和
四
〇
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
、

第
7
次
整
備
計
画
ま
で
事
業
規
模
を
拡
大
し
つ
つ
実

施
し
て
き
た
が
、
奥
地
な
ど
に
お
い
て
は
、
交
通
条

件
が
悪
い
た
め
、
産
業
開
発
が
十
分
行
わ
れ
て
い
な

い
地
域
が
な
お
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
整
備
す
べ
き

路
線
も
多
く
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
遂
げ
る
た

め
に
は
引
き
続
き
奥
産
道
路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
o

表28 雪寒地域の面積人口

面 積 人 ロ

鼾 対全国シェア, %
千 人 対全国シェア, %

国
域
城
城

地
地
地

寒
轆

金
雪 獺
鰯

0
2
9

印
関
即

蜘れ総
総
加

注)人口は平成2年国勢調査による。面積は平成2年10月 1日現在。

表27 第10次五箇年計画

区 分
第10次五箇年計画
(要求)

第9次五箇年計画
(計画)

A / B
嗽薬量 事業費A 事業量 事業費B

路
雪
雪
止
披

繋

防

計
事

道

管
機

独

寒

雪
国
縦

除
肪
凍

雪

徐

地

787
489
190
873

鵤
れ
れ
驫

鰔鰡ゆ効即鯏柳

‐
獨
饅
夜
職

卸
卸
50
40
20
00
靴

笠
員
咀
粥
20
31
の

L
L
L
L
上
L
a

計
調 聾 費

卿
-

臘 褓
200
拂 “

一

L

合 計

蹴 戦 巌注)第9次における地方単独事業を除く事業は, 7,400億円である。
除雪の事業量は最終計画年度での除雪区間延長である。



表29 (単位 :km)

第 6 次 指 定 第 7 次指定 (案)

区 分 路線数 延長(km) 路 線数 延長(虹砂

趙
通
計

道

県
ず

方

才

地

鸚
町

要

一
市
小

主

215
範
即

泓
498
毅

203
82

笈

佑
那
加

一 69 鸚
合 計 捌 毅 桝鑄繰

ま
た
、
奥
地
な
ど
の
活
性
化
と
地
域
産
業
の
開
発

を
進
め
る
上
で
、
近
年
は
特
に
都
市
を
含
め
た
他
地

域
と
の
交
流
の
必
要
性
が
増
大
し
て
お
り
、
地
域
間

の
連
携
に
も
配
慮
し
た
総
合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

計
画
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
新
た
に
平
成
五
年
度
を
初
年
度
と
す

る
第
8
次
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
を
策
定

す
る
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
単
独
事
業
と

の
連
携
を
図
り
、
奥
産
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
観

点
な
ど
か
ら
、
地
方
単
独
事
業
を
含
め
た
総
合
的
な

計
画
と
し
て
策
定
す
る
。

1

奥
地
等
の
指
定
及
び
奥
産
道
路
指
定
の
見
直
し

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
奥
地
等
の
地
域
指

定
を
見
直
す
と
と
も
に
、
奥
地
な
ど
の
産
業
の
総
合

的
な
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、
主
要
地
方
道
を
新
た

に
含
め
奥
産
道
路
の
指
定
の
見
直
し
を
行
い
、
奥
産

等
の
地
域
と
し
て
二
六
八
市
町
村
、
奥
産
道
路
と
し

て
三
五
囚
路
線
四
、五
九
〇
如
を
指
定
す
る
金
衣
雛
)。

2

第
8
次
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
の
事

業
規
模

道
路
整
備
の
長
期
構
想
の
う
ち
地
方
道
に
つ
い
て

は
二
一
世
紀
初
頭

(二
〇
一
〇
年
-
二
〇
一
五
年
)

ま
で
に
一
次
改
築
を
概
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

奧
産
道
路
に
つ
い
て
は
地
域
の
振
興
を
図
る
観
点
よ

り
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
、
二
〇
〇
五
年
ま
で

に
産
業
開
発
に
必
要
な
道
路
と
し
て
の
整
備
を
お
お

む
ね
完
了
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
8
次
整
備
計
画
に
お
い
て
は
、
奧
産
道
路
と
し

て
指
定
さ
れ
た
道
路
の
う
ち
一
般
都
道
府
県
道
及
び

市
町
村
道
に
つ
い
て
は
、平
成
九
年
(
一
九
九
七
年
)

度
末
の
改
良
率
を
お
お
む
ね
五
○
%
に
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
と
一
体
的
に
機
能
す
る
主
要
地
方
道
に

つ
い
て
は
、
長
期
的
に
全
国
の
主
要
地
方
道
の
整
備

水
準
に
達
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
必
要
な
事
業

費
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
地
方

(単位 :如も億円, % )
表30 第 8次奥地等産業開発道路整備計画

区 分

第8次興産退路整備計画
要 求 第7次興産道路整備計画鬘

定

長

指

廷

4 年 度 来 9 年 度 末

事業量 費簗
A
事 事業量 事蓉費 済

長
良改
廷 改良率 筵良簑 改良率

道
道糠一市

70
20
卯

街
卸
偽

菊
盤
わ

630
加
即

燐
梯

佑
斑
卸

40
43
郎

粉
お
8

鋭
%
靴

蜘
鸚
573

縦
筋

主要地方遺 拗 御 一 鱒 郷 獺 郷 剱
計
地方単独事業

610
nU

｣4骰
戸nY

名 670 潴 釛
影
1
砲
就鑄 鵺し 潔 鸚 脇

計
調 整 費 挫 鱗 街

-

合 計 2,9【ぬ 鯛 躬第7次興産道路整備計画における地方単独事業は実餓である。
第7次興産道路笙鰡計頭における地方単独事葉を除く事業費は, 1,930億円である。第

律

L
a

道

注

○　　
92 .11

特集/第11次道路整備五箇年計画(案)の概要



公
共
団
体
の
行
う
単
独
事
業
を
含
め
て
総
額
二
、
四

五
〇
億
円
を
奥
産
道
路
に
投
資
す
る
も
の
と
し
、
こ

の
う
ち
国
が
負
担
ま
た
は
補
助
す
る
も
の
に
係
る
道

路
の
整
備
に
関
し
、
第
8
次
奥
地
等
産
業
開
発
道
路

整
備
計
画
と
し
て
、
総
額
二
、
四
五
〇
億
円
を
も
っ

て
奥
産
道
路
六
一
〇
虹
を
整
備
す
る
。

(参
考
)

1

政
令
指
定
地
域

(奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整

備
臨
時
措
置
法
第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
移
動
項
、

施
行
令
第
一
条
)

①
一
般
国
道
等
か
ら
一
時
間
以
内
に
到
達
で
き
な

い
地
域
の
面
積
が
当
該
市
町
村
の
面
積
の
二
分
の

一
以
上
を
占
め
、
か
つ
、
②
第
1
次
産
業
就
業
者

比
率
ま
た
は
人
ロ
密
度
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す

市
町
村
の
区
域
内
で
豊
富
な
森
林
資
源
の
存
す
る

地
域
や
観
光
適
地
等
で
そ
の
開
発
が
十
分
に
行
わ

れ
て
い
な
い
地
域
で
あ
る
。

2

路
線
指
定
の
要
件

上
記
政
令
指
定
地
域
と
一
般
国
道
等
と
を
連
絡

す
る
地
方
的
な
幹
線
道
路
で
、
地
域
の
産
業
開
発

の
総
合
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
道
路
。

こ
れ
ま
で
は
、
一
般
都
道
府
県
道
及
び
幹
線
市

町
村
道
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
と
一
体

的
に
機
能
し
一
般
国
道
等
と
連
絡
す
る
主
要
地
方

道
に
つ
い
て
も
対
象
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

九

お
わ
り
に

道
路
は
最
も
根
幹
的
な
社
会
資
本
の
ひ
と
つ
で
あ

る
が
、
そ
の
整
備
は
遅
れ
て
お
り
、
ま
た
道
路
整
備

に
対
す
る
国
民
の
強
い
要
請
に
応
え
る
た
め
に
も
、

第
n
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
基
づ
い
て
道
路
の

整
備
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進
し
、
そ
の
完
全
達

成
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
五
箇
年
計
画
の
推

進
を
支
え
て
き
た
道
路
特
定
財
源
制
度
を
確
保
･
充

実
し
つ
つ
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
、
国
民
各
層
の

理
解
を
得
な
が
ら
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
こ
と

が
基
本
と
考
え
て
お
り
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
、
ご

支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

道行セ 92.11 4 !



特
集
/
第
剛
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
(嚢
)の
概
襲

道
路
整
備
⑭
長
期
構
想
(葉
)建

設
省
道
路
局
企
画
課
課
長
補
佐

祢
屋

誠

は
じ
め
に

い
る
o

建
設
省
道
路
局
は
、
昭
和
五
二
年
八
月
に

｢道
路

整
備
の
長
期
構
想
｣
を
策
定
し
、
第
8
次
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
以
来
、
第
m
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

ま
で
、
こ
の
長
期
構
想
に
示
さ
れ
た
考
え
方
を
も
と

に
高
規
格
幹
線
道
路
か
ら
市
町
村
道
に
至
る
道
路
網

の
体
系
的
整
備
を
進
め
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
約
一
五
年
が
経
過
し
て
お
り
、

最
近
で
は
平
成
二
年
六
月
に
二
一
世
紀
に
向
け
て
着

実
に
社
会
資
本
整
備
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
た
め
の

指
針
と
し
て
｢公
共
投
資
基
本
計
画
｣
(投
資
総
額
…

概
ね
四
三
〇
兆
円
)
が
策
定
さ
れ
、
平
成
四
年
六
月

に
は
新
た
な
経
済
計
画

｢生
活
大
国
5
か
年
計
画
-

地
球
社
会
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て
-
｣
が
策
定
さ
れ

る
な
ど
、
社
会
･
経
済
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て

ま
た
、
道
路
行
政
に
お
い
て
も
昭
和
六
二
年
六
月

に
は
既
定
の
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
等
七
、
六
〇

〇
虹
を
拡
充
し
、
一
四
、
○
○
○
蝿
の
高
規
格
幹
線

道
路
網
計
画
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
お
り
、
今
般
、
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年

計
画
の
策
定
に
際
し
て
、
｢道
路
整
備
の
長
期
構
想
｣

の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

見
直
し
に
あ
た
り
、
平
成
四
年
六
月
に
は
道
路
審

議
会
か
ら
、
道
路
を

｢社
会
空
間
｣
と
と
ら
え
、
社

会
の
側
か
ら
道
路
を
眺
め
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
今
後
の
道
路
整
備
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
し
た

｢建
議
｣
を
提
言
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の

｢建
議
｣
は
、
道
路
審
議
会
に
お
け
る
審
議

を
基
本
と
し
、
平
成
元
年
一
二
月
か
ら
平
成
三
年
八

月
に
か
け
て
二
一
世
紀
の
道
づ
く
り
や
ア
イ
デ
ア
に

つ
い
て
の
一
般
募
集
を
も
と
に
道
づ
く
り
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
ま
と
め
た
｢夢
ロ
ー
ド
21
委
員
会
(委
員
長
…

堺
屋
太
一
)｣
か
ら
の
提
言
や
、
平
成
三
年
一
月
か

ら
平
成
四
年
五
月
に
か
け
て
地
方
単
位
で
今
後
の
道

路
整
備
に
対
す
る
意
見
を
聞
く
た
め
に
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
た
合
計
二
〇
二
回
、
延
べ
参
加
人
数
約
八
、

二
〇
〇
人
の

｢地
方
懇
談
会
｣
か
ら
の
意
見
、
さ
ら

に
平
成
四
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
タ
ー
一
、
三
〇
〇
人
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

｢二
一
世
紀
の
日
本
と
道

路
に
つ
い
て
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
調
査
｣
な
ど
を
参
考
と

し
て
、
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ユ

｢建
議
｣
を
も
と
に
、
｢生
活
大
国
5
か
年
計
画
｣

セ

や

｢公
共
投
資
基
本
計
画
｣
と
の
整
合
性
を
図
り
つ

飾

っ
、
二
一
世
紀
初
頭
(二
〇
一
〇
年
i
二
〇
一
五
年
)

2ノ4

を
整
備
目
途
と
し
た
、
新
し
い

｢道
路
整
備
の
長
期



構
想
｣
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

｢道
路
整
備
の
長
期
構
想
｣
は
、
現
在
、
葉
の
段

階
で
あ
る
が
、
以
下
に
本
文
の
内
容
に
沿
っ
て
、
整

備
水
準
を
中
心
と
し
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

第
倖
章

交
通
と
道
路
の
現
状
と
課
題

の

交
通
の
推
移
と
現
状

鉄
道
等
の
他
の
交
通
機
関
と
の
比
較
に
よ
り
、
自

動
車
交
通
の
推
移
、
役
割
、
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
ま

と
め
た
。

②

地
域
の
変
化
と
現
状

ブ
ロ
ッ
ク
別
人
ロ
の
推
移
、
人
ロ
階
級
別
都
市
数
、

自
動
車
保
有
台
数
や
走
行
台
キ
ロ
な
ど
の
地
域
別
割

合
か
ら
、
地
域
の
変
化
、
地
域
と
自
動
車
交
通
と
の

関
係
等
を
ま
と
め
た
。

③

道
路
及
び
自
動
車
交
通
の
現
状
と
展
望

車
社
会
の
急
激
な
進
展
に
対
応
し
て
、
着
実
に
道

路
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
道
路
は
経
済
の

発
展
は
も
ち
ろ
ん
、
豊
か
な
生
活
、
暮
ら
し
の
安
定

を
支
え
て
き
た
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
道
路
に
関

す
る
世
論
調
査

(平
成
三
年
二
月
り
総
理
府
)
に
よ

る
道
路
に
対
す
る
不
満
、
高
速
道
路
整
備
水
準
の
国

際
比
較
、
一
般
道
路
の
整
備
水
準
、
交
通
渋
滞
の
状

況
、
交
通
事
故
死
者
数
を
示
し
、
整
備
水
準
の
低
さ
、

及
び
整
備
推
進
の
必
要
性
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
自
動

車
交
通
の
展
望
と
し
て
、
将
来
の
運
転
免
許
保
有
者

数
や
自
動
車
保
有
台
数
の
増
加
、
国
民
経
済
及
び
地

方
経
済
の
拡
大
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
の
走
行
台
キ
ロ

は
、
一
九
九
〇
年
の
四
割
増
程
度
に
な
る
と
予
測
し

た
。

@

社
会
の
新
た
な
変
化
と
道
路

道
路
整
備
の
量
的
、
質
的
な
遅
れ
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
生
活
の
豊
か
さ
を
求
め
る
動
き
、
活
動
時
間

帯
の
二
四
時
間
化
な
ど
交
流
の
拡
大
、
東
京
へ
の
一

極
集
中
の
激
化
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
産
業

･
経
済

の
新
し
い
変
化
へ
の
対
応
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。
こ
の
た
め
、量
的
な
整
備
は
も
と
よ
り
、
｢ゆ

と
り
｣
や

｢う
る
お
い
｣
と
い
っ
た
質
的
な
向
上
も

望
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
特
に
、
今
後
は
高
齢
者
や
女

性
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
一
層
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て

お
り
、
｢だ
れ
も
が
使
い
や
す
い
道
路
｣
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
加
え
て
、
自
然
環
境
の
保
全
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
、
環
境
と
の
調
和
も
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

第
2
章

道
路
整
備
の
基
本
的
考
え
方

○

わ
が
国
の
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
め
ざ
す
基

本
的
方
向

｢生
活
大
国
5
か
年
計
画
-
地
球
社
会
と
の
共
存

を
め
ざ
し
て
ー
｣
で
示
さ
れ
た

｢地
球
社
会
と
共
存

“

し
、
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
実
感
で
き
る
生
活
大
国
｣

幻

を
受
け
、
道
路
整
備
の
長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
住

セ

宅
･
社
会
資
本
整
備
の
め
ざ
す
基
本
的
方
向
と
し
て
、

酪

『活
力
あ
る
経
済
に
支
え
ら
れ
た

｢ゆ
と
り
社
会
｣

の
実
現
』
を
指
向
す
る
こ
と
と
し
た
d

②

道
路
整
備
の
基
本
的
方
向

社
会
･
経
済
状
況
の
変
化
や
生
活
大
国
5
か
年
計

画
等
を
踏
ま
え
、
活
力
あ
る
経
済
活
動
に
支
え
ら
れ

た

｢ゆ
と
り
社
会
｣
の
実
現
の
た
め
に
、
｢の
豊
か
な

生
活
の
実
現
｣、
｢②
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
｣、
｢③

人
･
自
然
に
優
し
い
環
境
の
形
成
｣
の
主
要
課
題
(図

1
参
照
)
に
重
点
を
置
き
、
道
路
整
備
の
推
進
を
図

る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
道
路
は
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動
等
あ
ら

ゆ
る
社
会
活
動
を
支
え
る
空
間
で
あ
り
、
個
人
に
よ

る
使
い
方
に
よ
っ
て
そ
の
機
能
に
大
き
な
影
響
を
受

け
る
。
つ
ま
り
、
道
路
は
極
め
て
社
会
性
の
強
い
空

間
で
あ
り
、
｢社
会
空
間
｣
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
今
後
、
『人
と
く
ら
し
を
支
え
る

｢社
会

空
間
｣』
の
認
識
の
も
と
、次
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ

て
施
策
の
展
開
を
図
る
。

の

複
合
的
施
策
の
展
開

道
路
に
関
し
て
は
、
道
路
利
用
者
、
地
域
生
活
者
、



関
係
機
関
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
道
路
管
理
者
な
ど

極
め
て
多
く
の
関
係
者
が
存
在
し
て
い
る
。
『道
路

③

道
路
整
備
の
主
要
課
題
及
び
整
備
水
準

は

｢社
会
空
間
｣
で
あ
る
』
と
い
う
認
識
か
ら
、
各

図
1
の
基
本
的
方
向
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主

関
係
者
の
既
存
の
枠
を
越
え
た
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
要
課
題
毎
に
整
備
水
準
を
示
し
た
。

こ
の
た
め
、
様
々
な
関
係
者
の
協
力
と
連
携
の
も
と

○

豊
か
な
生
活
の
実
現

に
、
作
り
方
か
ら
使
い
方
ま
で
含
め
た
複
合
的
な
取

①

安
全
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

り
組
み
を
推
進
す
る
。

④

円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保

②

多
様
な
空
間
機
能
の
充
実

高
規
格
幹
線
道
路
網
か
ら
歩
行
者
、
自
転
車
の
た

道
路
の
役
割
と
し
て
、
今
後
、
一
層
重
要
に
な
っ

め
の
道
路
網
ま
で
、
体
系
的
な
整
備
の
推
進
が
必
要

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
、
景
観
形
成
、
収
容
機
能
な

で
あ
り
、
諸
外
国
と
の
比
較
、
将
来
の
土
地
利
用
状

ど
、
多
様
な
空
間
機
能
の
充
実
を
図
る
。

況
、
幹
線
道
路
で
連
絡
す
べ
き
拠
点
等
を
も
と
に
、

③

総
合
的
な
交
通
機
能
の
強
化

幹
線
道
路
網
の
将
来
構
想

(表
1
)
を
定
め
、
こ
れ

｢ゆ
と
り
社
会
｣
を
支
え
る
交
通
基
盤
を
形
成
す

に
基
づ
き
道
路
網
の
体
系
的
整
備
を
推
進
す
る
。
ま

る
た
め
、
自
動
車
交
通
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
他

た
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
の
中
、
利
用
者
の

の
交
通
機
関
と
の
連
携
、
歩
行
者
･
自
転
車
の
復
権
、
交
通
ニ
ー
ズ
を
尊
重
し
な
が
ら
、
自
動
車
交
通
で
は

｢た
ま
り
｣
空
間
の
重
視
な
ど
、
地
域
特
性
、
交
通

無
駄
を
省
き
、
強
権
的
で
は
な
い
範
囲
で
需
要
を
マ

特
性
に
応
じ
た
交
通
機
能
の
強
化
を
図
る
。
ま
た
、

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
円

渋
滞
解
消
に
よ
り
、
省
エ
ネ
型
社
会
の
形
成
に
資
す

滑
な
道
路
交
通
の
実
現
の
た
め
の
施
策
の
体
系
を
と

る
。

り
ま
と
め
る
と
図
2
の
よ
う
に
な
る
。

@

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
支
援

必
要
な
道
路
整
備
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
、

各
都
道
府
県
に
お
い
て
地
方
版
長
期
構
想
及
び
地

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
施
策
を
総
合
的
に

方
版
五
箇
年
計
画
も
策
定
し
、
道
路
整
備
計
画
を
国

推
進
し
、
地
方
都
市
及
び
三
大
都
市
圏
の
人
口
集
中

民
に
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
役
立
て
て
い
た
だ
く

地
区
に
お
け
る
朝
夕
の
道
路
の
平
均
走
行
速
度
を
、

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く

そ
れ
ぞ
れ
二
二
如
/
h
か
ら
三
○
如
/
h
、
一
八

り
、
さ
ら
に
地
域
の
社
会
･
経
済
活
動
等
を
支
援
し

如
/
h
か
ら
二
五
如
/
h
に
引
き
上
げ
る
。
ま
た
、

て
い
く
。

一･般
道
路
を
走
る
と
き
混
雑
に
巻
き
込
ま
れ
る
割
合

44 通行セ 92.1l
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図 1 道路整備の基本的方向(体系図)
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表 1 幹線道路網の将来構想

現在の将来構想 現 況 新たな将来構想 交 通 分 担

延 長 実 延 長 整備済延長 延 長 1990年 将 来

広
域
幹
線
道
路
網

高規格幹線道路 10'000 5,930 5,930 14,000 7 % 18 %

一 般 国 道 50,000 53,190 30,440 概ね 70,000 31 % 31 %

都 道 府 県 道
うち

主 要 地 方 道

一般都道府県道

150,000

(60,000)

(90,000)

122,900

44,680

78,220

57,920

22,790

35,130

概ね 170,000

(概ね 70,000)

(概ね 100,000)

33 % 31 %

計 210,00O 182,020 94,290 2505000 71 % 81 %

幹 線 市 町 村 道 200,000 202,280 140,300 200,000 29 % l9 %

合 計 410,00O 384,300 234,590 450,000 100 % 100 %

(混
雑
交
通
量
率
)
を
現
在
の
概
ね
半
分
に
下
げ
る
。

⑲

地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
施
策
の
推
進

歩
行
、
自
転
車
、
自
動
車
、
鉄
道
、
内
航
海
運
等

各
種
交
通
機
関
を
、
そ
の
特
性
に
応
じ
な
が
ら
利
用

注) 1 . 現況の高規格幹線道路の延長は平成 4年度末、 その他の道路の実延長は平成 3年 4月 1日現

在の値。 また、 整備延長は平成 4年度末の見込み値。 但し、 一般国道の追加指定 (平成 5年

4月 1日施行) 後の見込み延長である。
2 . 改良済延長とは、 幅員 5. 5 m 以上の改良済の区間をいう。 但し、 幹線市町村道の改良済延長

には、 幅員5.5m 未満も含む。
3 , 一般国道、 主要地方道の中から概ね 2万kmを規格の高い道路である地域高規格道路網として

計画。

ツ トワー ク盡 悶

(多事線化、十分な幅員の確保等)

ボ トル ネツタ の (交差点改良、立体化等)

(各種交通機関の連携強化、 バス利用促進のため
の道路整備、駅前広場、 パークアンドライド用
駐車場等の整備)い やすきの

路 の
(交通管制の高度化、リバーシブルレーン、駐車

利 用
対策、情報サービスの高度化、路上工事の適切
な実施等)

交
通
容
量
の
拡
大

交 通 運 用 の
改 善

及
(新物流システム、料金自動徴収システム等)

(人流 :カープール等相乗り促進)
(物流 :ロジスティクスの高度化、物流拠点の整備等)

(フレックスタイム、 時差出勤、休日の分散等)

交
通
需
要

利 用 の
の 工

交通負荷 の′･さ い (職住近接型都市構造の構築、交通アセスメント
づ く り の導入等)

適 切 な 利
の 誘 導 コス ト 、“に

誘
(プライシング等)

図 2 円滑な道路交通の実現の体系



し
て
社
会
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
前

駅
等
全
体
の
約
五
割
に
つ
い
て
、
自
動
車
専
用
道
路

の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
。
関
係
機
関
と
の
連
携
の

提
と
し
て
、
社
会
全
体
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
総
合

な
ど
質
の
高
い
道

に
よ
っ
て
崗

泉
清

も
と
･
シ

憲

一
勺

･

寸

･

的
な
交
通
体
系
を
め
ざ
し
、
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
政

策
の
推
進
を
図
る
。
な
か
で
も
自
動
車
は
、
そ
れ
自

体
が
最
も
身
近
で
使
い
や
す
い
交
通
機
関
で
あ
る
と

同
時
に
、
各
種
交
通
機
関
を
支
え
る
性
格
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
自
動
車
の
特
性
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
道
路
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
特
に
各
種
交
通

機
関
の
特
性
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
地
域
モ
ー

ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
施
策
を
推
進
す
る
。

モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
政
策
と
は
、
地
域
特
性
、
交

通
特
性
等
に
応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
交
通
機
関
が
そ
の
特

性
を
十
分
発
揮
･
活
用
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
す
、
総

合
的
な
交
通
政
策
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

道
路
整
備
に
お
い
て
は
、
特
に
、
各
種
交
通
機
関
の

使
い
や
す
さ
を
向
上
さ
せ
る
地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク

ス
施
策
を
推
進
す
る
。
地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
を

実
現
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、

｢地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
行
動
計
画
｣
を
策
定
す

る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
特
に
、
空
港
･
港
湾
･
新
幹

線
駅
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、
交
通
結
節
点
等
の
整

備
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
施
策
の
実
施
に
よ
り
、

主
要
な
空
港
、
港
湾
、
新
幹
線
駅
の
う
ち
、
第
一
種

及
び
第
二
種
空
港
の
大
半
、
各
都
道
府
県
に
一
港
以

上
の
重
要
港
湾
、
比
較
的
乗
降
客
数
の
多
い
新
幹
線

な
ど
質
の
高
い
道
路
に
よ
っ
て
高
規
格
幹
線
道
路
の

イ
ン
タ
J
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
連
結
す
る
。
ま
た
、
バ
ス

レ
J
ン
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
、
道
路
拡
幅
等
の
バ
ス
利

用
促
進
の
た
め
の
道
路
整
備
に
よ
り
、
市
街
地
に
お

け
る
バ
ス
表
定
速
度
を
現
在
よ
り
二
割
程
度
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
三
大
都
市
圏
と
地
方
中
枢
都
市
の

環
状
方
向
や
拠
点
地
区
に
お
け
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム
、

及
び
地
方
中
核
都
市
の
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
を
中
心

に
約
四
○
路
線
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
等
を
完
成
す
る
。

さ
ら
に
、
全
国
の
乗
降
客
数
概
ね
五
、
0
0
0
人
以

上
の
駅
前
広
場
の
約
八
割
を
概
成
、
乗
降
客
数
の
多

い
地
区
に
お
け
る
歩
行
者
支
援
施
設
を
約
六
○
地
区

整
備
、
地
方
都
市
の
中
心
都
市
等
に
お
け
る
バ
ス
交

通
広
場
を
約
二
五
〇
箇
所
整
備
、
な
ど
交
通
結
節
施

設
の
整
備
を
推
進
す
る
。
そ
の
結
果
、
交
通
の
輻
輳

す
る
都
市
部
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
適
切
な
交
通

機
関
分
担
を
図
り
、
渋
滞
緩
和
、
環
境
改
善
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
る
。

⑯

総
合
的
駐
車
対
策

官
民
の
役
割
分
担
に
よ
る
駐
車
場
整
備
の
計
画
的

推
進
に
よ
り
市
街
地
に
お
け
る
駐
車
場
充
足
率
を
引

き
上
げ
、
概
ね
充
足
さ
せ
る
。
ま
た
、
概
ね
人
ロ
ー

○
万
人
以
上
の
都
市
圏
を
対
象
と
し
て
、
駐
車
場
の

位
置
や
滴
空
状
況
な
ど
の
情
報
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
提

供
す
る
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
駐
車
場

も
と
、
こ
れ
ら
の
総
合
的
な
駐
車
対
策
を
推
進
し
、

交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
市
街

地
に
お
け
る
路
上
駐
車
を
概
ね
解
消
す
る
。

⑭

総
合
的
な
道
路
交
通
情
報
の
提
供

路
線
番
号
･
標
識
･
キ
ロ
ポ
ス
ト
･
地
図
の
連
動

化
に
よ
る
利
用
者
に
わ
か
り
や
す
い
道
路
案
内
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
る
冠
○
｣
Z
弓
□
幻
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム

の
整
備
等
に
よ
る
道
路
交
通
情
報
提
供
の
一
層
の
充

実
を
図
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
都
道
府
県
道
以
上
が

相
互
に
交
わ
る
交
差
点
の
案
内
標
識
の
整
備
を
概
成

さ
せ
、
ま
た
、
都
道
府
県
道
以
上
を
走
行
し
た
場
合
、

約
八
割
の
区
間
で
路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
多

様
な
情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

◎

道
路
空
間
利
用
の
適
正
化

共
同
溝
の
整
備
促
進
に
よ
り
県
庁
所
在
都
市
及
び

地
方
の
中
核
都
市
等
、
概
ね
八
○
都
市
の
幹
線
道
路

(約
て

一
四
〇
蛔
)
に
お
い
て
占
用
工
事
に
伴
う

掘
り
返
し
を
抑
制
す
る
。
さ
ら
に
、
工
事
の
共
同
施

工
、
集
約
化
等
の
調
整
、
集
中
工
事
の
実
施
、
工
期

短
縮
の
た
め
の
工
法
･
制
度
な
ど
の
検
討
等
に
よ
り
、

大
都
市
部
の
路
上
工
事
件
数
を
概
ね
半
減
さ
せ
、
道

路
空
間
利
用
の
適
正
化
を
図
る
。

①

総
合
的
な
物
流
対
策

三
大
都
市
圏
及
び
地
方
中
枢
都
市
等
に
お
い
て
高
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規
格
幹
線
道
路
と
一
体
的
に
広
域
型
物
流
拠
点
約
七

○
箇
所
及
び
広
域
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
!
ク
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
東
京
で
は
現
在
の
地
下
鉄
の
半
分
強
、
名
古

屋
、
大
阪
に
お
い
て
は
現
在
の
地
下
鉄
並
の
密
度
で

都
市
内
新
物
流
シ
ス
テ
ム
約
三
六
〇
如
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
東
京
-
大
阪
間
の

優
先
度
の
高
い
区
間
で
都
市
間
新
物
流
シ
ス
テ
ム
を

概
成
、
及
び
三
大
都
市
圏
で
ル
ー
プ
部
の
一
部
を
整

備
し
、
併
せ
て
約
四
九
〇
虹
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
道
路
交
通
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
機
能
の
強
化
、
物

流
の
効
率
化
を
図
る
。

⑭

国
際
化
社
会
に
向
け
た
道
路
の
整
備

日
本
語
を
理
解
で
き
な
い
外
国
人
で
も
目
的
地
ま

で
円
滑
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
案
内
標
識

の
ロ
ー
マ
字
併
記
を
概
ね
概
成
す
る
と
と
も
に
、
外

国
語
に
よ
る
道
路
交
通
情
報
の
提
供
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
出
入
国
、
国
際
交
通
の
拠
点
と
な
る
港
湾
･

空
港
と
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
絡
強
化
を
図

り
、
国
際
交
通
に
対
応
し
た
道
路
整
備
を
推
進
し
、

国
際
空
港
に
つ
い
て
は
自
動
車
専
用
道
路
等
に
よ
る

ア
ク
セ
ス
率
を
約
七
割
と
す
る
。

②

安
全
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

@

総
合
的
交
通
安
全
政
策

安
心
し
た
く
ら
し
を
支
え
る
道
路
は
、
災
害
に
対

す
る
安
全
性
、
交
通
事
故
に
対
す
る
安
全
性
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
な
か
で
も
、

年
間
一
万
一
千
人

(平
成
元
年
か
ら
三
年
連
続
)
に

も
達
す
る
交
通
事
故
死
者
数
の
削
減
が
急
務
で
あ
り
、

国
民
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

の

抜
本
的
対
策
と
し
て
、
高
規
格
幹
線
道
路
等

の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

安
全
性
の
高
い
自
動
車
専
用
道
路
、
バ
イ
パ
ス
･

環
状
道
路
等
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
高
速
自
動
車

国
道
等
の
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
、
交
通
安
全
施

設
等
の
整
備
、
的
確
な
道
路
情
報
の
提
供
、
渋
滞
区

間
の
改
良
等
を
推
進
す
る
。

⑬

事
故
多
発
地
点
の
改
良
等

歩
道
設
置
に
よ
る
人
と
車
の
動
線
分
離
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
死
亡
事
故
の
約
四
割
は
交
差
点
及
び
そ

の
付
近
で
生
じ
て
お
り
、
約
六
割
は
夜
間
に
お
い
て

発
生
し
て
お
り
、
交
差
点
改
良
、
及
び
道
路
照
明
の

設
置
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
事
故
多
発
地
点
の
抽

出
、
事
故
原
因
の
解
析
、
効
果
的
な
対
策
の
立
案
を

科
学
的
総
合
的
に
行
う
た
め
、
鰯
交
通
事
故
分
析
セ

ン
タ
ー
等
を
活
用
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
た
対
策

を
推
進
す
る
。

回

計
画
的
な
歩
行
者

･
自
転
車
空
間
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備

歩
行
者
、
自
転
車
の
動
線
と
自
動
車
の
動
線
を
分

離
す
る
た
め
、
連
続
性
の
確
保
さ
れ
た
歩
行
者
･
自

転
車
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
計
画
的
整
備
を
推
進
す

る
↓。日

次
世
代
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
開
発
･
導
入

事
故
発
生
の
危
険
を
予
知
し
、
未
然
に
回
避
行
動

が
と
れ
る
よ
う
、
事
故
回
避

(事
故
警
告
)、
自
動

制
御
、
自
動
操
舵
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
含
む
次
世
代

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
早
急
に
開
発
を
進
め
、

逐
次
導
入
す
る
。

ま
た
、
踏
切
事
故
防
止
の
た
め
、
踏
切
道
の
立
体

交
差
化
及
び
構
造
改
良
を
推
進
す
る
。

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ
こ
に
示

し
た
幹
線
道
路
の
整
備
や
事
故
多
発
地
点
の
改
良
、

歩
行
者
自
転
車
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
事
故

回
避
の
た
め
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
開
発
･
導
入
等

に
よ
り
、
交
通
事
故
死
者
数
を
半
減
さ
せ
る
。

◎

高
齢
者
等
の
た
め
の
道
路
整
備

歩
行
者
等
の
利
用
の
多
い
道
路
に
お
い
て
、
車
椅

子
利
用
者
も
楽
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
児
童

等
の
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
歩
道
二
一
万

畑
の
約
五
割
、
一
〇
万
虹

(歩
道
の
必
要
な
延
長
二

六
万
畑
に
対
し
て
は
約
四
割
)
は
、
幅
員
概
ね
三
m

以
上
の
幅
の
広
い
歩
道
と
す
る
。
さ
ら
に
、
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
、
ス
ロ
ー
プ
や
昇
降
装
置
付
の
立

体
横
断
施
設
等
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者
ド
ラ

イ
バ
ー
の
増
加
等
に
対
応
し
て
、
休
憩
施
設
や
付
加

車
線
等
を
整
備
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
高
齢
者
、

身
体
障
害
者
や
児
童
等
も
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送



れ
る
よ
う
に
す
る
。

⑮

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
創
造

地
方
生
活
圏
中
心
都
市
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
概
ね
三
年
に
一
回
以
上
、

豪
雨
等
を
原
因
と
し
て
通
行
規
制
が
行
わ
れ
る
市
町

村
を
概
ね
解
消
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
度
医
療
機

関
等
、
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
に

ほ
ぼ
い
つ
で
も
行
け
る
よ
う
に
な
り
、
魅
力
の
あ
る

地
域
社
会
が
創
造
さ
れ
る
。

⑭

雪
国
の
暮
ら
し
の
安
定
と
活
力
を
支
え
る
道

路
整
備

積
雪
地
域
内
の
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
に
お
い

て
、
積
雪
時
に
も
十
分
な
幅
員
が
確
保
で
き
る
道
路

の
割
合
を
約
八
割
ま
で
向
上
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
般
国
道
、
主
要
地
方
道
に
つ
い
て
は
概
ね
十
分
な

幅
員
が
確
保
さ
れ
る
。
ま
た
、
積
雪
地
域
の
市
街
地

内
に
お
け
る
歩
道
に
お
い
て
、
冬
期
で
も
歩
行
者
の

歩
け
る
空
間
が
確
保
で
き
る
歩
道
の
割
合
を
約
七
割

ま
で
向
上
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
通
学
路
に
つ
い

て
は
概
ね
歩
行
空
間
が
確
保
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、

雪
国
の
生
活
の
安
定
を
確
保
し
、
地
域
の
振
興
を
図

ろ
↓。◎

道
路
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供

路
面
の
維
持
管
理
に
よ
り
、
幹
線
道
路

(都
道
府

県
道
以
上
の
道
路
)
に
お
い
て
約
七
割
の
区
間
で
路

面
に
凹
凸
や
ひ
び
わ
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
に
保

ち
、
雨
天
時
に
も
水
は
ね
等
が
少
な
く
、
快
適
な
走

行
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
こ
の
他
、
橋
梁
等
の
修

繕
や
更
新
の
推
進
、
管
理
の
効
率
化
、
道
路
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
を
図
り
、
よ
り
質
の
高
い

道
路
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
す
る
。

③

快
適
な
生
活
環
境
の
創
造

@

快
適
な
歩
行
者
･
自
転
車
交
通
の
た
め
の
空

間
の
形
成

歩
行
者
等
の
利
用
の
多
い
道
路
に
お
い
て
、
快
適

に
歩
行
で
き
る
よ
う
歩
道
二
一
万
虹
の
約
五
割
、
一

〇
万
如

(歩
道
の
必
要
な
延
長
二
六
万
鬮
に
対
し
て

は
約
四
割
)
は
、
幅
員
概
ね
三
m
以
上
の
幅
の
広
い

歩
道
と
す
る
。
ま
た
、
歩
行
者
専
用
道
等
、
歩
行
者

の
た
め
の
空
間
に
つ
い
て
、
地
方
都
市
の
拠
点
地
区

と
商
業
市
街
地
で
緊
急
に
整
備
が
必
要
な
路
線
を
完

成
さ
せ
、
整
備
延
長
を
約
二
、
三
〇
〇
畑
と
す
る
。

さ
ら
に
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
、

自
転
車
駐
車
場
の
整
備
に
よ
り
、
三
大
都
市
圏
の
駅

周
辺
等
に
お
け
る
放
置
自
転
車
を
概
ね
解
消
す
る
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
安
全
･
快
適
で
誰
も
が
利
用
し
た

く
な
る
よ
う
な
歩
行
者
･
自
転
車
の
た
め
の
空
間
整

備
を
実
現
す
る
。

⑲

沿
道
と
連
携
し
た
景
観
整
備
と

｢た
ま
り
｣

機
能
の
充
実

｢た
ま
り
｣
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
民
間
等

の
休
憩
機
能
を
持
つ
施
設
も
活
用
し
つ
つ
、
主
要
幹

線
道
路
に
お
い
て
休
憩
施
設
を
、
そ
の
間
隔
が
一
〇

ー
二
〇
蝿
を
目
安
と
し
、
最
大
で
も
二
五
虹
程
度
と

な
る
よ
う
整
備
す
る
。
ま
た
、
沿
道
と
連
携
し
た
景

観
整
備
と
し
て
、
概
ね
2
/
3
の
市
町
村
に
お
い
て

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
道
路
空
間
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

約
八
、
0
0
0
畑
の
電
線
類
の
地
中
化
を
進
め
、
都

市
中
心
部
の
主
要
道
路
に
お
い
て
概
ね
無
電
柱
化
を

図
る
。
⑯

道
路
空
間
の
活
用

道
路
空
間
の
有
効
活
用
の
た
め
、
共
同
溝
や
キ
ャ

ブ
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。
共
同
溝
に
つ
い
て
は
、

県
庁
所
在
都
市
及
び
地
方
の
中
核
都
市
等
、
概
ね
八

○
都
市
の
幹
線
道
路
に
お
い
て
整
備
を
図
り
、
整
備

延
長
を
約
｢

一
四
〇
如
と
す
る
。
ま
た
、
電
線
類

の
地
中
化
を
、
県
庁
所
在
都
市
及
び
地
方
の
中
心
的

都
市
の
市
街
地
部
で
電
力
や
通
信
の
需
要
密
度
が
高

く
、
需
要
の
安
定
し
て
い
る
地
区
や
、
歴
史
的
景
観

に
配
慮
す
べ
き
地
区
等
に
お
い
て
推
進
す
る
も
の
と

し
、
こ
の
う
ち
中
心
市
街
地
等
に
お
い
て
広
幅
員
の

歩
道
や
道
路
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ

ム
の
整
備
を
図
り
、
整
備
延
長
を
約
三
、
0
0
0
如

と
す
る
。

②

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

①

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

@

高
規
格
幹
線
道
路
網
の
整
備

高
速
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
的
な
普
及
、
地
域
間
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の
相
互
連
携
の
強
化
に
よ
り
、
多
極
分
散
型
国
土
の

形
成
を
図
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
網

(
一
四
、

0
0
0
如
)
を
中
心
と
し
た
全
国
的
な
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
早
期
整
備
す
る
。
ま
た
、
ゆ
と
り
あ
る
走

行
、
安
定
的
な
交
通
容
量
の
確
保
、
安
全
性
の
向
上

等
を
実
現
す
る
た
め
、
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
六
車

線
化
等
を
推
進
す
る
。

高
規
格
幹
線
道
路
を
中
心
と
し
た
全
国
的
な
交
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
よ
り
、
自
動
車
専
用
道
路

等
に
お
け
る
高
速
走
行
の
割
合

(走
行
台
キ
ロ
の

シ
ェ
ア
)
を
約
二
倍
に
上
げ
る
。

⑲

新
交
通
軸
の
形
成

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
国
際
社
会
に
お
け
る
交

流
拠
点
の
形
成
な
ど
に
資
す
る
、
新
た
な
交
通
軸
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。
具
体
的
に
は
、
東

京
湾
口
道
路
、
伊
勢
湾
口
道
路
、
紀
淡
海
峡
道
路
等

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
技
術
的
な
検
討
を
進
め
、

地
域
の
活
性
化
施
策
の
推
進
と
あ
わ
せ
て
、
事
業
の

具
体
化
を
図
る
。

②

地
域
集
積
圏
の
形
成

@

地
域
構
造
を
強
化
す
る
幹
線
道
路
網
の
整
備

地
方
拠
点
都
市
地
域
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
の

発
展
の
核
と
な
る
主
要
な
都
市
等
の
拠
点
性
を
高
め
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
連
携

(6
o
B
T
日
砦
5
己

す
る
地
域
集
積
圏
を
形
成
す
る
。
ま
た
、
地
域
集
積

圏
相
互
の
交
流

(o
o
目
B
C
口
村
鰻
宮
0
己

を
充
実
す

る
。
さ
ら
に
、
空
港
、
港
湾
等
広
域
的
交
通
拠
点
と

の
連
結

(6
0
ロ
ロ
8
[5
口
)
を
強
化
す
る
。
こ
の
よ

う
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
高
規
格

道
路
網
を
軸
と
し
た
地
域
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
を
推
進
す
る
。
な
お
、
地
域
高
規
格
道
路
網

は
、
自
動
車
専
用
道
路
、
ま
た
は
同
程
度
の
機
能
を

有
す
る
質
の
高
い
道
路
と
し
て
整
備
す
る
。
地
域
高

規
格
道
路
網
の
将
来
目
標
と
し
て
は
、
概
ね
二
万
如

と
想
定
し
、
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
約
六
、
0
〇

○
-
八
、
0
0
0
額
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

地
域
高
規
格
道
路
網
を
軸
と
し
た
地
域
の
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
し
、
地
方
圏
で
周

辺
地
域
か
ら
地
方
中
核
都
市
に
一
時
間
以
内
に
到
達

で
き
る
人
口
の
割
合
を
現
在
の
四
九
%
か
ら
約
七
割

に
上
げ
る
。

◎

強
い
地
方
圏
の
形
成

の

広
域
的
な
地
域
の
連
携
強
化
の
た
め
の
幹
線

道
路
の
整
備

広
域
的
な
地
域
の
連
携
強
化
の
た
め
、
全
国
レ
ベ

ル
の
高
規
格
幹
線
道
路
と
と
も
に
、
こ
れ
と
連
携
す

る
地
域
高
規
格
道
路
網
を
軸
と
し
た
幹
線
道
路
ネ
ッ.

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
す
る
。
な
お
、
地
方
中
心

都
市
等
に
お
い
て
は
、
都
市
圏
の
広
域
的
な
交
通
を

適
切
に
分
担
す
る
規
格
の
高
い
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道

路
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

回

地
方
中
心
都
市
に
お
け
る
高
次
都
市
機
能
の

育
成
･
集
積

大
規
模
空
閑
地
の
活
用
等
に
よ
る
拠
点
整
備
を
推

進
す
る
。
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
幹
線
道
路
網
、

新
交
通
シ
ス
テ
ム
、
駐
車
場
な
ど
を
総
合
的
に
整
備

す
る
。
内

地
方
部
の
定
住
の
活
性
化
の
推
進

日
常
生
活
を
営
む
上
で
中
心
と
な
る
都
市
や
隣
接

市
町
村
相
互
の
連
絡
道
路
、
各
種
地
域
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
道
路
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
基
礎
と
な
る
道
路
、
過
疎
地
域
、
奥
地
等
に
お
け

る
都
市
部
等
と
の
連
絡
道
路
、
地
域
間
を
連
絡
す
る

ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
、
地
域
資
源
の
活
用
等
に
資
す
る

道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

整
備
の
推
進
に
よ
り
、
買
い
物
等
、
日
常
生
活
を

送
る
上
で
中
心
と
な
る
都
市
へ
約
九
割
の
市
町
村

(三
大
都
市
圏
を
除
く
)
か
ら
三
〇
分
以
内
で
行
け

る
よ
う
に
す
る
。

⑮

安
定
し
た
大
都
市
圏
の
形
成

の

大
都
市
圏
の
自
動
車
専
用
道
路
網
の
整
備

東
京
湾
岸
道
路
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
、
東
海

環
状
道
路
、
京
奈
和
自
動
車
道
等
の
概
成
を
図
る
と

と
も
に
、
大
都
市
圏
の
交
通
の
円
滑
化
に
資
す
る
自

動
車
専
用
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
す
る
。

回

核
都
市
を
中
心
と
し
た
自
立
的
な
都
市
圏
の

形
成



業
務
機
能
等
を
導
入
す
べ
き
拠
点
地
区
の
面
的
整

備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
核
都
市
を
中
心
と
す
る
放

射
･
環
状
道
路
や
新
交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
総
合
的
に

整
備
す
る
。
さ
ら
に
、
核
都
市
相
互
を
連
絡
す
る
環

状
方
向
の
質
の
高
い
道
路
を
整
備
す
る
。

回

既
成
市
街
地
に
お
け
る
都
心
再
編
と
ゆ
と
り

の
創
出

交
通
需
要
の
さ
ら
な
る
増
大
を
招
か
な
い
よ
う
配

慮
し
つ
つ
、
居
住
機
能
や
新
た
な
高
次
都
市
機
能
の

導
入
を
図
る
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
を
進
め
る
た

め
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

日

大
都
市
に
お
け
る
交
通
の
円
滑
化

環
状
道
路
の
整
備
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消

(交
差

点
改
良
、
鉄
道
の
立
体
化
等
)、
駐
車
場
の
整
備
、

道
路
交
通
情
報
提
供
の
充
実
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

物
流
の
効
率
化
、
自
動
車
利
用
慣
習
の
見
直
し
等
、

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
、

交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
に
よ
る
適
切
な
開
発
を

誘
導
す
る
。

地
方
圏
及
び
大
都
市
圏
に
お
い
て
、
通
過
交
通
を

適
正
に
分
離
す
る
道
路
網
等
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
た

良
好
な
市
街
地
の
割
合
を
現
在
の
三
八
%
か
ら
約
七

割
に
高
め
る
よ
う
、
区
画
整
理
等
の
道
路
整
備
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
地
方
都
市
の
活
性
化
や
大
都
市
圏

の
核
都
市
育
成
等
の
た
め
、
国
鉄
跡
地
な
ど
の
大
規

模
空
閑
地
等
を
活
用
し
て
高
次
都
市
機
能
の
集
積
を

図
る
都
市
拠
点
を
整
備
し
、
整
備
済
箇
所
を
約
一
六

ま
た
、
緑
豊
か
で
親
し
み
の
あ
る
道
路
空
間
を
確
保

○
箇
所
と
す
る
。

る
た

、

J

旦

也

男

‐
泉
首

こ

⑭

住
宅
宅
地
供
給
の
促
進

二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
良
質
な
住
宅
宅
地
を
約
五
三

〇
万
戸
供
給
す
る
こ
と
を
目
標
に
ア
ク
セ
ス
道
路
を

整
備
す
る
。
ま
た
、
地
方
圏
、
大
都
市
圏
を
通
じ
、

土
地
区
画
整
理
事
業
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
進

め
、
こ
の
う
ち
、
約
二
四
〇
万
戸
を
道
路
事
業
に
よ

り
供
給
す
る
。

③

人
･
自
然
に
優
し
い
環
境
の
形
成

①

地
球
温
暖
化
の
防
止

道
路
整
備
に
よ
り
適
切
な
自
動
車
走
行
速
度
を
実

現
し
、
現
在
よ
り
も
単
位
走
行
当
た
り
概
ね
一
割
程

度
、
燃
料
消
費
量
の
節
約
を
図
る
。
ま
た
、
物
流
の

効
率
化
、
自
動
車
構
造
の
改
善
等
、
関
係
機
関
と
の

連
携
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

向
上
を
図
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
自
動
車
交
通
部
門

に
お
け
る
C
0
2排
出
量
を
抑
制
す
る
。

②

自
然
環
境
と
の
調
和

こ
れ
ま
で
の
道
路
整
備
に
お
い
て
改
変
し
た
地
形

(幹
線
道
路
に
お
け
る
規
模
の
大
き
い
切
土
･
盛
土
,

の
り
面
)
の
概
ね
全
て
に
つ
い
て
緑
化
を
行
い
、
四

季
折
々
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
形
成
す
る
。

③

良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
･
形
成

幹
線
道
路
の
沿
道
の
騒
音
や
二
酸
化
窒
素
(N
0
2)

に
係
る
環
境
基
準
を
概
ね
達
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

す
る
た
め
、
人
家
の
連
担
す
る
地
域
の
幹
線
道
路
に

つ
い
て
緑
化
を
概
成
し
、
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道

の
緑
化
率
を
そ
れ
ぞ
れ
約
四
割
、
約
三
割
に
引
き
上

げ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
良
好
な
生
活
環
境
を
保
全
･

形
成
す
る
。

の

目
標
と
す
る
主
要
な
整
備
水
準

こ
こ
ま
で
に
示
し
て
き
た
主
要
な
整
備
水
準
を
ま

と
め
る
と
、
表
2
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
整
備
水
準
を
達
成
す
る
た
め
、
表
3
に
示
す
よ

う
に
道
路
整
備
を
進
め
る
。
二
一
世
紀
初
頭
を
目
途

と
し
、
こ
れ
ら
の
整
備
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

概
ね
四
〇
〇
兆
円
が
必
要
で
あ
る
。

第
3
章

長
期
構
想
達
成
の
定
め
の
方
策

長
期
構
想
達
成
の
た
め
、
｢の
二
一
世
紀
に
向
け

た
道
路
構
造
の
基
準
｣、
｢②
道
路
整
備
財
源
及
び
融

資
制
度
｣、
｢③
有
料
道
路
制
度
｣、
｢燭
整
備
推
進
方

策
の
拡
充
｣、
｢同
道
路
新
技
術
の
開
発
･
導
入
の
促

進
｣
に
つ
い
て
の
方
策
を
示
し
た
。

そ
の
他
、
資
料
と
し
て

｢社
会
･
経
済
の
新
し
い

変
化
｣、
｢欧
米
に
お
け
る
最
近
の
動
き
｣
を
最
後
に

付
け
て
い
る
。

5 0 道行セ 92 ,11
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表 2 整備指標及び水準

整 備 指 標
整 備 水 準

平成4年度末 21世紀初頭

円滑なモピリ

ティの確保

朝夕の道路の

平均走行速度

地 方 都 市 22km / h 30km / h

三大都市圏の人口集中地区 18km / h 25km / h

市 街 地 に お け る 駐 車 場 充 足 率 約50 % 概ね充足

安全なモビリ

ティの確保
交 通 事 故 死 者 数

(平成 3年)

11,105人
半減

快適な生活

環境の創造

歩道等の必要な道路の延長に対する幅の広い歩道

(幅員概ね 3 m 以上)の整備済道路延長の割合
12 % 約4割

電 線 類 地 中 化 延 長 1290km 約80ookm

交流ネットワー

クの充実

高規格幹線道路及び都市高速道路の交
通分担率

高規格14,000

km概成時

地 方 圏 7 % 17 %

三大都市圏 13 % 23 %

全 国 11 % 21 %

地域集積圏
の形成

1 時 間 圏 カ バ ー 率

地 方 圏 49 % 約 7割

三大都市圏 80 % 8割合半ば

全 国 68 % 約8割

生 活 中 心 都 市 30 分 連 絡 率 約55% 約 9割

幹 線 道 路 に よ る 良 好 な 市 街 地 の 形 成 率 38% 約 7割

アクセス道路が整備された良質な新た

な住宅供給戸数 (( )内は、 土地区画
整理事業など面的整備手法の道路事業

により、 供給される良好な住宅地の供

給戸数) (2000年目標)

地 方 都 市
約270万戸

(約122万戸)

三大都市圏
約260万戸

(約118万戸)

全 国
約530万戸

(約240万戸)

地球温暖化
の防止
速 度 向 上 に よ る 燃 料 消 費 率 1.0 概ね0.9

自然環境

との調和
の り 面 植 栽 率 概成

良好な生活環境

の保全 ･形成
緑 化 率

一 般 国 道 12 % 約 4割

都道府県道 6 % 約 3割

お
わ
り
に

の
長
期
構
想
｣
を
今
般
、
抜
本
的
に
見
直
し
た
。
新

実
現
す
る
た
め
、
国
民
の
要
請
に
応
え
道
路
整
備
の

し
い
長
期
構
想
、
並
び
に
道
路
審
議
会
の
建
議
に
示

立
ち
遅
れ
に
緊
急
に
対
応
す
べ
く
第
n
次
道
路
整
備

社
会
･
経
済
状
況
の
大
き
な
変
化
に
対
応
す
る
た

さ
れ
た
考
え
方
を
も
と
に
、
生
活
大
国
を
め
ざ
し
、

五
箇
年
計
画
を
策
定
す
る
。

め
、
昭
和
五
二
年
八
月
に
策
定
さ
れ
た

｢道
路
整
備

活
力
あ
る
経
済
に
支
え
ら
れ
た

｢ゆ
と
り
社
会
｣
を
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表 3 整備目標

区 分
平成4年度末
整備済延長

長期構想 (2010年~ 2015年)
備 考

整 備 延 長 整備済延長

高規格幹線道路

国 幹 線 道 等
本州四国連絡道路
一 般 国 道

5,929km
(285km)
5,404km
108km
132km

8,071km

6,116k血
72km
2,168km

14,oookm

11,520km
180km
2,300km

( ) 書きは、 国幹道に
並行する一般国道目専道
で外書きである。 なお、
高規格幹線道路の総計に
は含まれる。

都 市 高 速 道 路
首都高速道路
阪 神 高 速 道 路
指定都市高速道路

473km
222km
158km
93km

527km 1,oookm

地域高規格道路 6,000 ~ 8,oookm整備推進
将来目標としては概ね 2
万kmを想定

2車線以上改良済
一 般 国 道
主 要 地 方 道
一般都道府県道
幹線市町村道

183,220km
46,60okm
30,470km
40,980km
65,170km

112,680km
6,590kIm
14,210km
35,680km
56,200km

295,90okm
53,19okm
44,680km
76,660km
121,370km

4車線以上改良済
一 般 国 道
主 要 地 方 道
一般都道府県道
幹線市町村道

11,490km
5,250km
1,820km
1,600km
2,820km

32,940km
16,780km
4,9ookm
3,970km
5,270km

44,430km
22,030km
6,720km
5,570km
8,09okm

一般市町村道改良済 295,180km 73,430km 368,610km 1車線以上改良済を含む。

連 続 立 体 交 差
自 動 車 駐 車 場
新交通システム等
駅 前 広 場 等
共 同 溝
歩 道 設 置
広幅員歩道設置
大規模自転車道
キ ャ プ シス テ ム
遮 音 壁
環 境 施 設 帯
道 路 緑 化

260km
7万台
56km
1,342箇所
308km
119,oookm
30,oookm
2,450km
490km
3,088km
447km
32,943km

540km
53万台
444km
2,070箇所
832km
91,oookm
70,oookm
4,oookm
2,510km
5,412km
753km
64,057km

800km
60万台
50okm
2,900箇所
1,140km
210,oookm
100,oookm
6,450km
3,oookm
8,500km
1,200km
97,oookm

注) 1 , 平成 4年度末整備済延長は、 一般国道の追加指定 (平成 5年 4月 1日施行) 後の見込み
延長である。
2 . 地域高規格道路の延長と一般国道及び主要地方道の延長は、 重複がある。
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表 1 第円次道路整備五箇年計画による効果の計測項目
と非計測項目

道路整備及び
道路投資の効果

計測項目 非計測項目

ス

ト

ッ

ク

効

果

フ
ロ
ー
効
果

直
接
効
果

間

接

効

果

交通機 能に
対応する効果

出皺鮴
①

③
と

費

減

果
包

等

軽
大
効
梱

の
増

の

と

少

保
労
の

理
少

滅

確
疲
性
処
減

の

の

の

適
送
の

故

性
者
快
輸
み
約
事

時
転
行
量
傷
節
通

定

運

走

大

荷

の
交

①
②

③
④

⑤

果効
の

大
勤
拡
明
滅

の

如
低

力

胞

の

生
野
価
魚
物

⑤

⑦

等

導
進
大
善

化

誘

促

増

改

率

の

の

の

の
大

効

発

用

会

境

増

の

開

利

機

環

の
政

城

地

活

活

口
財

地

土

生

生

人

行

⑥
⑦
⑧
⑨
⑲
⑪

空間機 能に
対応する効果

間

性

ァ

0
の

上
種
活
等

空
通
の

る

市

、
各

市

る

の
快

市

め

都

o
ス

等
都
す

緑
の
都

高

て

る

ガ
鉄

、
保

、
活

、
を

し

す

、
下

し

確

光

生

せ

-
と

障

話

地

容

を

孫
の

さ

ィ
間

保

電

、
収

盤

、
て

上
テ

空

を

、
道

を

基

風

し

向

ニ
災

全

気

水

設

の

通

と

を

メ

防

安

電

下

施

動

⑫

⑬

⑭

財政支出効果

出創要

助

需

勃

の

州

資

彩

投

朝

路
果
卵

道
効
蠕

⑧

(注) ｢計測;項目｣、 ｢非言責貝1i項目｣ 揉ま、 第11次道路整備五箇年計画による
効果として現在計測可能であるもの、 ないものをいう。

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

一
道
路
整
備
の
効
果

道
路
は
、
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
最
も
根
幹
的

な
社
会
資
本
で
あ
り
、
人
や
物
を
運
び
、
沿
道
の
土

地
利
用
を
促
す
交
通
機
能
と
、
都
市
の
骨
格
を
形
成

し
、
公
共
公
益
施
設
を
収
容
す
る
空
間
機
能
を
有
し

て
い
る
。
道
路
整
備
は
、
こ
れ
ら
多
面
的
な
機
能
の

向
上
を
通
じ
て
国
民
生
活
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら

し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
効
果
を
全
体
的
に
捉
え
、
概

観
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る

(表
1
)。

道
路
整
備
の
効
果
は
、
道
路
整
備
の
際
の
財
政
支

出
が
有
効
需
要
を
創
出
し
て
国
民
総
生
産
(G
N
P
)

の
増
加
等
を
も
た
ら
す
と
い
う
フ
ロ
ー
効
果
と
、
道

路
が
建
設
さ
れ
た
後
そ
の
本
来
の
機
能
か
ら
発
生
す

る
ス
ト
ッ
ク
効
果
に
分
類
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら



の
効
果
は
、
道
路
を
直
接
利
用
す
る
人
が
受
け
る
直

接
効
果
と
道
路
を
直
接
利
用
し
な
い
人
を
含
め
て
広

く
社
会
一
般
が
受
け
る
間
接
効
果
と
に
分
け
ら
れ
る
。

直
接
効
果
と
し
て
は
、
走
行
経
費
の
節
約
、
走
行
時

間
の
短
縮
、
交
通
事
故
の
減
少
、
走
行
快
適
性
の
増

大
な
ど
が
あ
る
。
間
接
効
果
と
し
て
は
、
道
路
の
も

つ
空
間
機
能
、
す
な
わ
ち
環
境
･
防
災
空
間
、
公
共

公
益
施
設
の
収
容
空
間
と
し
て
の
効
果
、
交
通
機
能

の
向
上
に
よ
る
生
産
力
の
拡
大
、
地
域
開
発
の
誘
導
、

土
地
利
用
の
促
進
、
生
活
機
会
の
増
大
、
行
財
政
の

効
率
化
な
ど
や
道
路
投
資
そ
の
も
の
が
生
み
出
す
最

終
需
要
の
創
出
が
あ
る
。
道
路
整
備
は
、
こ
れ
ら
の

効
果
を
通
じ
て
地
域
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

内
需
拡
大
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

二

第
竹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
(案
)

に
よ
る
効
果
の
計
測

ー

第
円
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
(案
)に
よ
る
効
果

以
上
の
よ
う
に
、
道
路
整
備
の
効
果
は
極
め
て
広

範
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、
全
て
の
効
果
を
定
量
的
に

把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
第
□
次
道
路
整

備
五
箇
年
計
画
(案
)
(以
下
｢虹
次
五
計
｣と
い
う
。)

の
効
果
に
つ
い
て
、
現
在
計
測
可
能
な
効
果
を
示
せ

ば
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

直
接
効
果
及
び
間
接
効
果
の
う
ち
の
物
価
の
低
減

に
つ
い
て
は
、
平
成
一
○
年
度
一
年
間
に
お
い
て
発

生
す
る
効
果
で
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
効
果
を
推

計
す
る
上
で
の
基
礎
と
な
る
走
行
状
態
は
五
箇
年
計

画
実
施
期
間
を
通
じ
て
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
い
き
、

五
箇
年
計
画
が
全
て
終
了
し
た
時
点
で
初
め
て
確
定

す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
五
箇
年
計
画
終
了
の
次
年

度
一
年
間
に
生
ず
る
効
果
を
便
益
把
握
の
期
間

(効

果
算
定
年
度
)
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

表2 第円次道路整備五箇年計画(案)による効果

直

接

効

果

益

益

益

便

便

便

接

行

間

直

走

時

上
の

②

円

円

円

億

億

億

00

00

00

10

40

70

兆

兆

兆

10

4

5

平成10年度分

(平成 4 年度価格)

2
.
燃料の節約 400万kl 平成10年度分(ガソリン換算値)

3
,
生活時間の創出 鰤 鞠し“-フ鰄轍

間

接

効

果

果

口

効

果

勤
放
蹴

ゆ
酬
螂

岱
罐
淺

工
の

②

胡
謂
蛔

獨
儼
鰡

わ饑
舒

硫
計
顱

早
診
鷁

戦
崎
坪

2
,
税収の増加 期卸 眸ゆ乎ム度年国敬~計脇螺

平
間

3
.
物価の低減 %Q 猫価勘纖の轆皸

ま
た
、
国
民
総
生
産
の
増
加
、
税
収
の
増
加
に
つ

い
て
は
、
平
成
五
年
度
か
ら
一
四
年
度
ま
で
の
一
〇

年
間
の
累
計
で
示
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
効
果
は
、

道
路
整
備
の
フ
ロ
ー
効
果
と
し
て
の
需
要
創
出
効
果

と
ス
ト
ッ
ク
効
果
と
し
て
の
生
産
力
拡
大
効
果
を
通

し
て
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
生
産
力
拡
大
効
果

は
五
箇
年
計
画
実
施
期
間
を
通
じ
て
徐
々
に
大
き
く
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な
っ
て
い
き
、
五
箇
年
計
画
に
よ
る
道
路
整
備
の
終

了
後
も
さ
ら
に
大
き
く
拡
大
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、

需
要
創
出
効
果
は
、
五
箇
年
計
画
に
よ
る
道
路
整
備

の
終
了
後
に
は
毎
年
急
速
に
縮
小
し
て
い
く
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る

(図
↓

。

道
ロ

‘“
‘ヰ
　
　　

　
　　

2

直
接
効
果
の
計
測

○

時
間
便
益

道
路
整
備
は
、
二
地
点
間
の
物
理
的
距
離
を
短
縮

し
走
行
時
間
を
短
縮
す
る
。
ま
た
、
距
離
は
変
わ
ら

な
く
て
も
、
自
動
車
の
走
行
を
よ
り
容
易
に
し
走
行

時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
短
縮
時
間
を
、

自
動
車
一
ム口当
た
り
の
時
間
価
値
で
金
銭
換
算
し
た

　

　
　

テ

値

言

照

る

o

　
　

　

　
　

般

行

平

で
で

…

　

　

　　
　

　時間別平均旅行速度

あ
で
で

…

　
　

　

　
　

　

リ

ッ

計

あ
ブ

推

螂
間

　　

　

　　　

時

2

旅行速度推計モデルの適用

改良済沿道状況別
(市街部、平地、山地)

る
↓は

魂

画

キ

計

)

台

　

　

　走

箇

酪

･道

月

五
加

道
路
利
県

m

　

　

　

　

　

　

　

　

筬

計

)

台

　

　

　全国年間総走行時間

五
加

道
路
利
県

　　
　　　
　
　

　
　

　



も
の
が
時
間
便
益
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
①
11
次
五
計
有
無
別
･
道
路
分
類

別
･
車
種
別
の
走
行
台
キ
ロ
を
②
道
路
分
類
別
･
車

種
別
の
走
行
速
度
で
除
し
て
求
め
た
車
種
別
走
行
短

縮
時
間
に
③
乗
車
人
数
を
考
慮
し
賃
金
等
に
よ
り
設

定
し
た
車
種
別
時
間
評
価
値
を
乗
じ
て
求
め
た
も
の

　

　

で
あ
る

(図
2
)
。

の

道
路
分
類
別
走
行
台
キ
ロ
の
設
定

道
路
分
類
別
の
走
行
台
キ
ロ
は
、
平
成
一
〇

年
度
に
お
け
る
総
走
行
台
キ
ロ
は
整
備
の
有
無

に
よ
り
変
わ
ら
な
い
も
の
と
仮
定
し
た
う
え
で
、

整
備
な
し
の
場
合
に
つ
い
て
は
図
3
の
フ
ロ
ー

に
よ
り
、
整
備
あ
り
の
場
合
に
つ
い
て
は
一
定

の
走
行
台
キ
ロ
の
転
換
を
考
え
た
上
で
図
4
の

フ
ロ
ー
に
よ
り
設
定
し
て
い
る

(但
し
、
高
規

格
道
路
、
都
市
高
速
道
路
の
走
行
台
キ
ロ
は
与

件
と
し
て
い
る
)。
こ
こ
で
高
規
格
道
路
へ
の
転

換
に
つ
い
て
は
、
高
規
格
道
路
が
比
較
的
長
ト

リ
ッ
プ
の
交
通
目
的
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
勘

案
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
主
に
狭
い
範
囲
で

の
域
内
交
通
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
市
町
村

道
か
ら
の
転
換
は
な
い
も
の
と
考
え
、
都
市
高

速
道
路
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
当
該
道
路
が

市
街
部
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
勘
案
し
、
市
街

部
か
ら
の
転
換
を
考
え
て
い
る
。

②

道
路
分
類
別
走
行
速
度
の
設
定

走
行
速
度
の
設
定
は
、
推
計
方
法
の
相
違
に

よ
り
、
①
高
規
格
道
路
、
都
市
高
速
道
路
及
び

未
改
良
の
国
･
都
道
府
県
道

(道
路
整
備
の
あ

り
、
な
し
に
よ
る
速
度
の
変
化
な
し
)、②
改
良

済
み
国
･
都
道
府
県
道
、
③
市
町
村
道
の
三
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る

ま
ず
、
高
規
格
道
路
、
都
市
高
速
道
路
及
び

未
改
良
の
国
･
都
道
府
県
道
に
つ
い
て
は
、
道

路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
平
均
旅
行
速
度
を
参

考
に
設
定

(固
定
)
し
た
。
こ
れ
は
、
高
規
格

道
路
及
び
都
市
高
速
道
路
上
で
は
自
由
舎
疋
速
)

走
行
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
未
改
良
道
路
は
も

と
も
と
交
通
量
の
少
な
い
地
域
に
多
く
、
ほ
と

ん
ど
定
速
走
行
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
改
良
済
み
国
･
都
道
府
県
道
に
つ
い

て
は
、
一
般
化
集
計
Q
V
式
に
よ
り
推
計
す
る

こ
と
に
よ
り
マ
ク
ロ
的
な
走
行
速
度
の
設
定
を

行
っ
た
。
一
般
化
集
計
Q
V
式
と
は
、
あ
る
地

域
に
お
け
る
平
均
走
行
速
度
を
そ
の
地
域
の
車

線
延
長
、
走
行
台
キ
口
か
ら
求
め
る
式
で
あ
り
、

速
度
は
車
線
延
長
が
長
い
ほ
ど
速
く
、
走
行
台

キ
ロ
が
多
い
ほ
ど
遅
い
と
い
う
傾
向
を
沿
道
状

況
別

(市
街
部
、
平
地
、
山
地
の
三
分
類
)
に

定
式
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
表
す

こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ
を
用
い

た
統
計
分
析
に
よ
れ
ば
、
次
の
式
型
が
最
も
優

れ
て
い
る
と
い
う
結
論
を
得
て
い
る
。

ヵ
も

く
=
Q

I-
I
1I

　
　

袋

〉
"

〕
"

…
料
3
~
ん
↓
×
-
"
-

最
後
に
、
市
町
村
道
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ

の
制
約
に
よ
り
一
般
化
集
計
Q
V
式
で
の
推
計

が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
記
に
よ
り
求
め

た
平
均
走
行
速
度
を
適
用
し
た
。

③

車
種
別
時
間
価
値
の
設
定

自
動
車
1
台
当
た
り
の
時
価
価
値
は
車
種
に

よ
っ
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
乗
用
車
、

バ
ス
、
普
通
貨
物
、
小
型
貨
物
の
四
車
種
に
分

類
し
設
定
し
た
。
乗
用
車
、
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

時
間
当
た
り
の
賃
金
を
乗
車
人
数
を
考
慮
し
設

定
し
、
貨
物
類
に
つ
い
て
は
、
荷
主
の
都
合
に

よ
り
車
両
を
待
機
さ
せ
た
場
合
に
荷
主
が
支
払

う
料
金

(車
両
留
置
料
)
を
参
考
に
設
定
し
た
。

②

走
行
便
益

道
路
整
備
に
よ
り
、
走
行
速
度
が
上
昇
し
、
或
い

は
走
行
状
況
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
燃
料
費
、
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⑰⑭⑭⑰⑰⑰⑭⑤⑭⑰⑤⑭@⑭⑰@⑭⑤⑪⑭⑭④⑭⑰④⑭⑰@⑭⑰④⑰@⑭◎⑰⑭◎@⑭⑰④⑭⑯@⑰⑯⑭⑰

未 改 良 i 改 未 改 良 ! 改 良

来改良 ･改良走行台キロ 未改良 ･改良走行台キロ

来改良砂利 来改良 ･舗装
延 長 簡易舗装延長

未改良走行台キロ l e

未改良砂利 改良走行台キロ
延 長 ;未改良砂利 簡易鋪装

交 通 量 交 通 量

沿道状況別シェア
市街部 ;44,3%
平 地 :43.5%
山 地 :l2.2%

未改良砂利 未改良鋪装
走行台キロ 簡易舗装

砂利走行 舗装 ･簡易舗装
台 キ ロ 走行台キロ

図 3 整備なし走行台キロの推定フロー

市 町 村 近 都道府県過
未 改 良 : 改 良 - 未 改 良 l 改 良

整備なし砂利 整備なし舗装 i 整備なし走 整備なし砂利 整備なし凝装 : 整備なし市街 整脩なし平地 整備なし山地走行台キロ ‐櫛易鈷装走 ; 行台キ口 走行台キロ 簡易錆浚走 : 部走行台キ口 走行台参口 走行台キロ行台キロ 行台キロ
.･.･'‐‐‘‐,･.･･---‐‐‐･‘‐--･..--･･‘-‐-‐--.--････

高規格幹線道
路転換フロー

e e

: 高速 .都高転換IIー済走行台キロー
l 高速 ,都高転 高速 ･都高転 高速 ･都高転
: 燠済市街部走 燠済平地走行 挨済山地走行i 行台キロ 台キロ 台キロ

　 　
④ 未改良砂利 e ;

④ ④

◎ / ; 米改良砂利 e
　　　
設定フロー ④

④ 未改良舗装 e

整備あり砂利 整備あり鑓装 i 整備あり改良 整備あり砂利 整備あり舗装 : 整備あり市街 整備あり平地 整備あり山地走行台キロ ･簡易鋪装走 l 走行台キロ 走行台キロ ･簡易舗装走 i 部走行台キロ 走行台キロ 走行台キロ行台キロ 行台キロ

図 4 整備あり走行台キロの推定フロー



タ
イ
ヤ
･
チ
ュ
ー
ブ
費
、
車
両
修
繕
費
等
自
動
車
の

走
行
に
要
す
る
経
費
の
節
約
が
図
ら
れ
る
。
走
行
便

益
は
、
整
備
な
し
の
場
合
の
走
行
経
費
と
整
備
あ
り

の
走
行
経
費
の
差
と
し
て
算
定
さ
れ
る

(図
5
)。

具
体
的
に
は
、
①
道
路
分
類
別
の
走
行
速
度
を
②

走
行
経
費
原
単
位
曲
線
に
代
入
し
道
路
分
類
別
･
車

種
別
の
走
行
経
費
原
単
位
を
求
め
、
こ
れ
に
③
11
次

五
計
有
無
別
･
道
路
分
類
別
･
車
種
別
走
行
台
キ
ロ

を
乗
じ
て
得
た
走
行
経
費
の
差
額
で
あ
る
。

平均旅行速度 - --- 車種別、道路小分類別

,燃料費原単位曲線 l‐-… 車種別

!油脂費原単位曲線 l---- 同上

lタイヤ ,チューブ費原単位曲線;‐-- 同上

l整備費原単位曲線 ト-- 同上

･車両償却費原単位曲線 ;---- 同上

人件費原単位曲線 !‐‐-- 同上

走行六費 転 語 原単位 …車種別け･ 繊 M類別

年間走行経費 - -‐車種別、道路小分類別

注) に ] :整備あり、なしで異なる値をとるインプ'ト鰡 であるo

図 5 全国総走行経費推計フロー

2

間
接
効
果
の
計
測

○

国
民
総
生
産

(G
N
P
)
の
増
加

道
路
整
備
は
、
輸
送
条
件
の
改
善
に
よ
る
輸
送
コ

ス
ト
の
低
下
に
よ
り
物
価
水
準
を
低
下
さ
せ
、
こ
れ

に
伴
う
実
質
所
得
の
上
昇
に
よ
り
消
費
や
投
資
を
増

大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
立
地
条
件
の
改
善
に
よ
り
企

業
の
立
地
や
地
域
間
の
交
易
が
拡
大
･
改
善
さ
れ
、

生
産
活
動
の
活
発
化
、
所
得
水
準
の
向
上
を
も
た
ら

し
、G
N
P
を
増
加
さ
せ
る
効
果
(ス
ト
ッ
ク
効
果
)

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
道
路
投
資
そ
の
も
の
が
有
効
需

要
を
創
出
し
消
費
や
投
資
を
誘
発
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
新
た
な
有
効
需
要
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
り

G
N
P
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
需
要
創
出
効
果

(フ

ロ
ー
効
果
、
乗
数
効
果
)
が
あ
り
、
こ
れ
ら
効
果
を

そ
れ
ぞ
れ
計
測
す
る
必
要
が
あ
る
。

○

計
測
手
法

部御

地

地

味

市

平

山

屏

　

　

　

　

-

良改

改

未未改良(砂利、舗装)

年間走行台キ

高規格幹線道路

.特集/第11次道路整備五箇年計画(案)
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虹
次
五
計
の
間
接
効
果
の
推
計
に
あ
た
っ
て

は
、
坂
下
昇
筑
波
大
学
教
授
、
杉
山
雅
洋
早
稲

田
大
学
教
授
、
佐
々
木
公
明
東
北
大
学
教
授
の

指
導
の
も
と
に
新
た
な
計
量
経
済
モ
デ
ル
を
開

発
し
、
こ
れ
を
用
い
て
計
測
し
た
。

m
次
五
計
の
効
果
推
計
に
あ
た
っ
て
は
、

｢
国
男
罔
Z
覇
｣
と
呼
ば
れ
る
地
域
計
量
経
済

モ
デ
ル
を
開
発
し
推
計
を
行
っ
た
が
、
当
該
モ

デ
ル
は
、
膨
大
な
モ
デ
ル
で
あ
る
う
え
に
、
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
デ
ー
タ
を
予
め
相
当
程

度
の
精
度
を
も
っ
て
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
、

さ
ら
に
地
域
計
量
経
済
モ
デ
ル
と
い
う
性
格
か

ら
、
経
済
活
動
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
諸
外
生

変
数
を
モ
デ
ル
に
組
み
込
む
こ
と
が
困
難
な
場

合
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
上
の
問
題
点
、
と

り
わ
け
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
定
と
い
う
大

量
の
作
業
を
伴
わ
ず
に
、
一
定
の
予
測
精
度
を

保
ち
な
が
ら
容
易
に
シ
ュ
ミ
レ
ー
ト
で
き
る
モ

デ
ル
を
開
発
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

②

モ
デ
ル
,の
概
要

新
た
な
計
量
経
済
モ
デ
ル
は
、
図
6
に
示
す

よ
う
に
二
種
類
の
全
国
計
量
経
済
モ
デ
ル
と
地

域
計
量
経
済
モ
デ
ル
と
い
う
三
つ
の
モ
デ
ル
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

全
国
計
量
経
済
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
実
質

G
N
P
や
雇
用
レ
ベ
ル
と
い
っ
た
数
量
変
数
の

外

的

等

要

公

主
口
の
数
ト

の
人
外
指

一

外
別
以
率
レ

以
城
路
働
替

路
地
道
稼
為

道

･
･
･
･

計
資
ト

備
投
ス

整
路
路

路
道
道
等

道

･
･

ク
ク
ツ
ツ
ロ
ロ
ク
ノク
ノ

ブ
ブ

ッ
ッ
力
産

等

ル

産
要
ロ
ロ

産
生
得

デ

生
需
ブ
ブ

生
総
所
量

モ

在
終
働
収

住
民
民
用
収

物

潜
最
労
税

潜
回
国
雇
税

実

の
構
成

ブ
ッ
ト

モ
デ
ル

ア
ウ
ト

ク

タ

　

　　

ク
ロ
ク

"

ッ
ブ

ッ

口
要
口

ブ
需
ブ

格
終
働

価
最
労

別
産
目
生
得

項
総
所
量

要
民
民
用

需
国
国
雇

ノ

ク
ク

カ
産

デ

ッ
ッ

産
生

モ

ロ
ロ
ク
ク

生
総

量
等

済

ブ
ブ

ッ
ッ

在
民
得
用

経

産
要
ロ
ロ

潜
国
所
雇

量

生
需
ブ
ブ

内
内
民
内
入

計

在
終
働
易

城
城
城
城
出

域

潜
最
労
交

地
地
地
地
移

地

の

ブ
ッ
ト

の
構
成

ブ
ッ
ト

モ
デ
ル

ア
ウ
ト

成癪デ
6 全体モデルの構成

地
域
計
量
経
済
モ
デ
ル

の
構
成

プ
ッ
ト

モ
デ
ル

ア
ウ
ト

外

生

変

数

全
国
計
量
経
済
モ
デ
ル

;皆夕千彦 09 11 く○



み
な
ら
ず
、
G
N
P
デ
フ
レ
ー
タ
ー
や
各
種
最

終
需
要
項
目
の
デ
フ
レ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
価
格

変
数
も
内
生
的
に
決
定
さ
れ
る

｢価
格
内
生
化

モ
デ
ル
｣
と
す
べ
て
の
価
格
変
数
が
固
定
さ
れ

て
い
る
と
い
う
暗
黙
の
前
提
の
も
と
に
、
実
質

G
N
P
、
実
質
国
民
所
得
及
び
雇
用
レ
ベ
ル
な

ど
の
実
物
変
数
だ
け
で
表
現
さ
れ
る

｢実
物
モ

デ
ル
｣
と
か
ら
成

っ
て
い
る
。

｢価
格
内
生
化
モ
デ
ル
｣
は
、
道
路
整
備
の

効
果
を
価
格
の
低
下
を
通
じ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
も
の
で
あ
る
。
道
路
整
備
に
よ
っ
て
輸
送
費

は
低
下
し
、
生
産
物
の
価
格
は
低
下
す
る
。
そ

の
結
果
、
実
質
所
得
の
増
加
や
生
産
活
動
の
活

発
化
等
の
効
果
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
考

え
方
に
立
脚
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

｢実
物
モ
デ
ル
｣
は
、
道

路
整
備
に
よ
る
輸
送
費
の
低
下
は
原
材
料
等
の

中
間
生
産
物
の
価
格
低
下
と
同
様
な
効
果
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
種
の
技
術
進

歩
と
し
て
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
簡
単
に
言

え
ば
、
同
量
の
資
本
と
労
働
を
投
入
し
て
、
以

前
よ
り
も
大
き
な
実
質
付
加
価
値
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
結
果
最
終
需
要
も
増
加
す
る
と

い
う
考
え
方
に
立
脚
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。

為
替
レ
ー
ト
の
変
化
、
原
油
価
格
の
変
化
や

賃
金
の
上
昇
等
に
よ
る
国
内
諸
物
価
の
変
化
が

激
し
い
局
面
に
お
い
て
は
、
｢価
格
内
生
化
モ

デ
ル
｣
が
効
果
予
測
モ
デ
ル
と
し
て
適
切
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
長

期
的
な
効
果
に
つ
い
て
み
よ
う
と
す
る
と
き
に

は
、
道
路
整
備
の
国
内
諸
物
価
に
及
ぼ
す
影
響
、

さ
ら
に
は
国
内
諸
物
価
が
各
経
済
主
体
の
経
済

行
動
に
及
ぼ
す
影
響
は
あ
ま
り
重
要
と
は
考
え

ら
れ
な
い
た
め
、
価
格
を
一
定
と
し
た

｢実
物

モ
デ
ル
｣
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
る
。

こ
の
二
つ
の
モ
デ
ル
は
完
全
に
代
替
的
な
も
の

と
考
え
る
必
要
は
な
く
、
｢価
格
内
生
化
モ
デ

ル
｣は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
中
期
的
モ
デ
ル
と

し
て
の
性
格
を
も
ち
、

｢実
物
モ
デ
ル
｣
は
よ

り
長
期
的
モ
デ
ル
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
と
い

う
意
味
に
お
い
て
、
両
者
は
む
し
ろ
補
完
的
な

関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。
何
れ
の
モ
デ
ル
も
従

来
開
発
さ
れ
た

｢
日
刃
□
Z
覇
｣
と
い
っ
た
大

規
模
な
モ
デ
ル
と
比
較
す
れ
ば
非
常
に
ス
リ
ム

な
モ
デ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
極
め
て
高
い
操
作

性
を
有
し
て
い
る
。

道
路
整
備
は
地
域
の
経
済
構
造
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
効
果
を

地
域
別
に
計
測
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、

こ
の
様
な
意
図
の
も
と
地
域
間
の
交
易
を
明
示

的
に
考
慮
に
い
れ
た
地
域
計
量
経
済
モ
デ
ル
も

併
せ
て
開
発
し
た
。
地
域
計
量
経
済
モ
デ
ル
は
、

全
国
を
九
つ
の
地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
基
本
構
造
は
実
物
モ
デ
ル
の
構
造
を
前
提

に
交
易
ブ
ロ
ッ
ク
を
追
加
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
地
域
計
量
経
済
モ
デ
ル
は
、
そ
れ
自
身

単
独
で
も
動
か
す
こ
と
が
出
来
る
が
、
全
国
モ

デ
ル
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ト
ー

タ
ル
と
し
て
地
域
配
分
用
モ
デ
ル
と
し
て
も
使

用
で
き
る
と
い
う
性
格
も
有
し
て
い
る
。

な
お
、
道
路
整
備
の
効
果
推
計
に
あ
た
っ
て

は
、
前
述
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
計
測
手
法
を
開

発
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
本
推
計

で
は
、
輸
送
費
の
低
減
を
道
路
近
接
性
と
い
う

形
で
モ
デ
ル
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
道
路
近
接

性
は
時
間
距
離
の
関
数
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
時
間
距
離
を
設
定
す
る
た
め
に
は
全
国
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
あ
る
程
度
の
精
度
を
保

ち
つ
つ
作
成
す
る
な
ど
膨
大
な
作
業
を
伴
う
。

そ
こ
で
、
時
間
距
離
の
い
わ
ゆ
る
誘
導
型
と
し

て
道
路
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
道
路
近
接
性
と
し
て

求
め
て
い
る
。

二
種
類
の
全
国
計
量
経
済
モ
デ
ル
で
用
い
て

い
る
道
路
近
接
性

(道
路
近
接
性
I
)
は
、
都

道
府
県
別
の
道
路
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
人
ロ
で
重

み
付
け
、
高
規
格
道
路
、
一
般
道
路
別
に
設
定

し
て
い
る
。

一
方
、
地
域
計
量
経
済
モ
デ
ル
で
用
い
て
い

6 0 道行セ 92 .ll

特集/第= 次道路整備五箇年計画(案)



る
地
域
別
の
道
路
近
接
性

(道
路
近
接
性
□
)

は
、
地
域
内
と
地
域
間
で
設
定
し
て
い
る
。
地

域
内
は
、
一
般
道
路
利
用
を
前
提
と
し
て
お
り
、

目
地
域
内
の
一
般
道
路
ス
ト
ッ
ク
に
よ
り
設
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
間
に
つ
い
て
は
高
規

格
道
路
利
用
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
作
成

方
法
は
、
自
地
域
と
他
地
域
間
の
高
規
格
道
路

ス
ト
ッ
ク
を
そ
の
ペ
ア
間
の
距
離
で
ま
ず
割
り

引
く
。
地
域
計
量
経
済
モ
デ
ル
の
地
域
区
分
は

九
地
域
に
分
割
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
地
域
か

ら
他
の
八
地
域
間
へ
の
集
計
は
、
自
地
域
か
ら

八
地
域
へ
の
O
D
交
通
量
に
よ
り
ウ
ェ
イ
ト
付

け
し
て
地
域
間
の
道
路
近
接
性
を
設
定
し
て
い

ろ
%

②

税
収
の
増
加

G
N
P
の
増
大
に
見
ら
れ
る
経
済
活
動
の
拡
大
は
、

法
人
税
、
所
得
税
等
の
税
収
を
増
加
さ
せ
る
。
前
述

の
モ
デ
ル
に
は
、
税
収
ブ
ロ
ッ
ク
が
内
生
化
さ
れ
て

お
り
、
G
N
P
や
国
民
所
得
を
説
明
変
数
と
し
て
、

税
負
担
額
を
計
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
当
該

モ
デ
ル
に
よ
り
計
測
し
た
。

③

物
価
の
低
減

道
路
整
備
に
よ
る
輸
送
条
件
の
改
善
は
、
輸
送
コ

ス
ト
の
節
約
を
通
し
て
物
価
を
低
下
さ
せ
る
。
こ
れ

は
、
貨
物
自
動
車
で
発
生
す
る
直
接
便
益
を
輸
送
コ

ス
ト
の
低
下
分
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
が
各
産
業
の
生

産
物
の
価
格
に
及
ぼ
す
影
響
を
産
業
連
関
表
に
よ
り

推
計
し
、
消
費
者
物
価
指
数
の
ウ
ェ
イ
ト
で
加
重
平

均
し
て
求
め
た
。

三

お
わ
り
に

以
上
、
道
路
整
備
が
も
た
ら
す
諸
効
果
と
11
次
五

計
の
経
済
効
果
及
び
そ
の
計
測
方
法
に
つ
い
て
、
そ

の
概
略
を
説
明
し
て
き
た
。

道
路
整
備
の
効
果
は
極
め
て
多
様
で
あ
る
一
方
、

そ
の
効
果
を
定
量
的
に
計
測
す
る
方
法
が
確
立
さ
れ

て
い
る
の
は
そ
の
う
ち
の
ご
く
一
部
に
し
か
す
ぎ
な

い
。
今
後
新
た
な
計
測
方
法
を
確
立
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
計
測
方
法
が
確
立

さ
れ
て
い
る
効
果
の
み
見
て
も
、
い
か
に
道
路
整
備

が
大
き
な
経
済
効
果
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

も
の
で
あ
る
。

“
/
◎



特
集
/
第
禰
次
道
路
整
備
五
箇
筆
計
画
(糜
)⑭
概
要

第
僞
涙
積
雪
寒
冷
特
胤
地
螂
道
路
秦
週
罐
係

五
箇
鮭
計
鬮
(葉
)唱
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

一

雪
寒
事
業
の
経
緯

冬
期
に
積
雪
の
多
い
地
域
で
は
、
道
路
交
通
が
途

絶
し
て
交
通
マ
ヒ
が
発
生
し
、
寒
冷
の
度
が
甚
だ
し

い
地
域
で
は
路
面
の
凍
結
に
よ
る
道
路
の
構
造
破
壊

が
発
生
す
る
。
こ
の
よ
う
な
積
雪
寒
冷
の
甚
だ
し
い

地
域
に
お
い
て
は
、
冬
期
に
あ
ら
ゆ
る
生
活
･
生
産

活
動
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
地
域
内

の
道
路
に
つ
き
、
除
雪
、
防
雪
、
凍
雪
害
の
防
止
に

つ
い
て
特
別
な
措
置
を
定
め
、
も
っ
て
こ
れ
ら
の
地

域
に
お
け
る
産
業
の
振
興
と
民
生
の
安
定
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
三
一
年
四
月
一
四
日

｢積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保

に
関
す
る
特
別
措
置
法

(雪
寒
法
と
略
称
)｣
(法
律

第
七
二
号
)
が
制
定
さ
れ
た
。

雪
寒
事
業
は
、
道
路
交
通
の
確
保
が
必
要
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
道
路
を
指
定
し

(雪
寒
法
第
三
条
)、

そ
の
道
路
に
関
す
る

｢積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交

通
確
保
五
箇
年
計
画

(雪
寒
五
計
と
略
称
)｣
を
策

定
し

(雪
寒
法
第
四
条
)、
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

雪
寒
五
計
に
つ
い
て
は
、
除
雪

(除
雪
機
械
の
整

備
も
含
む
)、
防
雪
、
凍
雪
害
の
防
止
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

(雪
寒
法

第
五
条
)、
現
在
ま
で
9
次
に
わ
た
り
、
五
箇
年
計

画
を
実
施
し
て
き
た
。

現
在
、
雪
寒
五
計
は
昭
和
六
三
年
度
を
初
年
度
と

す
る
第
9
次
雪
寒
五
箇
年
計
画
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

三

冬
期
道
路
交
通
問
題
懇
談
会

昭
和
三
二
年
に
策
定
さ
れ
た
第
1
次
五
箇
年
計
画

以
来
三
五
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
雪
寒

事
業
は
、
雪
国
の
冬
期
道
路
交
通
を
確
保
し
、
生
活

と
経
済
を
支
え
る
上
で
、
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
そ
の
間
、
雪
国
に
お
い
て
は
、
都
市

人
口
の
拡
大
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
、
核
家
族
化
、
高

齢
化
な
ど
の
進
行
に
よ
っ
て
、
個
々
の
世
帯
の
雪
に

対
す
る
対
応
力
の
低
下
が
進
む
と
と
も
に
、
近
年
の

全
般
的
な
労
働
力
不
足
に
と
も
な
い
作
業
に
頼
る
雪

m　

寒
対
策
が
次
第
に
困
難
化
し
て
き
て
い
る
。
一
方
で
、

セ

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
等
に
よ
り
冬
で
も
夏

断

と
変
わ
ら
な
い
生
活
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
ほ
か
、

つ　

高
齢
者
、
女
性
の
社
会
参
加
が
進
ん
で
お
り
、
冬
期

,



積雪寒冷特別地域道路交通確保五箇年計画の計画の経緯 (単位 :億円)

計 画 防 雪 除 雪 凍雪害
防 止

雪寒道
路事業
計

除 雪
機 械 計

調整費 合 計 備 考 主 な 出 来 事

第 1次計画

(昭和32年 ~ 37年度)

12

(11)

11

(9)

104

(95)

127

(115)

26

(22)

153

(137)

153

(137)

第2次道路整備五箇年計画
(昭和33年 ~ 37年度 1兆円)

スーパーマーケット誕生(33)

池田内閣成立(35)

ソ連人間衛星打ち上げ成功 (36)

第 2 次計画

(昭和36年~ 40年度)
27 15 200 242 52 294 294

第 3次道路整備五箇年計画

(昭和36年 ~ 40年度 2 兆1,000億円)

東海道新幹線開業(39)

東京オリンピック開催 (39)

第 3 次計画

(昭和39年 ~ 43年度)
70 30 280 380 120 500 500

第 4次道路整備五箇年計画

(昭和39年 ~ 43年度 4兆1,000億円)

名神高速道路全線開通(40)

日本の総人口 1億人を超える(41)

第 4 次計画

(昭和42年 ~ 46年度)
105 78 469 652 158 810 810

第5次道路整備五箇年計画
(昭和42年 ~ 46年度 6 兆6,000億円)

いざなぎ景気(44)

日本万国博覧会を大阪で開催 (45)

第 5 次計画

(昭和45年~ 49年度)
184 156 600 940 270 1,210 1,210

第6次道路整備五箇年計画
(昭和45年 ~ 49年度 10兆3,500億円)

田中角栄内閣誕生(47)

沖縄の施政権返還(47)

第 6 次計画

(昭和48年~ 52年度)
301 462 1,L37 1,900 366 2,266 2,266

第7次道路整備五箇年計画
(昭和48年~ 52年度 19兆5,000億円)

山陽新幹線博多まで開通(50)

ロッキード汚職事件表面化(51)

第 7次計画

(昭和53年~ 57年度)
912 964 1,324 3,200 730 3,930 3,930

第8次道路整備五箇年計画
(昭和53年~ 57年度 28兆5,000億円)

成田空港開港(53)
東北･上越新幹線,大宮から営業開始
(57)

第 8 次計画

(昭和58年~ 62年度)
1,420 1,610 1,500 4,530 810 5,340 5,340

第9次道路整備五箇年計画
(昭和58年~ 61年度 38兆2'000億円)

電電公社民営化N T T がスタート
(60)
つくば科学万博開催(60)

第 9次計画

(昭和63年~平成4年度)
1,690 2,550 2,040 6,280 920 7.200 200 7,400

第10次道路整備五箇年計画
(昭和63年~ 平成 4年度 19兆円)

青函とんねる開業(63)

瀬戸大橋開通(63)

出典 " ｢道路交通経済要覧｣ 等 建設省
(注) 第 1次計画は、 32年度に六箇年計画で発足したが、 33年度に道路整備五箇年計画に合わせて五箇年計画に修正した。



道
路
交
通
の
確
保
に
対
す
る
要
求
は
強
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
の
担
い
手
と

し
て
、
全
国
の
約
六
割
の
面
積
を
占
め
、
美
し
い
自

然
や
豊
か
な
資
源
を
も
つ
雪
国
が
果
た
す
べ
き
役
割

が
、
大
き
く
な
っ
て
い
る
な
ど
、
雪
国
と
雪
国
に
お

け
る
冬
期
道
路
交
通
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
今
後
の
冬
期
道
路
交
通
の
確
保
に
関
し
て
、
新

た
な
対
策
の
必
要
性
を
含
め
幅
広
く
検
討
す
る
必
要

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
学
識
経
験
者
や
各
界
に
わ
た

る
有
識
者
を
委
員
と
し
て
構
成
し
た

｢冬
期
道
路
交

通
問
題
懇
談
会
｣
を
設
置
し
て
、
検
討
を
進
め
、
そ

の
内
容
を

｢提
言
｣
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。

ま
た
、

｢冬
期
道
路
交
通
問
題
懇
談
会
｣
と
と
も

に
、
各
地
方
に
お
い
て

｢冬
期
道
路
交
通
問
題
地
方

懇
話
会
｣
を
設
置
し
、
個
別
の
課
題
や
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
幅
広
く
か
つ
具
体
的
な
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
懇
談
会
に
報
告

す
る
こ
と
に
よ
り
提
言
へ
の
反
映
を
図
る
こ
と
と
し

た
。

佐
々
木
誠
三

柴
田
光
栄

中
井
和
子

中
村
公
英

福
田

正

堀
井

望

丸
山
暉
彦

藪
内
博
文

①

懇
談
会
開
催
経
緯

②

冬
期
道
路
交
通
問
題
懇
談
会
メ
ン
バ
ー

委
員
長

市
原

薫

㈲
日
本
道
路
協
会
交
通

開 催 状 況 議 題

第 1回 平成 4 年 2月 7 日 雪国の現状と課題

第 2回 平成 4年 3月31日 冬期の道路交通の現状と課題

第 3回 平成 4 年 5月28日 譫靜疑わ繊鱒鯛絹
提 言 平成 4 年 6月25日 道路局長提出及び建設政務次官報告

委
員

安
藤
哲
郎

大
塚
久
郎

小
田
貞
夫

加
来
照
俊

菊
地
恒
夫

杵
淵
秀
幸

工
学
委
員
会
委
員
長

網
走
市
長

新
井
市
長

N
H
K
文
化
研
究
所
主

幹
研
究
員

北
海
道
大
学
教
授

㈲
日
本
自
動
車
連
盟
新

潟
支
部
事
務
所
長

北
海
道
観
光
連
盟
理
事

和
田

惇

青
森
市
長

㈱
モ
ア
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
代
表
取
締
役

中
井
建
築
研
究
所
環
境

デ
ザ
イ
ン
室
長

㈱
中
三
代
表
取
締
役
社

長東
北
大
学
教
授

北
陸
経
済
連
合
会
専
務

理
事
長
岡
科
学
技
術
大
学
教

授日
本
通
運
常
務
取
締
役

東
北
支
店
長

㈹
雪
セ
ン
タ
ー
理
事

曲

提
言
に
つ
い
て
は

｢安
心
と
活
力
あ
る
雪
国
を
つ
く
る
た
め

に
｣
(冬
期
道
路
交
通
問
題
懇
談
会
、
ぎ
ょ
う
せ
い
)
参
照

特集/第11次道路整備五箇年計画(案)の概要
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【人口の一極集中と通勤時間の増大】
三

第
僞
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交

通
確
保
五
箇
年
計
画
策
定
の
背
景

=

雪
国
振
興
の
必
要
性

①

我
が
国
が
経
済
的
に
大
き
く
成
長
す
る
過
程

に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
能
の
東
京
圏
へ
の
一

極
集
中
が
進
ん
だ
結
果
、
東
京
圏
は
も
ろ
も
ろ

の
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
や
、
国
家
シ
ス
テ
ム
の
災
害
脆
弱
性
の
観
点

か
ら
、
一
極
集
中
的
な
国
土
構
造
か
ら
多
極
的

① = -
樒市欧の働地域の雑移動 湾と の 極 に 、 雪 通

-

10
20
約
め
50
60

△
△
△
△
△
△

＼ ~- 蟻団封＼

名古屋園 ~※ミニ‐‐＼ ＼ア
イ0“○““

/〉
/

./

(万人) 30

災 る 東
構 害 と 京

就鯏 4M W 桃明 559 約秘乾は) 造 腕 考 圏

△70 ･
(昭和)36 36 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62元

く平取)
か 弱 え は
ら 性 ら も

(原資料) ｢住民基本台帳人口移動報告年報｣総務庁
住31.プラスは流入超過,マイナスは流出超過を示す。

頭纖種露轢殺鬘程滋養琴大阪圏は大阪府,京都府兵庫県･ 極窺努℃
的 点 こ ろ

②

日
本
の
雪
国
は
、
国
土
面
積
の
約
六
割
を
占

め
る
広
大
な
地
域
で
あ
り
、
水
や
可
住
地
な
ど

が
豊
富
で
開
発
余
地
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
我

が
国
の
安
定
的
な
経
済
成
長
と
多
極
分
散
型
国

土
の
形
成
の
た
め
に
は
、
今
後
、
雪
国
の
積
極

内
》↑な
辰
興
を
ま
が
っ
て
ハ
ノ
ふ
り
露異
が
,う
る
o

大都市圏における通勤時間別構成

な
国
土
構
造
へ
の
大
き
な
転
換
が
求
め
ら
れ
て

ふれ･ノ ピ凡窺えゞ" ;きしまま9。分以上

8O
メ疼愈

" ,4 60分以上

り5 4o,8 60分未満

東京都心 大舐都心 名古屋都心

(原資料) ｢大都市交通センサス｣運輸省
囮1,調査対象者は,一定地域内の定期券利用者である。

･

2. ｢東京都心乳ま,千代田,中央区及び港区の3区, ｢大阪都心｣は,西区,北区の一部(旧
北区)及び中央区 (旧東区及び旧南区), ｢名古屋都心｣は,中村区,中央区,熱田区及び
東区。
出典 : ｢国土レポート-91｣国土庁

【豊富な資源を持つ雪国】

1人当たり可住地面積 (平成 2年) 地域別 1人当たり水資源鼠存量 (昭和63年)
(単位:付) (単位:ーooo祚/年･人)3,00O

　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　　　
≠礬寒絮÷ 　　　　　　　　

る500

名00O

I′000

資料: ｢全国郭道將用市区町村別面積“"｣桂絵省, ｢林野面積統計j農林水産省
餌 地域区分は,次による。
北海道:北海道,東北:管巽,岩手,宮城,秋田,山形,福島,折潟,関東:茨城,栃舛、
群馬,山梨,埼玉,千葉,東京,神奈川,東海 ;長野,岐阜,瀞岡.費嵐 三瓜 北陸:富
山,石川,福井,近畿:滋賀,京都,奈良,大阪,兵隊,和歌山,中国:鳥取,ゑ競技.岡山,
広島,山ロ.四国 :婢島,香川,愛媛,高知,九州洋語岡,佐賀,長崎,大分,競本,宮崎,
鹿児島,沖縄将中摂。
出典 : ｢水資源嫁存銑調査｣国土庁, ｢国勢鮨査｣駿務庁籟計局
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【停滞する雪国の人口】
地域区分別人口の推移

150

120

90

60

人
口

(百万人)

　　　　　　　　
　　　
　

　

③

し
か
し
、
近
年
雪
国
で
は
、
人
□
の
停
滞
、

高
齢
化
の
進
行
な
ど
が
顕
著
で
雪
国
以
外
の
地

域
と
の
格
差
是
正
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
今
後
さ
ら
に
安
全
で
信
頼
性
の
高
い

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
よ
り
経
済
活
動
の
活
性

化
や
文
化
の
振
興
、
.生
活
の
快
適
さ
の
向
上
な

ど
を
通
し
て
、
地
域
の
振
興
を
促
進
す
る
必
要

力ゞ ど
あ を
る 通

田1,本書で、･う雪国お古 ｢預言寒冷特別地域における道路交通の確保に関する特別措置法j
における寒冷特別地域 6重称 ｢雪寒地域』を指す。
2,本書では特に地域の定義をLない限り, ｢損雪寒冷県｣を頤雪地域の面鏡と人口がともに
当該過半以上を占める道府県とする。具体的には,北海道.青森県,岩手県,宮城県,秋
田県,山形県,福島県,新潟県,富山県,石川県,福井県,山梨県,長野県,鳥取県,島
根県である。
3.本書では特に磁器をしない限り, ｢大都市圏｣を東京都,埼玉県,千葉県,神奈川県,愛
知県,三重県,京都府,大阪府,兵庫県としている。
また, ｢除大都市圏｣は,全国から大都市圏を除いた地域を指す。

出典; ｢国勢調査｣総務庁統計局

[コミュニティで求められる雪対策】

快適な冬の生活に必要なことおよび除排雪の徹底 .改善の必要性
冬の生活を快適にするために必要なこと

歩道や瓢道がすぐ
蛉證されること こ.対さふお黍じ舞な該九彪躍、亡骸繞字派･せきに拭藍“筋/話｣、広さ翁沸鰍寝

議秀義繊擬誌臨調23

-濱な舵嚢鷁菰鵺穫諜繊町中4

寮驚き箋謙瑳隷黛熱中

医醉覊蜜醐=

痿獨罷黎圏鉈

バス停の隣澱化

冬のスポ-ツ施設
の充実

文化活動ができろ
短腔の充実

7-ケードなどの
ある高店鷁

露店街1:嬢淺の
ある狂騒年

(%)

(頂資料) ｢住民アンケート調査結果｣325体枚敦回答
出典: ｢昭和63年度 利雪･党哲プログラム基隠蝸査報告書｣北海道

【核家族化】

1世帯当たり人数の推
移

高齢者 (麟歳以上)割合
の推移

(単位:̂ )

拝観平均}＼ ~ /′
全国平均

S45 S50 S56 S60
資料: ｢国勢調査｣総務庁統計局

②

雪
国
に
お
け
る
社
会
の
変
化

の

都
市
化
等
に
と
も
な
う
雪
に
対
す
る
対
応
力

の
低
下
核
家
族
化
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
増
加
、

高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
っ
て
個
々
の
世
帯
の

雪
に
対
す
る
対
応
力
が
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
街
地
が
拡
大
し
て
い
る
地
域
で
は
堆
雪
場
が

減
少
し
、
運
搬
排
雪
に
よ
り
雪
処
理
が
困
難
化

し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
に
配
慮
し

た
よ
り
き
め
の
細
か
い
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　　　 　　 　　
資料: ｢国勢調査｣総務庁抜計局



地域区分別通勤 ･通学者の他市区町村への流出率

②

生
活
や
経
済
に
係
る
活
動
の
広
域
化
、
通
年

し こ 高 性 る の 化
@ )

い れ 齢 の o 依 通 等 生
雪 を 者 高 こ 存 勤 活
ミ 支 や い の 、 圏 や

通
勤
圏
や
商
圏
の
拡
大
な
ど
、
地
域
間
相
互

の
依
存
、
連
携
が
広
域
化
し
、
強
ま
り
つ
つ
あ

る
。
こ
の
た
め
、
冬
期
に
お
い
て
も
よ
り
信
頼

性
の
高
い
交
通
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

高
齢
者
や
女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
つ
つ
あ
り
、

こ
れ
を
支
援
す
る
た
め
に
も
、
よ
り
人
に
や
さ

し
い
雪
寒
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

(% )
60

l粃契舗副 So･90" ･全 国

3紮彰ノー｣｣
‐;¥ !
｣ ｣ ｣
ノ ノ
仇◆-“----------

ノー--▲

36,6

-% ｣‐メノノ
メおギノメノ

ー一一
メメ
孜幻〆･･-‐メメ

.-.･･･-‐‐‐.
･･･。

20,4
l5.5

7,7
-OZ

　 　 　

S35 s40
る り み あ も

S50 S60 年ぱ o 人 つ る よ
資料 ; ｢国勢調査｣ 総務庁統計局

階級別女子役職者数および役職者に占める女子の割合の推移
(千人)

占
め
る
調
合
)
拗

(絞
搦
者
数
に
(

溌
年年

　

合計 部長 課長 揉長
(原資料) ｢賃金構造基本統計調査｣
出典 : ｢平成 3年版 婦人労働の実状｣ 労働省婦人局

雪国の道路整備で重要なこと

鮭員の広い道路を作る

"カーブ等のない道を作る

立体交差の道路を作る

総貧する道綻を増やす

地Tや立体糀漱堵を作ろ

逍瀦状況の榊程提供を増やす

歩道の際雷や地下道を作る

"増r"‘た導きしさる“r威せ、･もシ拶//}"ノサミ･‘*ヤビ鰊笋、、でもさげ“ '･二“…ノ,‘てい 、66,3

,~、~んし許さ鰐ぬき、.}、字.rゞ3･Mr.まれ26.l

ヌイ,でか【終い-= ,2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

らノャバノレ【ちゃ斧ツノねr ;7,7

　　　　　　　

い“、な"核納入ゞ＼“べれヤン,.吟ぜ舵メ“…“,【ゞ y梵フ【き、▼,44.8

　　そ の 他

(% )
0 I0 20 30 40 50 60 70

近
年
の
全
般
的
な
労
働
力
の
不
足
に
よ
り
、

雪
寒
対
策
に
つ
い
て
も
作
業
力
に
頼
る
対
策
は

次
第
に
困
難
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
雪
寒
対
策
の
質
の
向
上
の
た
め
に
も
、

構
造
的
に
雪
に
強
い
道
路
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

③

作
業
力
に
頼
る
雪
寒
対
策
の
困
難
化

50 60 70 で に る 対
出典 : ｢冬期道路交通に関する意識調査 平成 2年度新潟県冬期道路交通センサスJ I99l. あ も こ 策
2 . 北陸地方建設局 る 、 と は



S55 S60 H2年度

(原資料) ｢労働省調べ｣
聞 1. ｢出稼ぎ労働者｣ : 1カ月以上l年未満居住地を離れて他に雇用就労する者てあって,そ
の就労期間経過後は居住地に帰る者。
2. ｢就労者数｣ :各部道府県の公共職業安定所が市町村,農繁関係団体の協力を得て,各年
度の期間について把握 (lo位四捨五入)。度の期間について把握 (lo位四捨五入)。
資料 : ｢労働省職業安定局地域雇用対策課晨外就業対策係資料｣

【減少する季節労働者】
地域別出稼ぎ労働者の推移

出
は
ぎ
労
働
者
強

四

第
伯
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交

通
確
保
五
箇
年
計
画
の
主
要
課
題
と
施
策

の

概

説

第
m
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇

年
計
画
に
お
い
て
は
、
雪
国
の
生
活
の
安
定
を
確
保

し
、
地
域
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
に
広
く

諸
活
動
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
雪
国
の
社
会
の
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な

冬
期
道
路
交
通
対
策
を
推
進
す
る
。

特
に
以
下
の
主
要
課
題
に
配
慮
し
、
各
種
施
策
の

推
進
を
図
る
。

ま
た
、
一
般
国
道
か
ら
市
町
村
道
に
至
る
道
路
網

に
お
い
て
よ
り
効
率
的
な
対
策
を
行
う
た
め
、
新
た

に
地
方
単
独
事
業
を
含
め
た
総
合
的
な
計
画
を
策
定

す
る
。
①

全
国
的
な
交
流
の
拡
大
に
対
応
で
き
る
幹
線

道
路
の
冬
期
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

②

人
に
や
さ
し
い
冬
期
歩
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確

第10次積雪寒冷特別地域道路交通確保五箇年計画(案)

粉
画

鮴載
第 詢

)

欝
圃
難

欽
“
轢

第
A / B

路
雪
雪
止
械

業

道

勘
機
計
薄

寒
除
防
檄
雪
小
暮

雪

除

地

280
690
550
…
"
200
252

32
n
虹
綿
噂
視
"

費
計
整調 増 辯 “

-

1
｢

鑽 搬 聰(注) 第9次計画における地方単独事業を除く事業費ま、 7,40鮖意円である。

保
③

雪
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
よ
る
雪
対
策
の
推
進

④

情
報
化
の
推
進
と
維
持
管
理
の
充
実
･
強
化

の

主
要
課
題
と
施
策

の

全
国
的
な
交
流
の
拡
大
に
対
応
で
き
る
幹
線

道
路
の
冬
期
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

･
積
雪
時
に
も
道
路
幅
員
が
十
分
確
保
で
き
る

よ
う
消
雪
施
設
、
流
雪
溝
を
整
備
す
る
と
と

も
に
特
に
堆
雪
幅
の
整
備
を
進
め
る
。

･
チ
ェ
ー
ン
着
脱
が
容
易
で
休
憩
所
等
の
機
能

も
有
す
る
多
機
能
型
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
の
整

備
を
促
進
す
る
。

②

人
に
優
し
い
冬
期
歩
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

･
歩
道
除
雪
の
拡
充
を
は
か
る
と
と
も
に
、
無

散
水
消
雪
施
設
、
流
雪
溝
等
の
整
備
を
促
進

す
る
。

③

雪
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
よ
る
雪
対
策
の
推
進

･
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
す
る
除
排

雪
に
対
し
、
流
雪
溝
や
小
型
除
雪
機
、
堆
雪

場
の
整
備
等
の
支
援
を
行
う
。

④

情
報
化
の
推
進
と
維
持
管
理
の
充
実
･
強
化

･
効
率
的
で
的
確
な
除
雪
等
の
た
め
、
精
度
の

高
い
気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推
進
す

る
o

･
ス
ト
ッ
ク
の
効
率
的
な
活
用
の
た
め
、
消
雪

施
設
等
の
適
切
な
維
持
、
修
繕
及
び
老
朽
施

設
の
更
新
を
進
め
る
。

6 8 道行セ 92 .11

特集/第11次道路整備五箇年計画(案)の概要



特
集
/
第
嗣
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
葉̂
}⑭
概
嚢

第
霧
涙
奥
地
等
産
業
間
篭

週
騰
整
備
計
画
(蘂
)⑭
柳
襲

建
設
省
道
路
局
地
方
道
課
課
長
補
佐

深
濫澤

淳
主
心

一

は
じ
め
に

奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
は
、
昭
和
三
九

年
に
制
度
が
で
き
て
以
来
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

と
と
も
に
、
計
画
の
改
訂
を
行
い
、
現
在
の
計
画
で

第
7
次
を
数
え
る
。
現
計
画
は
、
昭
和
六
三
年
五
月

二
七
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
六
三
年

度
以
降
五
箇
年
間
の
整
備
計
画
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
本
年
度
を
も
っ
て
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
新
た
に
、
平
成
五
年
度
を
初
年
度
と
す
る

第
8
次
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
こ

こ
に
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

二

興
産
法
の
体
系

奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法

(昭
和

三
九
年
法
律
第
百
十
五
号
)
(以
下

｢奥
産
法
｣
と

い
う
。)
は
、
奥
地
等
に
お
け
る
産
業
開
発
の
総
合

的
な
開
発
の
基
盤
と
な
る
べ
き
奥
地
等
産
業
開
発
道

路

(以
下

｢奧
産
道
路
｣
と
い
う
。)
の
整
備
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
山
間
地
、
奥
地
等

の
未
開
発
資
源
を
開
発
し
、
地
域
格
差
の
是
正
と
民

生
の
向
上
、
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る

(法
第
一
条
)。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
当
該
未
開
発
資
源

の
開
発
に
必
要
な
興
産
道
路
を
具
体
的
に
指
定
し

(法
第
三
条
)、
こ
の
路
線
に
お
い
て
行
わ
れ
る
道

路
の
新
設
及
び
改
築
に
係
る
事
業
を
計
画
的
に
行
う

た
め
、
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
を
策
定
す

る

(法
第
四
条
)。

さ
ら
に
、
同
計
画
を
達
成
す
る
た
め
、
新
設
又
は

改
築
に
係
る
事
業
に
要
す
る
費
用
に
対
す
る
国
の
補

助
率
を
、
通
常
で
あ
れ
ば
新
設
に
つ
い
て
は
二
分
の

一
、
改
築
に
つ
い
て
は
三
分
の
二
で
あ
る
も
の
を
四

分
の
三

(た
だ
し
、
平
成
四
年
度
に
つ
い
て
は
、
一

〇
分
の
六
)
に
嵩
上
げ
し
て
い
る

(法
第
五
条
第
二

項
)。三

奥
地
等
と
ば

奥
地
等
と
は
、
①
交
通
条
件
が
き
わ
め
て
悪
く
、

②
産
業
の
開
発
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
山
間
地
、

奥
地
そ
の
他
の
へ
ん
ぴ
な
地
域
で
政
令
で
定
め
る
基

準
に
該
当
す
る
地
域
と
定
義
さ
れ
て
い
る

(法
第
二

条
第

一
項
)。
こ
れ
を
受
け
て
興
産
法
施
行
令
第

一

条
で
は
、
奥
地
等
の
基
準
と
し
て
次
の
よ
う
に
定
め

て
い
る
。
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①

高
速
自
動
車
国
道
若
し
く
は
÷
般
国
道
又
は

鉄
道
の
停
車
場
か
ら
通
常
の
交
通
の
方
法
及
び

経
路
に
よ
り
一
時
間
以
内
に
到
着
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
地
域
の
面
積
が
、
当
該
市
町
村
の
区

域
の
面
積
の
二
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る
こ

シ
ー0

②

公
表
さ
れ
た
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ

る
当
該
市
町
村
の
産
業
分
類
別
就
業
者
数
の
う

ち
、
農
業
、
林
業
･
狩
猟
業
及
び
漁
業
･
水
産

養
殖
業
に
係
る
も
の
の
合
計
数
を
当
該
市
町
村

の
産
業
分
類
別
就
業
者
数
の
総
計
で
除
し
て
得

た
数
値
が
○
･
五
六
八
を
こ
え
て
い
る
こ
と
又

は
当
該
市
町
村
の
一
姪
当
た
り
の
人
□
が

=

九
人
未
満
で
あ
る
こ
と
o

交
通
条
件
が
き
わ
め
て
悪
い
状
況
の
基
準
と
し
て

国
道
等
の
主
要
な
交
通
施
設
へ
の
到
達
時
間
が
採
用

さ
れ
て
い
る
の
は
、
迅
速
性
、
安
全
性
、
快
適
性
、

随
意
性
、
経
済
性
と
い
っ
た
人
と
物
の
輸
送
に
お
け

る
基
本
的
な
必
要
要
件
の
う
ち
、
｢産
業
開
発
｣
と

い
う
奥
産
法
の
趣
旨
に
合
致
す
る
迅
速
性
と
経
済
性

に
着
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
一
時
間
と
い
う

時
間
帯
は
、
農
林
水
産
物
の
輸
送
実
態
と
自
動
車
の

平
均
走
行
速
度
と
の
関
係
、
自
動
車
に
よ
る
短
距
離

輸
送
の
採
算
性
と
積
み
下
ろ
し
時
間
等
を
考
慮
し
て

設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
産
業
の
開
発
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い

地
域
を
示
す
基
準
と
し
て
、
第
一
次
産
業
就
業
者
率

及
び
人
口
密
度
を
採
用
し
た
の
は
、
未
開
発
地
域
は

人
口
密
度
が
低
く
、
し
か
も
、
農
林
水
産
業
と
い
っ

た
第
一
次
産
業
が
地
域
住
民
の
主
た
る
職
業
で
あ
る

と
い
う
一
般
的
な
特
徴
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
次
産
業
就
業
者
率
及
び
人
口
密
度
の
基
準
値
は
、

昭
和
三
五
年
国
勢
調
査
の
全
国
群
部
平
均
値
を
用
い

て
い
る
。

奥
地
等
の
地
域
の
考
え
方
は
以
上
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
奥
産
法
第
二
条
第
三
項
の
地
域
の
指
定
に
際

し
て
は
、
奥
地
等
の
地
域
の
う
ち
か
ら
奥
産
法
第
二

条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
該
当
す
る
も
の
を

政
令
で
指
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
地
域
指
定
に

つ
い
て
は
、
奥
地
等
に
該
当
す
る
地
域
で
各
号
に
該

当
す
る
も
の
は
全
て
政
令
で
指
定
す
る
方
針
を
と
っ

て
い
る
が
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
道
路
法
施
行
令

第
三
国
条
の
二
の
三
の
特
例
が
あ
り
、
沖
縄
県
、
離

島
振
興
対
策
実
施
地
域
及
び
奄
美
群
島
に
お
け
る
道

路
整
備
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法

等
に
基
づ
き
、
別
途
の
整
備
計
画
で
そ
の
実
施
が
行

わ
れ
、
い
ず
れ
も
高
率
の
補
助
率
が
設
け
ら
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
は
、

地
域
指
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

奥
産
法
第
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、

い
ず
れ
も
開
発
す
べ
き
種
々
の
資
源
が
存
在
す
る
地

域
を
類
型
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
定
め

ら
れ
て
い
る
。

一

森
林
資
源
が
豊
富
に
存
し
、
か
つ
、
そ
の
開

発
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
地
域

二

酪
農
振
興
法

(昭
和
二
九
年
法
律
第
百
八
十

二
号
)
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
集
約
酪
農
地
域

三

農
用
地
と
し
て
の
開
発
及
び
整
備
が
必
要
と

さ
れ
る
相
当
規
模
の
開
発
適
地
そ
の
他
の
地
域

四

地
下
資
源
が
豊
富
に
存
し
、
か
つ
、
そ
の
開

発
効
果
が
期
待
さ
れ
る
地
域

五

水
産
物
の
集
散
地
と
し
て
の
発
展
が
予
想
さ

れ
る
地
域

六

観
光
適
地
で
そ
の
開
発
が
十
分
に
行
わ
れ
て

い
な
い
地
域

七

低
開
発
地
域
工
業
開
発
促
進
法

(昭
和
三
六

年
法
律
第
二
百
十
六
号
)
第
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
低
開
発
地
域
工
業
開
発

地
区
、
産
炭
地
域
振
興
臨
時
措
置
法

(昭
和
三

六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
)
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
産
炭
地
域
そ
の
他
の
工
業
の
発
展
が

予
想
さ
れ
る
地
域

な
お
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
い
ず
れ
も
、
市
町
村
単

位
で
規
定
さ
れ
る
奥
地
等
の
一
部
で
あ
る
が
、
第
二

号
の
集
約
酪
農
地
域
並
び
に
第
七
号
の
低
開
発
地
域

工
業
開
発
地
区
及
び
産
炭
地
域
に
つ
い
て
は
市
町
村

単
位
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
他
の
地
域
に
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つ
い
て
も
奥
産
道
路
の
路
線
を
指
定
す
る
段
階
で
当

該
地
域
を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

整
理
の
便
宜
上
、
市
町
村
単
位
で
指
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

四

地
域
及
び
路
線
指
定
と
奥
産
道
路
整

備
計
画
の
推
移

地
域
指
定
に
関
す
る
政
令
は
、
昭
和
四
〇
年
三
月
に

制
定
さ
れ
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
指
定
地
域
は
、
四
三

五
市
町
村
に
達
し
た
。
そ
の
後
、
道
路
整
備
の
進
捗
や
、

国
道
昇
格
等
に
伴
っ
て
奥
産
法
施
行
令
第
一条
第
一号

の
要
件
等
を
満
た
さ
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
指
定

地
域
の
数
は
逐
次
減
少
し
、
現
在
指
定
を
受
け
て
い
る

の
は
二
八
九
市
町
村
で
あ
る

(表
1
)。

興
産
道
路
は
、
①
政
令
で
指
定
す
る
地
域
と
主
要

な
道
路
と
を
連
絡
す
る
地
方
的
な
幹
線
道
路
で
、
②

産
業
開
発
の
総
合
的
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
必
要
な

も
の
と
し
て
、
建
設
大
臣
が
関
係
行
政
機
関
の
長
及

び
関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
聴
い
て
指
定
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る

(法
第
二
条
第
三
項
及
び
第
三

条
第

一
項
)。
ま
た
、
奥
産
道
路
の
路
線
名
、
道
路

の
種
類
及
び
区
間
を
官
報
で
公
示
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る

(法
第
三
条
第
三
項
)。

奥
産
道
路
の
路
線
指
定
は
、
昭
和
四
〇
年
よ
り
6

次
に
わ
た
っ
て
指
定

(解
除
)
さ
れ
て
き
た
が
、
奥

地
等
の
指
定
地
域
数
の
減
少
等
に
よ
り
、
指
定
路
線

表 1 指定市町村数及び路線指定の推移

指 定 第1 次指定
(S40
.
3)
第 2 次指定
(S41
.
6) ※
第 3次指定
(S47
.
2)
第 4 次指定
(S53
.
の
第 5次指定
(S58
.
5)
第6次指定
(S63
,
5)

指定中町本撤 4 3 5 4 3 5 3 7 2 3 0 2 2 8 9

増 減
減 △ 9 9 l △ 7 4 I △ 1 ]̂〕増

*
指定路続 数 1 3 0 - 5 2 (182) - 2 4 2 - 2 9 6 -- 2 8 9 I

〕
3 o o

減
増
道
道蕪

増
都
市

- ! △ 3 5 l △ 8 3 ! △ 8 8 l △ 4 1
増 5

機=̂〕3一14 俊
m 鴉“ 鵺 惚 復指定証長くk 2

, 0 9 4 6 2 0

務
×̂〕総 鍼

×̂〕,鉈減
増 減 増

I △ 5 8 6 ‘△ 1 0 9 5 -△ 8 6 5 l △ 4 1 .!̂“6 2 o l 1 , o 5 o
l 1 , 2

9 8 I
. 7 7 7

l 4 0 1
都道府県道
市 町 村 道

7

4評畿
-
4

3朧榴
49

一

n).'
!̂“

※第 2 次は追加のみ

数
は
順
次
減
少
し
て
き
て
い
る

(表
1
)。

奥
産
道
路
の
整
備
は
、
昭
和
四
〇
年
度
以
降
、
各

整
備
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
奥
産

道
路
の
整
備
を
促
進
し
、
奥
地
等
の
振
興
を
図
る
必

要
か
ら
事
業
規
模
も
次
第
に
拡
大
さ
れ
て
き
た

(表

2
)
0表 2 五箇年計画の推移

,
第1 次 第 2次 第 3 次 第4 次 第 5次 第 6 次 第7 次

年 次
計画事業費

船
脚
ト 節

減
ト 鷄

360
ト 留

600
ト “

…
ト
L

乾
期
~
L
潴 麗

880
~
L
鱒

次
務年糞

鉦
筏
“

ト
2

44
106
筋

ト
4

47
154
第

~

4

45 乾
461
鯛

~

7

48 57
901
鰻

~

9

瀉 鉈
206
鑓

~
上

8

邸 服
720
第

~
上
9

鰓

第
7
次
計
画
で
は
、
昭
和
六
三
年
度
以
降
の
五
箇

年
間
に
調
整
費
を
除
き
総
額
一
、
八
八
〇
億
円

(都



表 3 第 次計画の実績
(単位 : k m , 億円)

7 次計画 (計画) 7 次計画 (実績) 率
A
)
′

成
/
%
R
)′、

達 課
率碎良翰

誠
改事業量 事業費 A 事業量 事業費 B

都道府県道
市 町村 道 臨脇 鰡加 需 燃加鰈棘 “鰤計
調 整 費

6 7 0

檄
4 9 9 Û2

一
"/.'

T･上 第 篤合 計 ･

鰡 拗 槻

道
府
県
道
一
、
六
三
〇
億
円
、
市
町
村
道
二
五
〇
億

円
)
を
も
っ
て
六
七
〇
如

(都
道
府
県
道
五
四
五
面
、

市
町
村
道
三

五
如
)
の
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
っ

た
が
、
実
績
は
、
事
業
費
で
九
一
･
五
%
、
事
業
量

で
七
四

･
五
%
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
都

道
府
県
道
の
達
成
率
が
九
0
･
二
%
と
相
対
的
に
低

い
が

(表
3
)、
興
産
道
路
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、

都
道
府
県
道
全
体
の
伸
率
以
上
の
伸
び
を
確
保
し
、

事
業
の
促
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
(表
4
)。

五

第
8
次
計
画
策
定
の
背
景

奥
地
等
に
お
い
て
は
、
7
次
に
わ
た
る
興
産
道
路

整
備
計
画
に
基
づ
く
道
路
整
備
に
よ
り
地
域
の
産
業
、

100
90
80
70
60
50
40
30
沈
め
o

%

王玉 興産地域

圀第1次産業禽第2次産業圓第3次産業

図 3 産業別就業者比率の比較(l985年)

72 道行セ 92 .11

1965年1965 1985年

図 2 奥地等の高齢者比率の推移

表 4 都道府県道事業(補助事業)の対前年度事業費伸率の推移

6 3 1 元 l I 3 l 4

都道府県道全体 纖 鰡 嬬鰡 鰄纖與建道路(県道) 鯲 鱒 鱒 鰡( ) 響きは、生活関連含みである
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図 1 奥地等の人口の推移
1975年 1985年 1990年



表 5 財政力指数の比較(1990年)

城
村
地
町
等
市
地
定
奥
指

を
県
城
府
地
る
産
す
奥
有

全 国

鼾鰡 0
.
2 2 0

,
3 8 0

.
4 3

経
済
、
社
会
開
発
に
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
が
、
奥
地
等
は
、
今
な
お
厳
し
い
条
件
に

お
か
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
人
口
は
、
こ
の
二
五
年
間
で
七
四
%
に

減
少
す
る
と
と
も
に
、
特
に
、
高
齢
化
の
進
展
が
著

し
く
な

っ
て
い
る

(図
1
、
図
2
)
。
ま
た
、
奥
地

等
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
産
業
構
造
を
み
る

と
、
全
国
平
均
に
比
べ
第
一
次
産
業
就
業
者
の
占
め

る
割
合
が
高
く
、
さ
ら
に
、
財
政
力
の
弱
い
地
域
と

な

っ
て
い
る

(図
3
、
表
5
)。

一
方
、
奥
地
等
に
お
け
る
道
路
整
備
の
水
準
は
全

国
平
均
に
比
べ
遅
れ
て
お
り
、
か
つ
、
都
市
等
へ
の

ア
ク
セ
ス
性
の
面
で
他
地
域
に
比
べ
劣
っ
て
い
る
地

域
が
多
い

(表
6
、
図
4
)。

こ
の
よ
う
に
、
奥
地
等
地
域
の
活
性
化
が
緊
急
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
特
に
、
地
域
産
業
の
振

興
の
基
盤
と
な
る
奥
産
道
路
の
整
備
を
引
き
続
き
推

進
し
、
交
通
条
件
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
平
成
五
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て

期
限
切
れ
と
な
る
奥
産
法
を
延
長
し
、
第
8
次
奥
地

等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
あ

る
。
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六

第
8
次
計
画
策
定
の
基
本
的
考
え
方

奥
地
等
に
お
け
る
産
業
構
造
は
、
図
5
に
示
す
よ

う
に
、
近
年
、
第
一
次
産
業
か
ら
第
二
次
、
第
三
次

産
業
へ
移
行
し
て
い
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
奥
地
等

の
地
域
は
、
自
然
が
豊
か
で
観
光
地
等
と
し
て
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
こ
と
か
ら
、
近
年
、
観
光

･
余

暇
産
業
等
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る

表 6 奥地等における道路整備の水準
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国立公団のうち奥地等の占める割合

国土面積のうち奥地等の占める割合
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図 6 国立公園のうち奥地等市町村の占める割合

事
例
が
多
い
。
例
え
ば
、
図
6
に
示
す
よ
う
に
、
全

国
の
国
立
公
園
の
う
ち
奥
地
等
が
占
め
る
割
合
は
五

0
%
に
上
り
、
一
方
、
国
土
面
積
の
う
ち
奥
地
等
が

占
め
る
割
合
が
一
五
･
八
%
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
奥
地
等
は
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
非
常
に
高
い

地
域
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、
農
林

業
等
第
一
次
産
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
特
に
、
奥

地
等
の
観
光
資
源
等
を
活
用
し
た

｢ひ
と
｣
の
交
流

に
よ
る
地
域
振
興
が
期
待
さ
れ
て
い
る

(表
7
)。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
ニ
!
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、

各
種
開
発
適
地
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
と
併

せ
て
、
そ
れ
ら
と
一
体
的
に
機
能
す
る
都
市
等
と
の

連
絡
道
路
や
観
光
地
間
の
周
遊
道
路
等
を
含
め
た
総

　
　

7
‘

ート調査 :表 3 と同じ

合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る

(表
8
)。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い

て
は
、
従
来
の
奥
産
道
路
と
一
般
国
道
等
と
を
連
絡

す
る
主
要
地
方
道
は
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
が
、

奥
地
等
に
お
け
る
主
要
地
方
道
の
整
備
水
準
は
相
対

的
に
低
く
、
地
域
の
産
業
の
開
発
を
進
め
る
上
で
は
、

こ
れ
ら
主
要
地
方
道
に
つ
い
て
も
一
体
的
に
整
備
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
資
源
の
有
効
活
用
を
図
り
、
奥
地

等
の
地
域
が
も
つ
魅
力
を
一
層
高
め
る
た
め
の
基
盤

と
し
て
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
道
路
の
整
備
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
課
題
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
を

実
現
す
る
た
め
、
第
8
次
計
画
に
お
い
て
は
以
下
の

措
置
を
講
じ
る
予
定
と
し
て
い
る
。

一

主
要
地
方
道
の
一
部
を
奥
産
道
路
と
し
て
指

定
す
る

(た
だ
し
、
主
要
地
方
道
に
つ
い
て
は
、

補
助
率
の
嵩
上
げ
対
象
と
し
な
い
)

奥
地
等
の
産
業
の
開
発
の
た
め
、
そ
の
基
盤

と
な
る
総
合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る

た
め
、
従
来
よ
り
奥
産
道
路
の
対
象
と
し
て
い

た
一
般
都
道
府
県
道
及
び
幹
線
市
町
村
道
に
新

た
に
主
要
地
方
道
を
加
え
、
一
体
的
か
つ
体
系

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
実
施
す
る
。

二

地
方
単
独
事
業
を
含
め
た
総
合
的
な
計
画
と

74 道イテセ 92.11

表 7 今後の地域産業振興方策
アン ー ト

目 的
①森林資源開発 3 5

.
6 %

②集約酪農開発 6
,
6 %

③農用地開発 2
.
4 %

④地下資源開発 0
.
3 %

⑤水産資源開発 2
,
4 %

貧憊鮒聡美資源開発:!:! 灘縦ぬ輩
.

“労
-*総紫⑦低開発地域･

産炭地域振興 4
,
8 %

⑧その他 0
,
7 %

ケート調査 : ｢奥地等の今後の振興に

関するアンケート調査｣ 建設省 H4.2

表 8 産業開発のため今後必要な道路整備

特集/第11次道路整備五箇年計画(案)の概要



す
る奥
地
等
の
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
機
能
す
る
奥
産
道
路
の

早
期
完
成
に
向
け
事
業
の
一
層
の
促
進
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
奥
地
等
の
魅
力
を
高
め
、

地
域
の
振
興
と
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
地

域
の
自
主
性
に
基
づ
き
地
域
に
マ
ッ
チ
し
た
付

加
価
値
の
高
い
奥
産
道
路

(例

交
流
広
場
、

遊
歩
道
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
の
整
備
)
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
地
域
に
お
い
て
策
定
す
る

｢ふ
る

さ
と
発
展
道
路
網
整
備
計
画

(仮
称
)｣
の
う

ち
、
国
は
特
に
緊
急
に
整
備
を
要
す
る
も
の
に

つ
い
て
、
産
業
開
発
道
路
と
し
て
の
機
能
が
早

急
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
進
め
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
と
地
方
単
独
事
業
に
よ
る
整

備
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
一
層
の
事
業
の
促
進
並
び
に
よ
り
効
果
的
な

奥
産
道
路
の
整
備
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
第
8
次
計
画
よ
り
、
見
込
ま
れ

る
地
方
単
独
事
業
の
投
資
規
模
を
含
め
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

七

地
域
及
び
路
線
の
指
定

今
回
、
平
成
二
年
の
国
勢
調
査
結
果
等
を
も
と
に

地
域
を
見
直
し
、
第
8
次
計
画
に
お
い
て
は
、
二
六

八
市
町
村
の
地
域
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
第
8
次
計
画
に
お
い
て
は
、
計
画
策
定
の

基
本
的
考
え
方
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
方
針
に
基

づ
き
路
線
を
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

①

地
域
指
定
が
解
除
さ
れ
る
市
町
村
に
係
る
路

線
は
除
外
す
る
。

②

既
指
定
路
線
で
、
奥
産
道
路
と
し
て
効
果
が

発
揮
で
き
る
ま
で
整
備
の
進
ん
だ
路
線
又
は
地

域
の
事
情
等
か
ら
当
面
事
業
を
休
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
路
線
は
除
外
す
る
。

③

①
及
び
②
以
外
の
既
指
定
路
線
は
継
続
指
定

路
線
と
す
る
。

④

新
規
に
指
定
を
行
う
路
線
は
、
地
域
の
産
業

の
振
興
を
図
る
上
で
具
体
の
振
興
計
画
に
照
ら

し
緊
急
に
整
備
が
必
要
な
も
の
並
び
に
従
来
の

奥
産
道
路
と
一
体
的
に
機
能
し
、
一
体
的
･
計

画
的
に
整
備
を
す
る
こ
と
が
地
域
の
振
興
上
不

可
欠
な
主
要
地
方
道
に
限
り
指
定
す
る
。

こ
れ
ら
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
路
線
指
定
を
見
直

す
と
、
一
般
都
道
府
県
道
は
三
七
路
線
が
除
外
と
な

り
、
二
五
路
線
が
新
た
に
指
定
と
な
る
。
一
方
、
市

町
村
道
は
、
二
五
路
線
が
除
外
と
な
り
、
ニ
ニ
路
線

が
新
た
に
指
定
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
、

一
般
都
道
府
県
道
で
一
二
路
線
減
、
市
町
村
道
で
三

路
線
減
で
、
前
回
指
定
の
三
○
○
路
線
か
ら
一
五
路

線
減
の
二
八
五
路
線
と
な
り
、
こ
れ
に
新
た
に
指
定

さ
れ
る
主
要
地
方
道
六
九
路
線
を
加
え
、
次
期
の
指

定
路
線
は
三
五
四
路
線
と
な
る
予
定
で
あ
る

(表
9
)。

八

第
8
次
計
画
の
事
業
規
模

第
8
次
計
画
に
お
い
て
は
、
奥
産
道
路
と
し
て
指

定
さ
れ
た
道
路
の
う
ち
一
般
都
道
府
県
道
及
び
市
町

村
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
度
末
の
改
良
率
を
概

ね
五
0
%
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
と
一
体
的
に

表 9 第 8次計画における指定予定路線数及び指定予定延長(第 7次指定)

区 分
第 6 とて 指 定 第 7 次 指 定

路 線 数 延長 ( k m ) 路 線 数 延長 ( k m )

一般都府県道
市 町 村 道 復 猟佛 秘 獨膨小 計 3 0 0

鍼 郷 繃主要地 方道 - - 鎗 締合 計 3 0 0

鱗
3 5 4

鰡

道イテセ 92.l1 75



表10 第 8次奥地等産業開発道路整備計画

＼
第 8次興産
整備計画

第 7次興産
整備計画 郭
ん

定
長
指
延

事 等ま 量
平成4年度 平成9 年度

撲
量 搬A 讐

搬
B

済良
長
改
延
蝮
率

済良
長
改
延
娘
率

道
道
県府
芥
十

部

‐言

般
　　町･±1

一
市

370
120
490
燃湖

臨
125
670
礬
鰡
霧
餓
獅滋
即綴 滋
芻
鱒鰹
鰯
獨主要地方 道 120 700 一 一 ー 鱒 鵬 瀬 836 鯏計

地方単独事業
610 鰡 670 ㈱㈱ 即鱒 爛 朔 泓鵺 添計

調 整 費 紳 撥 鷆
合 計 2,960 2,075 即
2 . 第 7次計画における地方単独事業を除く事業費は、 1 , 9 3 0億円である。

機
能
す
る
主
要
地
方
道
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
に
全

国
の
主
要
地
方
道
の
整
備
水
準
に
達
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
必
要
な
事
業
費
を
確
保
す
る
も
の
と
し
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
地
方

公
共
団
体
の
行
う
地
方
単
独
事
業
を
含
め
て
総
額
二
、

九
六
○
億
円
を
奧
産
道
路
に
投
資
す
る
も
の
と
し
、

こ
の
う
ち
国
が
負
担
又
は
補
助
す
る
も
の
に
係
る
道

路
の
整
備
に
関
し
、
第
8
次
奥
産
道
路
整
備
計
画
と

し
て
、
総
額
二
、
四
五
〇
億
円
を
も
っ
て
六
一
〇
如

を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る

(表
龍
)。

九

お
わ
り
に

新
し
い
道
路
整
備
の
長
期
構
想
に
お
い
て
は
、
多

極
分
散
型
国
土
の
形
成
を
図
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
各
地
域
に

｢地
域
集
積
圏
｣

を
形
成
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
魅
力
的
な
地

域
集
積
圏
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
中
心
と

な
る
都
市
等
を
核
と
し
て
、
周
辺
地
方
部
を
含
め
地

域
が
広
域
的
に
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

高
度
な
集
積
を
活
用
し
た
地
域
全
体
の
発
展
の
核

と
し
て
、
ま
た
、
多
様
な
就
業
機
会
･
都
市
的
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
都
市
地
域
と
、
豊
か
な
生
活
環
境
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
食
糧
･
物
資
･
エ
ネ
ル
ギ
J

等
の
生
産
の
場
を
提
供
す
る
地
方
部
と
は
、
相
互
依

存
･
共
生
の
関
係
に
あ
る
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考

え
ら
れ
、
こ
の
両
者
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
魅
力
的
な
地
方
圏
が
創
出
で
き
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
圏
域
内
外
と
の
広
域
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
重
要
と
な
る
が
、
こ
れ
と
併
せ

て
、
地
方
部
に
暮
ら
す
人
々
が
、
地
域
に
誇
り
を
も

ち
、
安
心
で
安
定
し
た
生
活
を
営
む
上
で
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
基
盤
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
上
で
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
山
間
奥
地
等
に
つ
い
て
は
、
特
に

定
住
条
件
の
厳
し
い
地
域
が
多
い
。
し
か
し
、
逆
に
、

こ
れ
ら
の
地
域
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、

潜
在
資
源
も
豊
富
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
源
の
有
効

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
地
域
等
と
の
交
流
を

一
層
促
進
し
、
も
っ
て
地
域
の
振
興
と
活
性
化
を
実

現
す
る
上
で
、
交
通
条
件
の
改
善
は
必
須
の
条
件
で

あ
り
、
道
路
整
備
が
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

山
間
奥
地
等
の
道
路
整
備
は
、
平
地
以
上
に
高
く

つ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
交
通
量
も
相
対
的
に
少
な

く
、
効
率
性
等
の
観
点
か
ら
や
や
も
す
れ
ば
、
こ
れ

ら
人
ロ
の
少
な
い
地
域
へ
の
多
額
の
投
資
に
対
す
る

批
判
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
道
路
整
備

の
重
要
性
は
、
単
に
全
国
一
律
の
交
通
量
、
経
済
効

率
性
等
の
み
で
決
ま
る
も
の
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
道
路
整
備
に
よ
っ
て
ど
う
活
性
化
し
て
い
く

か
と
い
っ
た
観
点
も
踏
ま
え
判
断
す
る
べ
き
で
あ
る

　　　　こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
奥
産
道
路
に
対
す
る
投
資

幻

は
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
決
し
て
怠
る
こ
と
は
で
き

セー丁

ず
、
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
と
同
様
、
奥
産

避

道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、
そ
の
投
資
規
模
の
確

%

保
に
ご
支
援
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

特集/第円次道路整備五箇年計画(案)の概要



特
簾
/
第
嗣
次
週
略
整
備
董
鬮
箪
計
画
瓣
鬱
◎
騨
襲

建
設
省
建
設
大
臣
官
房
政
策
課

一

は
じ
め
に

｢生
活
大
国
5
か
年
計
画
-
地
球
社
会
と
の
共
存
を
め

ざ
し
て
｣
は
、
本
年
一
月
一
四
日
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り

そ
の
策
定
を
諮
問
さ
れ
て
以
来
、
経
済
審
議
会
に
お
け
る

五
ヵ
月
あ
ま
り
の
審
議
を
経
て
、
六
月
二
五
日
に
経
済
審

議
会
会
長
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
。
政
府
は

こ
れ
を
受
け
て
、
同
月
三
〇
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
本
経

済
計
画
を
平
成
四
年
度
か
ら
八
年
度
ま
で
の
期
間
に
お
け

る
経
営
運
営
の
基
本
と
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
た
。

本
計
画
は
、
戦
後
に
策
定
さ
れ
た
我
が
国
の
経
済
計
画

と
し
て
は
、
｢経
済
自
立
五
ヵ
年
｣
以
来
一
二
番
目
の
も

の
と
な
る

(表
1
)。

こ
こ
で
は

｢生
活
大
国
5
か
年
計
画
｣
の
概
要
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
社
会
資
本
整
備

(特
に
道
路
整
備
)
に

関
す
る
取
り
組
み
部
分
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
視
点
に

立
っ
た
新
し
い
整
備
指
標
を
交
え
な
が
ら
詳
述
す
る
。

三

新
計
｢圃
の
概
要

ー
建
設
省
関
係
を
中
心
と
し
て
-

の

我
が
国
の
課
題
と
政
策
運
営

新
し
い
計
画
で
は
、
地
球
規
模
で
考
え
る
と
い
う
視

点
と
人
間
一
人
一
人
を
尊
重
す
る
と
い
う
視
点
を
併
せ

持
ち
、
｢地
球
社
会
と
共
存
す
る
生
活
大
国
｣
を
目
指

す
こ
と
を
我
が
国
の
基
本
的
課
題
と
す
る
。

②

生
活
大
国
へ
の
変
革

国
民
一
人
一
人
が
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
日
々
の
生
活

の
中
で
実
感
で
き
、
多
様
な
価
値
観
を
実
現
す
る
た
め

の
機
会
が
等
し
く
与
え
ら
れ
、
美
し
い
生
活
環
境
の
下

で
簡
素
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
た
社
会
と
し
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画
画
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画

計
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本
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ヶ
澤
立口
済
き
発
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称
五
経
イ

会
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目
}
秀
自
社
済
社

済
長
民

済
経
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新
国
中
経
新
経

①
②
③
④
⑤
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⑦
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4
…

成

…

　
　
　

和

三

昭

一

⑧昭和50年代前期経済計画
⑨新経済社会七ヶ年計画
⑩1980年代経済社会の展望

と指針
⑪世界とともに生きる日本
一経営運営 5ヶ年計画-

望
針
本
一
…

展
指
日
画

…

の
と
る
計

…

会

き
年

【

社

生

ヶ
…

済

に
5
…

　

　　　
　

　



て
の

｢生
活
大
国
｣
を
目
指
す

(表
2
)。

③

地
球
社
会
と
共
存
す
る
生
活
大
国
の
た
め
の
施
策

第
1

生
活
大
国
へ
の
変
革

の

個
人
の
尊
重

2 生活者の立場に立oた住宅 社会資本整備指標健設省関係) 轢ゑ
整 備 指 標 現 況 将 来 目 標 指 標 の 考 え 方

1 . 高齢者や障害者も安心

で快適に利用できる幅

の広い歩道等の設置率

(広幅員歩道等の設置率)

〈1990年度〉

20 %

〈1996年度〉

おおむね30 %

･歩行者利用が見込まれる主な道路のうち

高齢者や障害者も安全で快適に利用でき
る幅の広い歩道等(幅おおむね 2 m 以上)
が設置されている割合

2 . 集中的な降雨による洪

水に対して安全の確保

が必要とされる人口

(氾濫防御必要人ロ)

〈1991年度〉

2,900万人

〈1996年度〉

2 ,300万人

･洪水の発生により浸水する可能性のある

区域の約6,300万人のうち、1時間に雨量

50m皿相当の降雨による洪水に対処する治

水施設により安全の確保が必要とされる

人口を示す

3 . 首都圏における199l年

度以降の距離圏別の住

宅供給量

(1991年度~ 2000年度の目標)

0~ 30km 約260万戸

30~ 50km 約145万戸

50km以遠 約 25万戸

･特に住宅事情のひっ迫している首都圏に
おいて、 1991~ 2000年度の住宅供給目標
量を都心からの距離圏別に示す。 これに
より首都圏において供給される住宅戸数
(建て替えを含む) の目安を示す

4 . 下水道処理人ロ普及率 〈1990年度〉

44%

〈2000年度〉

7割程度

･総人口のうち、 下水道が整備された区域

に住む人口の割合

5 , 都市内道路網等の基盤

が整備された地区の割

合

〈1991年度見込〉

約38%

〈1996年度〉

約46%

･良好な市街地形成のため、 通過交通を適

正に分離する道路網等の基盤が整備され

た地区の割合

6 . 歩いて行ける範囲の公

園の普及率

〈1990年度見込〉

約48 %

〈1996年度〉

約59%

･どこからでも250 m 以内で児童公園に、
500m 以内で近隣公園に、1 km以内で地区

公園に到達できるように公園が整備され

た市街地の割合

7 . 道路、 河川、 急傾斜地

において景観や親しみ

に配慮して緑化が行わ

れている割合

〈1991年度見込〉
(道路)
33%

G瑚lD
10 %

(急傾斜地)
10 %

〈1996年度〉

42%

18 %

16 %

･道路、 河川、 急傾斜地において景観や親
しみに配慮した緑化が行われている割合

･道路 (国道、 都道府県道)、 河川、急傾斜

地については、 当面緑化が必要とされる

延長のうち緑化済延長の割合

8 , 道路の平均走行速度

(大都市圏の人口集中

地区)

(地方圏)

〈1990年度見込〉

23km / h

40km / h

〈長期的目標〉

30km / h

46km / h

･道路整備の進展により渋滞等が緩和され、
走行時間の短縮が図られることにより、
円滑な道路交通が確保される程度を示す。

9 , 中心市街地の駐車場整

備地区における一般用

の駐車場の充足率

〈1990年度〉

70 %

〈1996年度〉

80%

･駐車場整備地区 (予定も含む) における
一般の用に供する駐車場の必要量に対す
る整備量の割合 (来客用として附置され
ている駐車施設を除く一時預かり駐車場
の現在の充足率は約50 % である)

10, 高規格幹線道路のイン

ターチェンジへ 1時間

以内で到達できる人口

の割合

〈1990年度〉

87%

〈長期的目標〉

98%

･高規格幹線道路インターチェンジへ 1時
間以内で到達できる地点に住む人口の割
合
(1990年度の現況値 :大都市圏95%、地方
圏74% )

①

ゆ
と
り
の
た
め
の
労
働
時
間
の
短
縮

(計
画
期
間

中
に
年
間
労
働
時
間
一
、
八
〇
〇
時
間
を
達
成
す
る



こ
と
を
目
標
と
す
る
)

②

誰
も
が
社
会
参
加
で
き
る
環
境
の
整
備

(社
宅
の

改
造
や
設
備
の
開
発
･
普
及
、
官
公
庁
施
設
に
お
け

る
配
慮
)

マ

‘-----------,,-----------“,-
----------;
--:
-------‘
--------｣

舞
指
標
】
(広
幅
員
歩
道
等
の
設
置
率
)

計
画
期
間
中
に
、
歩
行
者
利
用
が
見
込
ま
れ
る

…

…
主
な
道
路
に
つ
い
て
高
齢
者
や
障
害
者
も
安
全
で

…

…
快
適
に
利
用
で
き
る
幅
の
広
い
歩
道
等

(幅
お
お

…

…
む
ね
二
m
以
上
)
の
設
置
率
を
お
お
む
ね
三
0
%

…

…

(
一
九
九
〇
年
度
二
0
%
)
に
引
き
あ
げ
る
。

　

　

…!
---.------------'‘------------:
;
---;
---:
;
}
---------:
- ｣

③

安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
の
確
保

(交
通
事
故
死

者
数
の
減
少
を
目
指
し
、
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備

等
を
推
進
、
国
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、国
土
保
全
施
設
の
整
備
を
着
実
に
推
進
)

②

特
色
あ
る
質
の
高
い
生
活
空
間
の
実
現

①

住
生
活
の
充
実

国
民
生
活
の
最
も
重
要
な
基
盤
を
な
す
住
生
活
の

充
実
を
図
る
こ
と
は
、
｢生
活
大
国
｣
を
築
く
上
で

最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
居

住
関
連
の
投
資
の
持
続
的
拡
大
を
図
り
、
良
質
な
住

宅
ス
ト
ッ
ク
の
蓄
積
と
安
全
で
良
好
な
居
住
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、居
住
水
準
の
向
上
を
図
る
。

特
に
、
大
都
市
圏
で
は
地
価
が
依
然
と
し
て
高
水

準
で
中
堅
勤
労
者
の
住
宅
取
得
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
東
京
を
始
め
大
都
市
圏
に
お
い
て

も
、
勤
労
者
世
帯
の
平
均
年
収
の
五
倍
程
度

(諸
条

件
の
下
に
お
け
る
住
宅
の
取
得
の
た
め
に
調
達
可
能

な
資
金
額
)
を
目
安
に
良
質
な
住
宅
の
取
得
が
可
能

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
で
き
る
限
り
こ
れ
に
近

づ
け
る
よ
う
、
適
正
な
地
価
水
準
の
実
現
を
図
る
た

め
の
総
合
的
な
土
地
対
策
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
住
宅
対
策
等
の
諸
施
策
の
充
実
を
図
る
。

②

生
活
に
関
連
し
た
社
会
資
本
整
備

生
活
大
国
の
実
現
の
た
め
に
は
、
立
ち
遅
れ
が
見

ら
れ
る
生
活
に
関
連
し
た
社
会
資
本
整
備
を
重
点
的

に
図
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

の
基
礎
的
な
生
活
環
境
の
整
備

(排
水
の
衛
生
処
理

の
遅
れ
て
い
る
地
方
都
市
と
農
山
漁
村
に
重
点
を

置
き
つ
つ
推
進
、
良
質
な
水
質
の
水
資
源
の
確
保

に
よ
り
安
定
的
に
お
い
し
い
水
供
給
を
確
保
)

回
良
好
な
生
活
空
間
の
確
保

(面
的
整
備
や
道
路
整

備
の
推
進
、
都
市
計
画
の
詳
細
化
等
に
よ
る
土
地

利
用
の
適
正
化
、
建
築
物
の
誘
導
等
に
よ
る
良
好

な
市
街
地
の
整
備
、
都
市
公
園
等
の
整
備
)

　

　

言
指
標
璽
(都
市
内
道
路
網
等
の
基
盤
が
整
備
さ
れ

…

た
地
区
の
割
合
)

計
画
期
間
中
に
、
都
市
内
道
路
網
等
の
基
盤
が

…

…
整
備
さ
れ
た
地
区
の
割
合
を
約
四
六
%

(
一
九
九

…

　

　

…
-
年
度
見
込
み
約
三
八
%
)
に
す
る
。

回
美
し
い
社
会
資
本
の
整
備
や
景
観
の
形
成

(地
域

の
個
性
を
い
か
し
た
美
し
く
、
潤
い
の
あ
る
社
会

資
本
整
備
、
緑
の
整
備
)

｢ ---------,-
---------l
l
i

-------
---------"
;
---------,‘‘一

言
指
標
】
(景
観
や
親
し
み
に
配
慮
し
て
緑
化
が
行

…

わ
れ
て
い
る
割
合
…
道
路
)

計
画
期
間
中
に
、
景
観
や
親
し
み
に
配
慮
し
て

…

…
緑
化
の
行
わ
れ
て
い
る
道
路
の
割
合
を
四
二
%

…

…
(
一
九
九
一
年
度
見
込
み
三
三
%
)
に
高
め
る
。

…

同
交
通
渋
滞
や
路
上
駐
車
の
緩
和

(環
状
道
路
を
始

め
と
す
る
体
系
的
な
道
路
網
の
整
備
や
交
差
点
改

良
等
の
各
種
渋
滞
対
策
を
推
進
、
民
間
駐
車
場
へ

の
助
成
、
公
共
駐
車
場
の
整
備
等
)

　

　

二
指
標
】
(道
路
の
平
均
走
行
速
度
)

長
期
的
に
は
、
道
路
の
平
均
走
行
速
度
を
大
都

…

…
市
圏
、
地
方
圏
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
三
○
如
/

…

…

h
、
四
六
蝿
/
h

(
一
九
九
〇
年
度
二
三
如
/

…

【

h
、
四
〇
如
/
h
)
ま
で
改
善
す
る
。

　

　

言
指
標
】
(中
心
市
街
地
の
駐
車
場
整
備
地
区
に
お

…

け
る
一
般
用
の
駐
車
場
の
充
足
率
)

計
画
期
間
中
に
、
中
心
市
街
地
の
駐
車
場
整
備

…

…
地
区
に
お
け
る
一
般
用
の
駐
車
場
の
充
足
率
を
八

…



…
○
%
(
一
九
九
〇
年
度
七
0
%
)
に
引
き
上
げ
る
。

‐

第
3

発
展
基
盤
の
整
備

l る 割 に 桾 l
' と 合 一 長 ‐酉 : と

㈹
地
方
圏
の
交
通
の
利
便
性
の
向
上

(広
域
的
な
生

活
圏
に
お
い
て
全
国
ど
こ
で
も
都
市
的
利
便
性
が

享
受
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
高
規
格
幹
線
道
路
を
軸

と
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
等
を
推
進
)

　

【指
標
】
(周
辺
地
域
か
ら
地
方
中
核
都
市
に
一
時

…

間
以
内
に
到
達
で
き
る
人
ロ
の
割
合
)

長
期
的
に
は
、
周
辺
地
域
か
ら
地
方
中
核
都
市

…

に
一
時
間
以
内
に
到
達
で
き
る
人
□
の
割
合
は
八

…

割
合
半
ば

(
一
九
九
一
年
度
七
割
台
半
ば
)
と
な

…　

見
込
ま
れ
る
。

第
2

地
球
社
会
と
の
共
存

の

地
球
社
会
と
の
調
和

①
受
容
力
の
高
い
社
会
の
構
築

の
外
国
人
労
働
者
問
題
に
対
す
る
考
え
方

(い
わ
ゆ

る
単
純
労
働
者
の
受
入
れ
問
題
に
つ
い
て
は
、
中

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
慎
重
に
検
討
)

⑬
技
能
実
習
制
度

(仮
称
)
の
創
設
･
具
体
化

②

地
球
社
会
へ
の
貢
献

地
球
的
な
広
が
り
を
有
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
地
球
環

境
保
全
に
資
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
十
分
調
査
検
討
を
進

め
る

(グ
ロ
ー
バ
ル
･
ス
ー
パ
ー

･
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
。

の

環
境
と
調
和
し
た
活
力
あ
る
経
済
社
会
の
構
築

①

環
境
と
調
和
し
た
経
済
社
会
の
構
築

の
環
境
調
和
型
の
地
域
構
造
の
形
成

(未
利
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
の
整

備
、
建
築
物
･
住
宅
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
推

進
、
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
効
率
的
な
交
通
体
系

を
形
成
す
る
た
め
に
、
貨
物
輸
送
の
効
率
化
、
道

路
交
通
の
円
滑
化
等
を
促
進
、
水
質
保
全
等
の
た

め
の
施
設
整
備
、
河
川
空
間
の
再
自
然
化
)

②

国
土
の
特
色
あ
る
発
展

①

多
様
性
を
い
か
し
た
地
域
の
発
展

特
色
あ
る
生
活
圏
域
の
形
成
を
図
り
つ
つ
、
経
済

圏
の
広
域
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
多
極
分

散
型
国
土
の
特
色
あ
る
発
展
を
促
進
。

広
域
経
済
圏
全
体
と
し
て
、
多
様
な
機
能
集
積
を

進
め
る
と
と
も
に
、
域
内
外
の
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
一
層
の
整
備
を
進
め
、
広
域
的
な
生
活
圏
相
互
の

連
携
を
深
め
る
。

【指
標
-
(高
規
格
幹
線
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

…

ジ
ヘ
一
時
間
以
内
で
到
達
で
き
る
人
口
の
割

…

合
)

…

高
規
格
幹
線
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
一

…

時
間
以
内
で
到
達
で
き
る
人
ロ
の
全
人
口
に
対
す

…

る
割
合
を
長
期
的
に
九
八
%

(
一
九
九
〇
年
度
八

…

…
七
%
)
に
高
め
る
。

第
4

経
済
の
姿
と
経
済
運
営

の

計
画
期
間
に
お
け
る
経
済
の
姿

適
切
な
政
策
運
営
の
下
、
経
済
は
計
画
期
間
の
早
期
に

内
需
中
心
の
イ
ン
フ
レ
な
き
持
続
可
能
な
成
長
経
路
に
円

滑
に
移
行
。
↓
実
質
経
済
成
長
率

亡
鬱
%
程
度

(う
ち

内
需
寄
与
度

3場
▲%
程
度
)

②

行
財
政
運
営

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
｢公
共
投
資
基
本
計
画
｣

に
基
づ
き
、
着
実
に
社
会
資
本
の
整
備
を
図
る
。

｢公
共
投
資
基
本
計
画
｣
に
示
す
生
活
環
境
･文
化
機
能

に
係
る
も
の
の
割
合
を
一
九
九
一
ー
二
〇
〇
〇
年
度
に
は

六
0
%
程
度
を
目
途
に
増
加
さ
せ
る
と
い
う
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
整
備
目
標
等
を
踏

ま
え
、生
活
に
関
連
し
た
社
会
資
本
整
備
に
重
点
を
置
く
。

三

新
計
画
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備

(表
3
)

以
上
、
建
設
省
関
係
を
中
心
と
し
て

｢生
活
大
国
5
か

年
計
画
｣
の
概
要
を
述
べ
た
が
、
こ
の
新
計
画
の
特
徴
の

一
つ
は
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
新
し
い
整
備
目
標
を
掲

げ
た
こ
と
で
あ
り
、
先
に
紹
介
し
た
指
標
は
特
に
道
路
整

備
関
係
の
新
た
な
整
備
指
標
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
新
計

画
で
の
新
た
な
整
備
指
標
の
考
え
方
は
、
平
成
五
年
度
を

初
年
度
と
す
る
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(案
)
で

8 0 道行セ 92.=



表 3 第11次道路整備五箇年計画(案)の整備目標及び整備水準
整備目標 課題別整備目標

項 目 指 標 平成 4年度末

第 11次 道路

整備五箇年
計 画 目 標

長 期 構 想
(案) 目 標
(21世紀初頭)

くらしの利便性向上

朝 夕 の

走行速度

地 方 都 市 22km / h 24km / h 30km / h

三大都市圏の人口集中地区 18km / h 20km / h 25km / h

主要な空港 ･港湾 ･新幹線駅への直結率 8.5% 15,1% 約 5割

平均バス表定速度型大鰐函
16km / h

14km / h

17km / h

15km / h

19km / h

17km / h

駅 前 広 場 等 整 備 率 36 % 41% 約 8割

市 街 地 に お け る 駐 車 場 充 足 率 約50 % 約65% 概ね充足

くらしの安全性向上 交 通 事 故 死 者 数 11,105人 / 年 1万人を下回る 半減

くらしの快適性向上
幅 の 広 い 歩 道 等 の 設 置 率 12 % 15% 約 4割

電 線 類 地 中 化 延 長 1,290km 約 2 ,600km 約8,oookm

交流ネットワ--クの

充 実
高 規 格 幹線 道 路等 の
交 通 分 担 率

地 方 圏 7 % 9 % 17 %

三大都市圏 13% 15% 23 %

全 国 11 % 13 % 21 %

地域集積圏の形成

1 時 間 圏 カ バ ー 率

地 方 圏 49 % 54% 約 7割

三大都市圏 80% 82% 8 割合半ば

全 国 68 % 71% 約 8割

都 市 の 骨 格 を 形 成 す る 規 格 の

高 い 環 状 道 路 等 の 整 備 率
19 % 28 % 約 7割

生 活 中 心 都 市 30 分 連 絡 率 55 % 約60% 約 9割

良 好 な 市 街 地 の 形 成 率 38 % 44 % 約 7割

住宅宅地の供給と

それを支える道路整備

アクセス道路が整備された良
質な新たな住宅供給戸数
(( )内は、 土地区画整理事
業など面的整備手法の道路事
業により供給される良好な住
宅地の供給戸数)
(長期構想目標は2000年であ
る。)

地 方 圏
約170万戸

(約 73万戸)
約270万戸

(約122万戸)

三大都市圏
約160万戸

(約 73万戸)
約260万戸

(約118万戸)

全 国
約330万戸

(約150万戸)

約530万戸

(約240万戸)

地球温暖化の防止 走 行 速 度 向 上 に よる燃料消費率 1.00 0,98 概ね0.9

自然環境との調和 の り 面 植 栽 率 0 % 21% 概成

良 好 な 生 活 環 境

の 保 全 ･ 形 成
緑 化 率

一 般 国 道 12% 16% 約 4割

都道府県道 6% 8% 約 3割

計 8 % 11% 約 3割

の
整
備
目
標
に
も
原
則
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
お
り
、

｢公
共
投
資
基
本
計
画
｣
及
び

｢生
活
大
国
5
か
年
計

画
｣
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
｢の
生
活
者
の
豊
か
さ

を
支
え
る
道
路
整
備
の
推
進
｣、
｢②
活
力
あ
る
地
域
づ
く

後
の
道
路
整
備
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

り
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進
｣、
｢③
良
好
な
環
境
創
造

の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進
｣
を
主
要
な
課
題
と
し
、
今



蹠
神
高
速
道
幡
唱
謳
け
る
週
蟠
濃

第
鬮
寺
七
条
第
三
鬮
邇
廩
彊
操
る
薔
覚

阪
神
高
速
道
路
公
団
業
務
部
交
通
管
理
課

…

は
じ
め
に

経
済
の
発
展
に
伴
い
、
人
や
物
の
流
動
が
増
大
し
、
都

市
部
に
お
け
る
生
活
と
経
済
を
支
え
る
大
動
脈
と
し
て
の

都
市
高
速
道
路
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
近
年
、
輸
送
に
用
い
ら
れ
る
車
両
は
合
理
化
の

た
め
大
型
化
･
重
量
化
が
著
し
く
、
こ
れ
ら
の
車
両
の
中

に
は
、
車
両
制
限
令
を
始
め
法
令
等
に
違
反
し
て
通
行

し
、
道
路
構
造
の
損
傷
又
は
交
通
の
危
険
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
の
あ
る
過
積
載
車
両
が
含
ま
れ
て
い
る
。

阪
神
高
速
道
路
公
団
で
は
、
道
路
資
産
の
保
全
と
交
通

安
全
の
上
か
ら
、
過
積
載
車
両
の
通
行
防
止
の
徹
底
を
図

る
た
め
、
こ
う
し
た
車
両
の
取
締
り
を
専
従
班
に
よ
る
も

の
と
料
金
所
で
の
固
定
式
軸
重
計
に
よ
る
も
の
の
二
つ
の

方
法
で
実
施
し
て
い
る
。

①

専
従
班
に
よ
る
取
締
り

昼
間

八
箇
所

(
一
日
当
た
り
)

夜
間

六
箇
所

(週
当
た
り
)

平
成
三
年
度
に
は
、
二
、
一
一
九
回
の
取
締
り
を

実
施
、
三
、
九
二
三
台
の
車
両
に
対
し
て
警
告
等

を
行
っ
た
。
こ
の
内
、
警
察
と
の
合
同
取
締
り
は

一
四
〇
回
で
あ
っ
た
。

②

固
定
式
軸
重
計
に
よ
る
取
締
り

主
な
料
金
所
及
び
入
路
に
設
置
さ
れ
た
軸
重
計
に

よ
っ
て
二
t
以
上
を
計
測
す
る
と
記
録
紙
に
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
。
一
三
t
以
上
の
場
合
は
警
告

表
示
板
に

｢軸
重
超
過
｣
が
表
示
さ
れ
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
警
告
を
与
え
る
と
と
も
に
、
｢指
導
警
告

書
｣
が
打
ち
出
さ
れ
、
料
金
収
受
員
に
よ
っ
て
ド

ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
さ
れ
る
。
さ
ら
に
一
五
t
以
上

に
な
る
と
、
カ
メ
ラ
に
よ
り
撮
影
記
録
さ
れ
、
そ

の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
文
書
に
よ
る

｢警
告
書
｣

の
送
付
、
運
輸
局
へ
の
累
犯
者
リ
ス
ト
の
送
付
及

び
指
導
依
頼
、
ま
た
警
察
、
運
輸
局
の
協
力
を
頂

き
、
累
犯
ワ
ー
ス
ト
一
〇
〇
社
を
呼
ん
で
の
講
習

会
な
ど
を
行
い
、
違
反
の
抑
制
を
目
指
し
て
い

ろ
↓。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
種
々
の
取
締
り
を
実
施
し
て
い

る
に
も
係
わ
ら
ず
、
違
反
は
後
を
断
た
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
阪
神
高
速
道
路
に
お
い
て

1

最
大
の
道
路
損
傷
事
故
が
発
生
し
、
当
公
団
で
初
の
道
路

ャ

法
第
四
十
七
条
第
一
項
違
反
に
よ
る

｢告
発
｣
を
す
る
に

断

至

っ
た
。
以
下
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き

つ　

た
い
。



二

事
故
の
概
要

陥
没
さ
せ
、
b
は
左
側
高
欄
を
越
え
、
約
一
二
m
下
の
環

実
際
、
包
括
申
請
に
よ
り
、
A
社
所
有
の
他
の
車
両
と

状
線
五
･
二
如
の
路
面
に
め
り
こ
み
、
床
板
が
路
下

(水

併
せ
て
複
数
の
経
路
を
走
行
す
る
許
可
を
得
て
い
た
の
で

平
成
三
年
八
月
二
九
日
困
の
午
前
五
時
三
五
分
頃
、
販

路
)
へ
抜
け
落
ち
、
鋼
桁
が
変
形
し
た
(図
2
)。

あ
る
が
、
そ
の
経
路
中
に
は
阪
神
高
速
道
路
は
含
ま
れ
て

神
高
速
道
路
一
三
号
東
大
阪
線
.
丼
東
線
一
･
三
虹
及
び

ま
た
、
そ
の
際
に
高
欄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
に
よ
り
、
環

お
ら
ず
、
か
つ
、
許
可
証
に
記
載
さ
れ
た
車
両
諸
元
は
阪

同
一
号
環
状
線
五
･
二
如

(大
阪
市
中
央
区
船
場
中
央
一

状
線
を
走
行
中
の
乗
用
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
破
損
さ

神
高
速
道
路
に
お
い
て
は
許
可
さ
れ
な
い
値
で
あ
っ
た
o

丁
目
地
先

図
1
)
に
お
い
て
、
大
阪
市
住
之
江
区
の
A

せ
た
。

つ
ま
り
、
無
許
可
通
行
で
あ

っ
た

(表
1
)。

社
所
有
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
が
積
み
荷
の
ク
レ
ー
ン
用
カ
ウ

当
該
車
両
は
、
道
路
法
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規

三

告
発
に
至
る
経
緯

ン
夕
}
ウ
ェ
イ
ト
二
個

(
a
･:
m

･
m
t
、
b
!
20

･
都

定
に
よ
る
許
可
を
要
す
る
、
い
わ
ゆ
る
特
認
車
両
で
あ

t
)
を
落
下
さ
せ
た
。
a
は
丼
東
線
一
･
三
鱒
の
路
面
を

る
。

こ

攻
こ

員

口ま
･

、

、

こ
の
事
故
に
よ
る
損
害
は
、
公
団
史
上
類
を
見
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。
変
形
し
て
し
ま
っ
た
鋼
桁
は
交
換
を
要
す

事故現場

鴇

る
状
態
で
あ
っ
た
が
、
工
事
の
た
め
、
環
状
線
を
数
日
間

線

平
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通行経路

許 可

纖~鴉
道~娚道~轢戦燬~轢獺大区濾

市
之
阪
蝕
大

実 際 内市炉~廉ねr~座波舸線状~泉掾 轢丼~泉掾瞬
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通
行
止
め
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
仮
復
旧
の
方

法
と
し
て
、
変
形
し
た
桁
の
両
側
の
桁
に
鋼
板
を
渡
し
、

鉄
筋
で
補
強
し
た
上
、
床
板
を
打
設
す
る
方
法
が
と
ら
れ

た
。
し
か
も
、
こ
の
応
急
工
事
の
た
め
に
環
状
線
四

車
線
の
内
、
二
車
線
を
五
日
間
に
わ
た
っ
て
規
制
す
る
な

ど
、
影
響
は
事
故
後
も
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
A
社
は
阪
神
高
速
道
路
に
お
い
て
、
平
成
三
年

四
月
か
ら
事
故
を
起
こ
す
ま
で
の
間
、
二
七
回
に
及
ぶ
帥

幅
憊
礫
⑭
隷
⑬
鑓
り
公心
′I、

･念浄 量重
り
大
Q
最

積 載 物

許可 鱒 渕 彌 猟 邨 繊緘実際 芻 捌 醐 燃 楜 材讓建

重
違
反
を
犯
し
て
お
り
、
公
団
か
ら
の
数
度
に
わ
た
る
警

告
に
も
、
一
向
に
改
善
す
る
様
子
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
公
団
と
し
て
、
当
該
車

両
の
運
転
手
及
び
そ
の
使
用
者
で
あ
る
A
社
の
責
任
を
追

求
す
べ
く
、
道
路
法
違
反
に
よ
る
告
発
を
行
う
べ
く
検
討

し
た
。

特
殊
車
両
の
取
締
り
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
三
年
の
道

路
局
長
通
達
中
、

｢特
殊
車
両
の
通
行
に
関
す
る
指
導
取

締
要
領
｣
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
た

に
平
成
三
年
七
月
二
四
日
付
建
設
省
道
路
局
長
通
達

｢特
ツ

殊
車
両
の
通
行
に
関
す
る
指
導
取
締
り
の
強
化
に
つ
い

て
｣
の
中
で
、

“特
殊
車
両
を
違
法
に
通
行
さ
せ
て
重
大

な
交
通
事
故
を
発
生
さ
せ
た
者
、
措
置
命
令
に
違
反
し
て

特
殊
車
両
を
違
法
に
通
行
さ
せ
た
者
又
は
常
習
と
し
て
特

殊
車
両
を
違
法
に
通
行
さ
せ
た
者
に
つ
い
て
は
、
告
発
す

る
こ
と
。"
と
あ
り
、
悪
質
事
例
に
つ
い
て
は
告
発
す
る

旨
を
う
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
A
社
は
原
因
者
工
事
負
担
金
命
令
に
よ
り
、
高

額
な
補
修
費
用
を
支
払
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
経
済
的
制
裁

は
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
社
会
的
に
糾
弾
す
る
こ
と
に

よ
り
、
重
量
違
反
車
の
事
故
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
違
反
に

対
す
る
抑
止
効
果
に
な
る
。

さ
ら
に
、
道
路
法
以
外
の
よ
り
罰
則
の
重
い
法
令
の
適

用
を
考
慮
し
、
刑
法
の

｢往
来
妨
害
罪
｣、
｢器
物
損
壊

罪
｣、
｢過
失
往
来
危
険
罪
｣
の
い
づ
れ
か
が
適
用
で
き
な

い
か
検
討
し
た
が
、
い
づ
れ
も
成
立
要
件
を
満
た
さ
な
い

た
め
適
用
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
道
路
管
理
者
と
し
て
で
き
る
最

も
有
効
な
手
段
は
、
道
路
法
第
四
十
七
条
第
二
項
違
反
に

よ
り
告
発
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
結
論
す
る
に

至

っ
た
。

な
お
、
警
察
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通
法

第
五
十
七
条
第
一
項

(乗
車
又
は
積
載
の
制
限
等
)、
同

第
七
十
条

(安
全
運
転
の
義
務
)、
同
第
七
十
五
条
の
十

第
一
項

(自
動
車
の
運
転
者
の
遵
守
事
項
)
違
反
に
よ
る

も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

従
来
か
ら
の
公
団
、
警
察
合
同
の
取
締
り
に
際
し
て

セ

も
･
公
団
は
道
路
法
、
警
察
は
道
路
交
通
法
に
よ
る
取
締

断

り
を
行
っ
て
お
り
、
対
象
と
す
る
違
反
形
態
も
異
な
っ
て

乙　

い
た
。
ち
な
み
に
、
今
回
の
事
故
で
は
、
違
反
車
の
総
重



量
は
車
検
証
記
載
の
総
重
量
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
た
め
、

道
路
交
通
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
積
載
違
反
の
適
用
は

な
く
、
他
の
二
つ
の
規
定
の
適
用
が
考
え
ら
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
第
七
十
条
及
び
第
七
十
五
条
の
十
第
一
項
違
反
の

罰
条
に
は
両
罰
規
定
が
な
く
、
使
用
者
の
責
任
を
追
求
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

公
団
と
し
て
は
今
回
の
事
故
の
性
格
を
鑑
み
、
道
路
法

に
よ
る
告
発
を
行
い
た
い
旨
、
早
期
に
府
警
高
速
道
路
交

通
警
察
隊
へ
伝
え
、
協
力
を
お
願
い
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
平
成
三
年
九
月
二
四
日
に
阪
神

高
速
道
路
公
団
理
事
長
か
ら
大
阪
府
警
察
本
部
交
通
部
高

速
道
路
交
通
警
察
隊
長
へ
告
発
を
行
っ
た
。

罰
状

〔運
転
手
〕
道
路
法
第
百
二
条
第
一
号

〔使
用
者
〕
道
路
法
第
百
五
条

四

告
発
の
結
果

告
発
後
の
経
過
を
時
系
列
に
沿
い
簡
単
に
ご
紹
介
す
る
。

10
月
1
日

警
察
か
ら
大
阪
地
方
検
察
庁
へ
送
致
さ
れ

た
。

11
月
29
日

大
阪
地
方
検
察
庁
か
ら
処
分
の
通
知
が

あ

っ
た
。

〔運
転
手
〕
道
路
法
及
び
道
路
交
通
法
違
反

〔中
止
〕
※

〔使
用
者
〕
道
路
法
違
反

〔略
式
起
訴
〕

※
被
疑
者
が
所
在
不
明
の
た
め
、
所
在
判

明
後
処
分
す
る
。

4
年

11
月
18
日

大
阪
地
方
検
察
庁
か
ら
運
転
手
に
対
す
る

処
分
の
通
知
が
あ
っ
た
。

〔略
式
起
訴
〕

五

他
の
行
政
機
関
に
対
す
る
処
分
依
頼
と
そ

の
結
果

①

近
畿
運
輸
局

9
月
9
日

自
動
車
部
長
へ
指
導
要
請

12
月
6
日

処
分
結
果
の
通
知
が
あ
っ
た
。

の

輸
送
施
設
の
使
用
停
止
命
令

五
両

六
二
日
間

②

保
安
基
準
緩
和
車
両
の
制
限
事
項
違

反
に
係
る
文
書
警
告

②

近
畿
地
方
建
設
局
京
都
国
道
工
事
事
務
所

(当
該
車
の
特
殊
車
両
通
行
許
可
窓
ロ
)

9
月
24
日

同
工
事
事
務
所
長
へ
指
導
要
請

同
日
付
け
で
処
分
結
果
の
通
知
が
あ
っ

た
。

車
両
二
台

(ト
ラ
ク
タ
十
ト
レ
ー

ラ
)
の
通
行
許
可
の
取
消

六

お
わ
り
に

今
回
の
告
発
は
、
事
故
の
規
模
、
影
響
が
大
き
く
、
事

故
当
初
か
ら
告
発
ま
で
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
の
報
道
機
関
に

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
社
会
的
に
注
目
さ
れ
、
公
団

が
意
図
し
た
違
反
車
両
の
抑
制
に
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
警
察
の
協
力
を
得
ら
れ
、
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
に
事
が
運
ん
だ
背
景
に
は
、
A
社
が
以
前
か
ら
違

法
な
積
載
に
よ
る
連
行
を
繰
り
返
し
、
警
察
か
ら
も
マ
}

ク
さ
れ
て
い
た
業
者
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
事
例
紹
介
が
特
認
車
両
の
度
重
な
る
違
反
、
事
故

に
よ
り
告
発
を
考
え
て
お
ら
れ
る
道
路
管
理
者
の
方
々
に

と
り
御
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
、告
発
の
準
備
段
階
で
道
路
交
通
管
理
課
並
び
に

近
畿
地
方
建
設
局
道
路
部
交
通
対
策
課
に
相
談
に
伺
い
、

大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
戴
い
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。



を
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
道
路
局
長
通

の
個
人
的
な
見
解
で
あ
る
こ
と
を
念
の
た
め
申
し
添
え

一

は
じ
め
に

本
年
四
月
に

｢
一
般
国
道
の
追
加
指
定
｣
が
な
さ
れ
、

全
国
で
六
千
如
余
り
の
都
道
府
県
道
が
国
道
に
昇
格
し
、

平
成
五
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
後
、

｢主
要
地
方
道
の
追
加
指
定
｣
の
作
業
に
移

行
し
現
在
、
各
都
道
府
県
か
ら
の
要
望
を
受
け
本
省
に
お

い
て
選
定
作
業
中
で
あ
る
o

そ
れ
が
完
了
す
る
と
、
一
般
国
道
、
主
要
地
方
道
に
つ

い
て
約
一
〇
年
振
り
の
見
直
し
が
完
了
し
、
新
た
な
幹
線

道
路
網
の
構
築
が
進
む
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
都
道
府
県

道
の
総
量
は
増
え
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。

一
般
都
道
府
県
道
に
つ
い
て
は
一
般
国
道
や
主
要
地
方

道
の
よ
う
に
何
年
か
に
一
度

｢昇
格
｣
の
よ
う
な
作
業
を

行
う
こ
と
は
な
く
、
各
都
道
府
県
が
必
要
に
応
じ
て
都
道

府
県
議
会
の
議
決
、
建
設
大
臣
の
認
可
を
経
た
上
で
路
線

達
で
あ
る

｢都
道
府
県
道
の
路
線
認
定
基
準
に
つ
い
て
｣

る
。

(昭
和
四
六
年
一
○
月
一
五
日
建
設
省
道
政
発
第
一
0
八

一

号
)
に
合
致
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行

の

｢都
道
府
県
道
の
路
線
認
定
基
準
｣
は
昭
和
四
六
年
に

改
正
さ
れ
た
基
準
で
あ
り
、
既
存
の
都
道
府
県
道
に
追
加

し
て
新
た
に
路
線
を
認
定
す
る
こ
と
は
道
路
網
基
準
的
に

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
都
道
府
県
道
の
総
量

を
増
や
す
た
め
に
は
現
行
の
基
準
の
改
正
が
必
須
で
あ
る

と
の
考
え
か
ら
、
今
回
そ
の
基
準
を
見
直
す
べ
く
作
業
中

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
現
行
の
路
線
認
定
基
準
の

経
緯
等
と
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
現
在

作
業
中
の
基
準
改
正
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
改
正

内
容
に
つ
い
て
も
解
釈
を
加
え
て
ま
い
り
た
い
。

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
解
釈
、
改
正
案
等
は
ま
だ
筆
者

三

路
線
認
定
基
準
の
歴
史

①

旧
道
路
法

(大
正
八
年
法
律
第
五
八
号
)
時
代
の

都
道
府
県
道
は
同
法
第
一
一
条
に
お
い
て
、
府
県
道

と
し
て
知
事
が
認
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
際
の
認
定
の
実
務
に
つ
い
て
資
料
、
文
献
等

が
残
っ
て
お
ら
ず
、
ど
の
様
な
運
用
方
針
で
認
定
さ

れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
現
在
に
お
い
て
旧

法
時
代
か
ら
残
っ
て
い
る
都
道
府
県
道
の
形
態
か
ら

考
え
る
と
、
か
な
り
弾
力
的
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
の
府
県
道
は
こ
の
法
定
要
件
に
基
づ
き
、
第

五
二
条
に
よ
り
監
督
官
庁
の
認
可
を
受
け
た
上
で
都

道
府
県
知
事
が
認
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
実

繍
遭
府
県
遵
の
路
線
認
麓
基
準
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
路
政
課
総
務
係



際
の
と
こ
ろ
第
九
号
の

｢地
方
開
発
の
為
必
要
に
し

て
｣
を
運
用
し
、
同
一
市
町
村
内
の
都
道
府
県
道
が

多
数
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

②

そ
し
て
昭
和
二
七
年
に
道
路
法
が
全
面
改
正
さ

れ
、
い
わ
ゆ
る
新
法
の
時
代
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
る

が
、
都
道
府
県
道
に
つ
い
て
も
新
法
の
第
七
条
に
お

い
て
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
六
種
類
に
分
類
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(資
料
1

参
照
)。

新
法
は
基
本
的
に
は
旧
法
の
精
神
を
受
け
継
い
だ

も
の
と
な

っ
て
い
る
が
、
当
時
に
お
い
て
旧
法
の
規

定
に
基
づ
い
て
認
定
し
た
府
県
道
を
ど
の
様
に
新
法

の
都
道
府
県
道
に
受
け
継
ぐ
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
方
法
は
具
体

的
な
方
法
は
、
ま
ず
道
路
法
施
行
法
(昭
和
二
七
年

法
律
第
一
八
一
号
)
第
三
条
に
お
い
て
、
新
法
施
行

の
日
ま
で
に
新
法
に
基
づ
く
認
定
が
さ
れ
な
い
も
の

は
新
法
に
基
づ
く
認
定
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
と

さ
れ
、
一
応
の
経
過
措
置
が
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
↓。こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
道
に
つ
い
て
、
国
道
の
経

過
措
置
の
よ
う
に
一
度
路
線
を
廃
止
す
る
手
続
き
を

と
ら
な
か
っ
た
の
は
、
新
法
の
公
布
か
ら
施
行
に
至

る
間
の
短
期
間
に
新
規
路
線
に
全
国
的
に
切
り
替
え

る
こ
と
が
技
術
的
、
時
間
的
に
無
理
で
あ
る
と
い
う

判
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

資料 1

旧法第= 条と新法第 7条第 1項の比較

旧法第11条 (カナは直した) 新法第 7 条第 1 項 ( ) 内は省略

顔霰

榊
縦
勤労
織叔

盤獄
元鎚

*凋鰍

劫叔

揃

て
を

機
欄
櫨礎
詑遂線

れ燬
壤櫻

勲皸

場
国

将

し
れ

車
る

て
線

に
こ

接

県

県
場

こ
地
路

り
の

車
る

重
と
港

停
ず
線

し
路

線
事

隣

府

府
車

り
の
る

よ
要
線

停
ず
線

る
方

、線

道
有
路

に
き

路
知

り

り
線
り
停

よ
要
ず

津
枢
路

道
有
路

す
地
地
路

鉄
を
る

要
べ

効纐

憊総懲猟態鑓
鑓巍漣
鱗努邦
微俺弱
路線効弱

刈鰍鮒

必
ず

は
き

廉邦聯常藤耽
機材鰯
核補礎
櫻獺礎
構わ雛礎

縦物轉
為
当

練
っ

の
該

路
に

庁
達
庁
に
庁
津

内
を
停

内
係
場

内
接
津

町
て
す
場

の
密
道

発
に

の
の

県
に
県
地
県
港

県
係
道

県
関
車

県
密
港

市
し
有
車

要
と
県

湖の

繃燃す
冊観諦聯請熱線騎鍋鰍
酬物蕗
癪髭刈
檄窺冊蕗
雜改鯖

朧畿

地
、都
内
認

れ
港
要
第
く
鉄
若
く
連

あ
と

係
る

線
地
主
る

又
な
道
府

、

、
っ

、城
を

こ

、重
法
し

、場
し
を

に
地

関
す

幹
線
、す

場
接
国
道

外
路

は
且
で
区
線

と
地
る
港
若
場
車
若
と

係
光

な
絡

る
沿
地
絡

車
密
、都

く
道

と

、路
の
路

町
要
す
漁
港
行
停
場
地

関
観

接
運

す
の
要
連

停
と
道
る

除
な

道
し
道
県
の

の
主
定

、漁
飛
な
車
光

な
な

密
を

申
そ
主
を

要
ら
国
ず

を
要

県
成
る
府
そ

上
る
親
湾
種
は
要
停
観

接
要

と
と

経
と
る
と

主
れ
車
定
路

の
必

府
構
ず
道
、

以
あ
に
港
二
く
主
な
な

密
主

れ
地

を
村
あ
場

、こ
動
規
道

も
に

道
を
当
都
き

0

千
‘
項
方
第
し
の
要
要

詑難路
に粃

囎訶籤襁

黙殺離樅邦
据凝

都
網
該
該
つ
う

五
係
一
地
る
若
道
主
主

の
路
に
当
に
い

ロ
関
節
は
ず
港
軌
の
は

こ
場
道

場
な

市
の
関
要

主
光
高
の
絡

掲
た

号
道
一
が
分
を

人
な
条
く
定
漁
は
道
又
路

と
車
る

車
要

の
ら
な
主

、観
る
号
達

に
の

3
線
の
事
部
の

は
接
一
し
親
種
く
軌
場
道

港
停
ず

停
主

上
れ
接
は

地
な
あ
各
を

号
発

第
幹
号
知
る
も

又
密
第
若
に
三
し
は
留
る

要
要
絡

要
る

以
こ
密
又

要
要
に
前
と

各
闇

条
な
各
県
す
た

市
と
法
湾
条
第
若
く
停
ず

主
主
運

主
あ
路

二

･に
港
路

主
主
係
は
道

前
方

鶏
初潮栫れ
一
ら
湾
港
6
は
道
し
は
絡

ニヌ
●を

ご一家
道

四
で
方
要
道
五
は
関
又
県
穴地



③

そ
の
後
、
昭
和
二
八
年
二
月
四
日
に
建
設
事
務
次

官
通
ち
ょ
う
に
お
い
て
都
道
府
県
道
の
再
編
成
の
指

示
が
な
さ
れ
、
(資
料
2

参
照
)
新
法
に
お
い
て

認
定
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
た
路
線
に
つ
い
て
も
、
真

に
地
方
的
幹
線
道
路
網
と
し
て
再
編
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
新
基
準
に
適
合
さ
せ
て
再
確
認
す
る
こ
と
を

指
示
し
た
。

④

さ
ら
に
そ
の
具
体
的
な
方
針
と
し
て
昭
和
三
二
年

五
月
二
九
日
に
道
路
局
長
通
達

(資
料
3

参
照
)

が
出
さ
れ
、
再
編
成
の
対
象
路
線
、
そ
の
取
り
扱
い

方
針
が
示
さ
れ
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
再
編
成
の

作
業
が
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑤

そ
の
際
に
は
、
｢旧
来
の
路
線
を
新
法
の
認
定
基

準
に
厳
密
に
あ
て
は
め
て
整
理
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

当
時
の
府
県
道
の
延
長
で
約
三
○
%
、
大
き
い
と
こ

ろ
で
五
○
%
が
失
格
す
る
の
で
は
な
い
か
｣
(過
去

の
道
路
セ
ミ
ナ
ー
よ
り
)
と
言
わ
れ
、
特
例
の
必
要

性
が
論
じ
ら
れ
、
｢そ
の
一
つ
と
し
て
認
定
基
準
に

合
致
し
な
い
路
線
の
う
ち
、
従
来
か
ら
府
県
道
と
し

て
認
定
し
て
き
て
お
り
、
地
方
開
発
の
た
め
特
に
必

要
な
路
線
は
、
法
第
七
条
第
一
項
第
六
号
該
当
の
特

例
と
し
て
認
定
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
｣

(同
)

⑥

以
上
の
よ
う
な
経
過
で
都
道
府
県
道
に
つ
い
て
は

旧
法
か
ら
新
法
に
移
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
現
在
の
都
道
府
県
道
の
う
ち
昭
和
三
三
年

…
三
四
年
に
大
量
に
路
線
認
定
が
さ
れ
て
い
る
の
は

こ
の
再
編
成
が
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
ま
た
、
現

在
の
都
道
府
県
道
の
路
線
で
六
号
該
当
が
多
く
、
か

つ
そ
の
認
定
理
由
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
も
上
記
の

よ
う
に
六
号
該
当
の
特
例
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(つ
づ
く

担
当
高
鍋
誠
治
)

資
料
2

…◎
=
旧
道
路
法

(大
正
八
年
法
律
第
五
八
号
)
の
規
定

…

に
よ
り
認
定
し
た
府
県
道
の
路
線
の
整
理
に
つ
い

…

て
(昭
和
二
八
年
二
月
四
日
建
設
省
発
道
第
六
号

各
都
道
府
県
知
事
あ
て
建
設
事
務
次
官
通
ち
ょ
う
)

…

旧
道
路
法
の
規
程
に
よ
り
府
県
道
又
は
市
道
若
し
く

…
は
町
村
道
に
認
定
さ
れ
た
路
線
で
、
昭
和
二
七
年
一
二

…
月
五
日
迄
に
一
級
国
道
、
二
級
国
道
、
都
道
府
県
道
又

-

…は
市
町
村
道
の
い
ず
れ
か
の
路
線
の
指
定
又
は
認
定
を

…

…
さ
れ
な
い
も
の
は
、
道
路
法
施
行
法

(昭
和
二
七
年
法

…

…
律
第
一
八
一
号
)
第
三
条
の
規
定
に
基
き
、
新
道
路
法

…

…
(昭
和
二
七
年
法
律
第
一
八
一
号
)
第
七
条
又
は
第
八

…

一
条
の
規
定
に
よ
り
路
線
を
認
定
さ
れ
た
都
道
府
県
道
又

…

…は
市
町
村
道
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
旧
道
路
法

…

…
第
一
一
条
の
認
定
基
準
は
新
道
路
法
第
七
条
の
認
定
基

…

…
準
と
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
、
旧
道
路
法
の
規
定

…

…
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
府
県
道
の
路
線
に
は
、
他
の
路

…

線
を
重
用
し
て
い
る
も
の
が
多
く
路
線
名
が
錯
綜
し
て

…

交
通
の
実
態
に
適
合
し
な
い
場
合
が
少
く
な
い
。
よ
っ
…

て
新
道
路
法
の
施
行
と
共
に
そ
の
路
線
を
新
道
路
法
の

…

基
準
に
適
合
せ
し
め
、
且
つ
、
実
態
に
即
し
た
路
線
に

…

整
理
綜
合
し
、
真
に
地
方
的
幹
線
道
路
網
と
し
て
再
編

…

成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
左

…

記
に
よ
り
で
き
る
限
り
速
か
に
新
道
路
法
に
基
く
変
更

…

又
は
廃
止
の
手
続
を
と
ら
れ
た
い
。

コ.し
ニコロ

…
-

既
認
定
の
重
用
路
線
は
整
理
し
て
、
必
要
や
む
を

…

得
な
い
も
の
を
除
き
、
重
用
を
廃
止
す
る
こ
と
。

三
一

既
認
定
路
線
で
新
道
路
法
第
七
条
第
一
項
各
号
の

…

認
定
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
は
、
路
線
の
変
更
、

…

統
合
又
は
廃
止
等
の
方
法
に
よ
り
、
こ
れ
に
適
合
す

…

る
よ
う
再
編
成
を
行
う
こ
と
。

…
三

海
上
渡
船
の
路
線
は
県
営
渡
航
を
現
に
実
施
し
て

【

い
る
も
の
又
は
将
来
実
施
す
る
計
画
の
あ
る
も
の
以

…
外
は
整
理
す
る
こ
と
。

　



資
料
3
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…道
発
第
一
四
八
号

　

昭
和
三
十
二
年
五
月
二
十
九
日

建
設
省
道
路
局
長

各
都
道
府
県
知
事

殿

旧
道
路
法

(大
正
八
年
法
律
第
五
十
八
号
)
の
…

規
定
に
よ
り
認
定
し
た
府
県
道
の
路
線
整
理
に

…

…
つ
い
て

…

…

昭
和
二
十
八
年
二
月
四
日
、
建
設
省
発
道
第
六
号
、

…

…
建
設
事
務
次
官
通
牒
に
基
く
標
記
の
、
い
わ
ゆ
る
路
線

…

…
再
編
成
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
鋭
意
検
討
中
の
こ
と
と

…

｣
思
料
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
再
編
成
に
関
す
る
事
務
処
理
-

…は
左
記
に
よ
ら
れ
た
い
。

コ.し
--コロ

一
、

再
編
成
の
対
象
と
な
る
路
線
等
に
つ
い
て

1

事
務
次
官
通
牒
に
基
く
路
線
の
再
編
成

(以
下

…

｢再
編
成
｣
と
い
う
。
)
は
、
旧
道
路
法
の
規
定

…

に
基
き
認
定
し
た
府
県
道
の
路
線

(以
下

｢旧
路

…

線
｣
と
い
う
。)
で
、
道
路
法
施
行
法

(昭
和
二

…

十
七
年
法
律
第
百
八
十
一
号
)
第
三
条
の
規
定
に

…

よ
り
路
線
を
認
定
さ
れ
た
都
道
府
県
道
と
み
な
さ

…

れ
た
も
の
す
べ
て
が
そ
の
対
象
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律

…

第
百
八
十
号
、
以
下

｢新
法
｣
と
い
う
。)
の
規

…

定
に
よ
り
認
定
し
た
路
線
は
含
ま
な
い
が
、
こ
れ

…

ら
路
線
(主
要
地
方
道
指
定
に
伴
い
認
定
し
た
路

…

線
は
除
く
。)
と
旧
路
線
と
を
併
せ
て
整
理
、
統

…

合
等
を
な
す
こ
と
が
路
線
網
構
成
上
、
よ
り
妥
当

…

な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

な
お
、
旧
路
線
が
交
通
上
又
は
道
路
の
現
況
等

…

よ
り
み
て
適
当
で
な
く
、
既
に
良
好
な
状
態
の
道

…

路
が
存
在
す
る
と
き
は
、
旧
路
線
の
代
替
的
性
格

…

を
有
し
、
且
つ
、
道
路
交
通
の
実
態
に
即
応
す
る
…

と
き
に
限
り
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
差
し
支
え

…

な
い
。

2

一
の
路
線
が
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
わ

…

た
る
と
き
は
、
関
係
都
道
府
県
と
十
分
協
議
を
な

…

す
こ
と
o

二
、

再
編
成
路
線
の
取
扱
に
つ
い
て

旧
路
線
を
新
法
の
規
定
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
も

…

の
と
み
な
し
た
道
路
法
施
行
法
第
三
条
の
規
定

…

は
、
新
法
に
お
け
る
都
道
府
県
道
の
性
格
と
旧
法

…

に
お
け
る
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
立
場
を

-

と
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
新
法
施
行
時
に
お
け
る

…

路
線
の
切
替
え
の
混
乱
を
さ
け
る
意
味
か
ら
、
新

…

法
に
規
定
す
る
都
道
府
県
道
と
同
様
の
法
律
効
果

…

を
経
過
措
置
と
し
て
旧
法
の
規
定
に
よ
る
府
県
道

…

に
与
え
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
再
編

…

成
は
、
新
法
第
七
条
第
一
項
各
号
に
該
当
せ
し
め

…

る
よ
う
行
う
の
で
あ
る
か
ら
、
再
編
成
路
線
は
、

…

旧
路
線
と
異
な
る
性
格
の
路
線
と
な
る
関
係
上
、

…

こ
の
際
、
再
編
成
路
線
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
新

…

法
第
七
条
の
規
定
に
基
き
路
線
を
認
定
す
る
も
の

と
し
、
旧
路
線
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
新
法
第
十

条
の
規
定
に
基
き
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
と
す

…
る
。

を

な
お
、
こ
れ
ら
路
線
の
認
定
並
び
に
廃
止
に
つ

…
…

い
て
は
、
新
法
第
七
十
四
条
第
二
号
の
適
用
が
あ

…

る
か
ら
念
の
た
め
。

追
っ
て
、
再
編
成
路
線
に
つ
い
て
、
建
設
大
臣

…

の
認
可
が
あ
っ
た
と
き
を
も
っ
て
再
編
成
が
完
了

…

し
た
も
の
と
す
る
。
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月
･
日

世
界
の

動

き

○
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

(英
中
央
銀
行
)
が
市
場
貸
出
金
利
を
現

行
の
年
一
0
%
か
ら
一
%
引
き
下
げ
、年
九
%
と
す
る
こ
と
に
し
、

即
日
実
施
し
た
。
英
国
は
二
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
確
実
と

み
ら
れ
て
い
る
た
め
、景
気
回
復
を
最
優
先
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

○
ス
イ
ス
の
国
民
投
票
で
ア
ル
プ
ス
山
脈
に
二
つ
の
鉄
道
ト
ン
ネ

ル
を
建
設
す
る
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
ご
ろ
ま
で
に

ゴ
ッ
タ
ル
ト
と
レ
ッ
チ
ュ
ペ
ル
の
二
カ
所
に
一
四
九
億
ス
イ
ス
フ

ラ
ン

(約
一
兆
四
、
0
0
0
億
円
)
で
建
設
す
る
計
画
で
、
ゴ
ッ

タ
ル
ト
の
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
は
五
〇
キ
ロ
に
な
る
。

○
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
メ
ー
カ
ー
、
ポ
ル
シ
ェ
は
、
一
九
九

三
年
半
ば
ま
で
に
従
業
員
八
、
0
六
二
人
の
う
ち
、
一
、
八
五
〇

人
を
レ
イ
オ
フ
す
る
と
発
表
し
た
。
国
内
を
初
め
日
本
、
イ
タ
リ

ア
な
ど
で
の
販
売
不
振
に
よ
る
経
営
難
が
理
由
。

○
英
国
の
自
動
車
関
係
調
査
機
関
ラ
ド
ビ
ク
セ
ン
は
、
欧
州
の
自

動
車
メ
ー
カ
ー
が
日
本
の
メ
ー
カ
ー
に
匹
敵
す
る
競
争
力
を
持
つ

に
は
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
欧
州
全
体
で
約
一
五
万
人
の
人
員
削

減
が
必
要
-
と
の
調
査
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

○
米
商
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
米
国
の
八
月
の
貿
易
赤
字
は
、

季
節
調
整
済
み
で
九
〇
億
五
〇
〇
万
ド
ル
と
前
月
を
二
三
･
八
%

上
回
り
、
一
九
九
〇
年
三

月
以
来
の
高
い
水
準
と
な
っ
た
、
輸

出
の
落
ち
込
み
に
よ
る
も
の
で
、
二
カ
月
連
続
で
赤
字
が
増
加
。

○
米
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
発
表
に
よ
る
と
、

こ
と
し
第
三
･
四
半
期

(七
-
九
月
)
決
算
は
、
売
上
高
が
九
二

億
ド
ル
で
過
去
最
高
。
利
益
も
二
億
二
〇
〇
万
ド
ル
と
第
二
･
四

半
期
に
続
く
里
史
子
。

事

項

猟
月
･日

国

内

の
動

き

○
国
土
庁
が
今
年
七
月
一
日
現
在
で
調
べ
た
都
道
府
県
地
価

(基

準
地
価
)
を
発
表
。
住
宅
地
の
対
前
年
比
は
全
国
平
均
で
マ
イ
ナ

ス
三
･
八
%
、
東
京
圏
マ
イ
ナ
ス
一
二
･
七
%
、
大
阪
圏
マ
イ
ナ

ス
二
二
･
八
%
、
名
古
屋
圏
マ
イ
ナ
ス
七
･
八
%
と
大
幅
下
落
。

全
国
平
均
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
の
は
初
め
て
。

○
政
治
資
金
規
制
法
違
反

(量
的
制
限
違
反
)
で
東
京
地
検
か
ら

略
式
起
訴
さ
れ
て
い
た
前
自
民
党
副
総
裁
の
金
丸
信
代
議
士

(七

八
)
に
対
し
、
東
京
簡
裁
が
同
法
違
反
で
は
最
高
刑
の
罰
金
二
〇

万
円
の
略
式
命
令
を
出
し
、
同
代
議
士
に
送
達
し
た
。

○
東
京
都
の

｢拡
声
機
に
よ
る
暴
騒
音
の
規
制
に
関
す
る
条
例
｣

案
が
、
都
議
会
本
会
議
で
賛
成
多
数
で
可
決
、
成
立
し
た
。
右
翼

団
体
の
暴
力
的
な
騒
音
規
制
が
目
的
。

○
通
産
省
が
発
表
し
た
九
二
年
上
半
期

(
-
-
六
月
)
の

｢工
場

立
地
動
向
調
査
｣
に
よ
る
と
、
工
場
用
地

(
一
〇
〇
〇
瀞
以
上
)

の
取
得
は
、
件
数
で
一
、
三
八
七
件

(前
年
同
期
比
二
○
･
九
%

減
)、
面
積
で
一
、
五
四
二
娠

(同
三
四
･
一
%
減
)、
設
備
投
資

の
減
少
が
大
き
な
原
因
。

○
金
丸
信
･
前
自
民
党
副
総
裁
が
東
京
佐
川
急
便
事
件
関
連
の
責

任
を
と
っ
て
、
桜
内
義
雄
衆
院
議
長
に
議
員
辞
職
願
を
提
出
、
派

閥
会
長
も
辞
任
し
た
。

○
中
央
公
害
対
策
、
自
然
環
境
保
全
の
両
審
議
会
が
環
境
基
本
法

(仮
称
)
の
在
り
方
に
関
す
る
答
申
を
中
村
環
境
庁
長
官
に
提
出
し

た
。
各
省
庁
の
施
策
を
統
合
し
た
環
境
政
策
の
中
･
長
期
的
方
向

を
描
く
べ
き
だ
、と
提
案
。
さ
ら
に
税
や
課
徴
金
な
ど
に
よ
る
｢経

済
的
手
法
｣
の
導
入
な
ど
を
強
調
。

事

項

月
･日

道

路

行

政

の
動

き

○
建
設
省
土
木
研
究
所
創
立
七
〇
周
年

･
大
正
=
年
九
月
三
〇
日
に
内
務
省
土
木
試
験
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
。

一
〇
月
一
日
に
記
念
式
典
を
行
う
。

○
札
樽
自
動
車
道
札
幌
J
C
T
I
札
幌
西
I
C

(
一
四
･
0
如
)

供
用
開
始

･
札
樽
自
動
車
道
と
道
央
自
動
車
道
が
直
結
さ
れ
た
。

○
地
方
拠
点
法
施
行

○
道
路
標
識
週
間

(七
日
ま
で
)

○
一
般
有
料
道
路
横
浜
横
須
賀
道
路
｢金
沢
自
然
公
園
連
絡
路
｣

供
用
開
始

･
横
浜
横
須
賀
道
路
と
金
沢
自
然
公
園
の
駐
車
場
を
結
ぶ
専
用

の
連
絡
路
で
、
道
路
と
公
園
の
兼
用
工
作
物
と
し
て
、
N
T

T
株
式
売
却
益
を
活
用
し
整
備
を
す
す
め
て
き
た
も
の

○
道
央
自
動
車
伊
達
I
C
ー
室
蘭
I
C

(
三
一
･
九
如
)

供
用
開
始

事

項
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鴎
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隔
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一
向
に
上
達
し
な
い
作
文
を
、
あ
つ
か
ま
し
く
も

連
載
し
て
い
る
我
が
身
に
と
っ
て
、
他
人
の
書
い
た

も
の
を
批
判
す
る
気
に
は
到
底
な
れ
な
い
。
だ
が
公

衆
の
場
に
掲
示
さ
れ
た
も
の
で
、
変
だ
と
思
う
文
章

に
出
合
う
と
、
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
。

私
の
職
場
は
地
下
鉄
H
駅
に
近
い
か
ら
、
毎
日
の
-

よ
う
に
こ
の
駅
を
利
用
す
る
。
せ
わ
し
く
動
く
乗
降

客
の
大
方
と
同
様
、
ホ
ー
ム
の
柱
に
貼
っ
て
あ
る
お

願
い
や
、
お
知
ら
せ
の
類
は
め
っ
た
に
見
な
い
。
と

こ
ろ
が
最
近
何
か
の
調
子
で
こ
れ
を
読
ん
で
驚
い

た
。

"
お
願
い
“

当
駅
で
は
/
静
か
な
駅
を
め
ざ
し
て
/
列
車

出
発
時
の
/
ブ
ザ
ー
と
/
車
掌
の
手
笛
を
/

省
略
し
て
お
り
ま
す
。/
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

白
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
に
黒
い
文
字
で
肉
太
に
印

刷
さ
れ
た
こ
の
文
に
は
、
利
用
者
の
意
向
を
先
取
り

し
た
、
と
い
う
当
局
の
自
負
が
伝
た
わ
っ
て
く
る
。

こ
こ
ま
で
は
よ
い
、
と
こ
ろ
が
次
が
い
け
な
い
。

但
し
下
記
時
間
は
ブ
ザ
ー
が
/
鳴
動
し
ま
す
。

平
日
･
土
曜
日

七
時
三
〇
分
か
ら
九
時
三

〇
分
ま
で
。

一
七
時
三
〇
分
か
ら
一
九
時

ま
で
。

要
は
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
従
来
ど
お
り
だ
と
い
う
。
こ

こ
で
驚
い
た
の
は
鳴
動
の
二
文
字
で
あ
る
。
鳴
動
=

鳴
り
動
く
こ
と
。
特
に
地
震
の
時
に
生
ず
る
土
地
の

震
動
と
音
響
=
と
辞
書
に
あ
る
。
こ
の
字
面
か
ら
推

し
は
か
る
と
、
こ
の
駅
の
出
発
ブ
ザ
ー
は
構
内
を
揺

り
動
か
す
よ
う
な
大
音
響
の
も
の
の
よ
う
だ
。
と
す

る
と
静
か
な
駅
を
め
ざ
し
た
お
願
い
文
の
趣
旨
は
、

こ
の
鳴
動
に
よ
っ
て
打
ち
消
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。
び
っ
く
り
し
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
さ
そ
う

だ
。
こ
の
字
の
上
に
は
複
数
の
人
が
こ
れ
を
消
そ
う

と
、
指
の
腹
で
こ
す
っ
た
跡
が
う
す
黒
く
残
っ
て
い

る
。
本
文
の
印
刷
文
字
は
地
下
鉄
本
社
で
作
り
、
但

し
書
き
は
あ
と
か
ら
現
場
の
駅
務
区
あ
た
り
の
ワ
ー

プ
ロ
で
貼
り
足
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。
字
も
小
さ

い
。
私
は
何
も
こ
の
掲
示
文
の
揚
足
を
と
る
つ
も
り

は
な
い
。
し
か
し
世
論
を
気
に
す
る
経
営
陣
と
、
乗

客
の
安
全
に
直
接
責
任
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
現
場
と
の

相
翹
を
、
垣
間
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
し
て
便

利
に
な
っ
た
事
務
器
を
、
安
易
に
使
う
こ
わ
さ
も
感

じ
た
。

ワ
ー
プ
ロ
は
日
本
語
の
文
書
作
成
に
革
命
を
も
た

ら
し
た
電
子
機
器
で
あ
る
。
一
々
辞
書
を
引
き
文
字

の
意
味
を
確
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
漢
字
も
、
字
音

を
知
っ
て
い
れ
ば
簡
単
に
表
示
さ
れ
る
。
単
に
鳴
ら

し
ま
す
で
通
じ
る
も
の
を
、
鳴
動
の
方
が
強
く
作
用

す
る
と
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
が
使
う
べ
き
文
字
で
な

か
っ
た
。
戦
前
、
漢
字
の
本
家
中
国
人
が
大
げ
さ
な

表
現
を
す
る
こ
と
を
、
白
髪
三
千
丈
式
と
笑
っ
た
も

の
だ
。
だ
が
そ
の
大
げ
さ
な
表
現
を
、
今
度
は
ワ
ー

プ
ロ
を
通
じ
て
、
日
本
人
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ワ
ー
プ
ロ
は
開
発
さ
れ
て
ま
だ
日
が
浅
い
、
や
が
て

言
葉
選
び
が
精
錬
さ
れ
た
新
し
い
機
器
が
出
て
こ
よ

う
。
そ
れ
だ
け
に
使
い
手
も
余
程
し
っ
か
り
し
な
い

と
、
こ
の
機
器
に
振
廻
さ
れ
か
ね
な
い
。

道
路
の
長
期
構
想
の
本
、
N
E
X
T

W
A
Y

が
、
判
り
や
す
い
と
好
評
で
あ
る
。
こ
の
本
の
中
で

情
報
発
信
基
地
の
一
つ
と
し
て
、

“道
の
駅
"
の
構

想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
道
の
駅
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
、
私
達
が
鉄
道
の
駅
を
利
用
す
る
の
と
同
じ

く
ら
い
身
近
な
存
在
に
な
る
と
思
う
。
と
同
時
に
、

お
知
ら
せ
お
願
い
の

"札
の
辻
“
的
な
役
割
も
持
つ

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
時

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
が
均
質

に
機
能
す
る
よ
う
願
い
た
い
も
の
だ
。

(崎
)


